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は C め に 


TK 一 80 ト レー ニン グ ・ キ ッ ト は , これから マイ クロ コン ピュ ー タ を 理解 し , 実 際 婚 使っ て 見 よう 
と いう 方 の 便宜 の た め K 設 計 さ れ た 8 ピッ ト ・ マ イク ロコ ンピュータ の キッ ト で , 組 みみ 立て 区 必要 な 全 
部 品 と 説明 書 が 含ま れ て いま す . 従っ て あな た は 組み 立て 説明 書 の 指示 通り 部品 を 取り 付け て いけ ば 
キッ ト を 完成 させ る こと が で きま す . 


組み 立て た セッ ト は , ブ ログ ラミ ング 手段 と し て キー・ ポ ボー ド ・ ス イッ チ と 1 6 進数 表示 の 8 桁 デ ィ 


スプ レイ を 備え て いま す の で ., 電源 を 接続 する だ け で すぐ に ブロ グラ ム を 書き 込ん で , その 場 で その プ 
ログ ラム を 実行 する こと と が で きま す . 説明 書 の 中 と は 興味 深い プロ グラ ム 例 が 示さ れ て いま す の で , そ 


の 通り プロ グラ ム し て いけ ば 楽し みな が ら プ ログ ラム ・ テ クニ ッ ク を 少し ずつ 習得 し て いく と と が で き 
ます . 

と の よう MCTK 一 8 0 キット は , マ イク ロコ ンピュータ の ハー ドウ ェ ア と ソフ トウ ェ ア を 具体 的 K 体 
験 し な が ら 学 忌 こ と が で きる た め , 極め て 短 時 間 で と の 分 野 の 知識 を 習得 する と と が で きま す , 


この キッ ト で 採用 し て いる 回 路 は , ト レー ニン グ ・ キ ッ ト と し て の 機能 を 目的 と し て 低 価格 , 簡 
略 化 を 計っ て お お り , 量産 機種 に は 不向き の 部 分 も あり ます の で , 直 接 の 採用 は お 控え くだ さい 
な お 当社 人 は , 特許 権 等 K 関 する 一 切 の 貴 任 を 負い ませ ん の で , 御 了 承 く だ さい 


注意 部 品 キ ッ ト の 開封 は , マ ニテ アル の 中 で 組み 立て の 指示 が ある まで 行わ な いで くだ さい . 


写真 1-1 完成 し た TK-ー80 キ ッ ト 


1 .1 TK 一 80 の シス テム 概要 
図れ 1ー1 TK 一 8.0 の シス ュ テ ュ 構 成 


メモ リ 番 地 と その 内 容 の 表示 
D MA 転送 演 算 結果 の 表示 


ED ディ スプ レイ お よび 


モー ニタ ・ ブ ログ ラム 用 エリ ア ユー ザ ・ ブ ログ ラム 用 エリ ア 
ーー | mow | RAM | ーー 5 
1K バ イト ( 基 本 キッ ト 0.7 5K) 1K ベ イト (基本 キッ ト 0.5K) 


電源 
+5V 一 テ Vcc 


+12VーーVDD 


IE 


プロ グラ マップル ・ イ ンタ フェ ー ス 


PD8255 


ブロ グラ ム の 入力 
動作 の 指令 


シリ プル デー タ ・ ア ウト ブッ ト 〇 ⑨ 


シリ テル デー タ ・ イ ン ブ ッ ト 


図れ ー1icTK 一 8 0 の シス テム ュ 構 成 を 示し ます . この シス テム は 動作 必要 な 全 回 路 を 1 枚 の ブ 
リン ト ・ ポ ボー ド K 実 装 し た 極め て シン ブル な 構成 KC な っ て いま す . と の た め ポ ボード へ の 部 品 取り 付け 
が 完了 する と , 外 部 より 2 種類 の 電源 を 供給 する だ け で , す ぐに シス テム を 動作 させ る こと が で きま 
す . 

は じ め M RRBSET キ ー を 押す と , PROMIC 書 き 込ま れ て いる モニ タク ・ ブ ログ ラム が 動作 を 開始 し 
ます ,、 モ ニタ ・ ブ ログ ラム は , デ ー タ や 命令 を キー ボー ド が か がら メモ リ 書 き 込 ん だ り , 読み出し た り 


する た め の プ ログ ラム で す . と の 時 メモ リ 番 地 と デー タ は それ ぞ れ 1 6 進数 表現 で , 8 桁 の 数 字 表 示 
用 LHDic 表 示さ れ ま す . PROM を 取り 付け る スペ ー ス は $ 個 分 あり (PROM1 個 の サイ ズ は 
2 56 ワ ー ド x 8 ビッ ト で す ) , そ の 内 モニ タ ・ ブ ログ ラム iC 8 個 が す で K 使 われ て いま す の で , 残 
り 1 個 の スペ ー ス が ュー ザ ・ ブ ログラム 用 と し て 使用 で きま す . 

AM は ポー ド 上 CC1.02$* バ イト まで 実装 で きま す が (RAM 1 個 の サイ ズ は 256 ワ ー ド X 
ピット) , 最小 構成 で は 2 チッ プ ・2.56 ベ イト で 動作 可能 で す . RAM を 最小 構成 か ら 順 に 増やし 
て 行く 場合 は , メモ リ 番 地 の 大 きい 方 か ら 小 さい 方 へ と いう 順番 で 実装 し て 行き ます . これ は モニ 
タ ・ ブ ログ ラム で 使用 する スタ ッ ク ・ エ リア と ワー キン グ ・ エ リア が RAM の 実装 さん る メモ リ 番 地 


の 最後 に と られ て いる た めで す . 


TK 一 8 0 で 使用 する RAM は , 消費 電 流 の 非常 少な い OMO 8 で す の で , 乾電池 で ペッ ク ・ アテ 
ッ プ すれ な ば 他 の 電源 を 切っ て も , 記 憶 し た 内 容 を その まま 保持 する こと が で きま す . 

プロ グラ マブ プル ・ ペ ベリ フェ ラル ・ イ ンタ フェ ー ス LLSTI は , キ ー ボ ー ド 回 路 の スキ ャ ニン グ 使 
用 され ます . また 入出 力 ボ ポート の 内 2 本 が シリ テル ・ デ ー タ 転送 用 使用 され ます . シリ アル ・ デ ー 
タ と TK 一 8 0 で 使用 され る バラ レル ・ デ ー タ と の 変換 は , モ ニタ ・ ブ ログ ラム が ソフ トウ ェ ア 上 の 
処理 で 行っ て いま す . と の シリ テル ・ デ ー タ 転送 ライ ン 巡 オー ディ オ 周 波数 で の 変 復調 回 路 を 追加 す 
れ ば , 簡単 C オ ナー ディオ ・ テ ー ブ 《 カ セッ ト ・ テ ー ブ プ が 手軽 で す ) を 外部 記憶 装置 と し て 使用 で きま 
す . - 

オー ディ オ ・ テ ー プ へ の 書き 込み , 読み 出し の た め の ツ フト ウェ ア は モニ クタ ・ ブ ログ ラム 含ま れ 
て いま す . 最も 簡単 な 変 復調 回 路 は ( 弟 6 理 を 参照 し て くだ さい ) , IO2 一 8 個 と ダイ オー ド , 


抵抗 , コンデンサ お の お の 数 本 で 構成 て で きま す の で , TK 一 80 の プリ ント ・ ポ ー ド の フリ ー・ エ リ 
テ と し て 残さ ん て いる スペ ー ス 組み 込む こと が で きま す 


1 .2 TKーー80 の 仕様 


oOPU PD8080A 
クロ ッ ク 周 波数 2.048MHz (18.4 88MHz ク リス タル 使用 ) 
R OM 実 装 容量 CMAX) 1.0 2 4 ペイ ト (ポー ド 上 MAX) 
RAM 実 装 容量 (MAX) 1.0 2 バイト (ボー ド 上 MAX) 
バラ レル エン 0 ボート 8 ピッ ト x8 ポ ボー ト (入力 , 出力 は ブロ グラ ム 可 能 ) 
入力 装置 キー ポー ド ・ ス イッ チ 25 個 (標準 ) 
表示 装置 8 桁 7 り モ を グ クメン ト LEBD(C よ る 1 6 進数 表示 
シリ テル ュ ノ O 1 10 ビ ピット ノン 秒 の シリ テル 入 ・ 四 力 端子 (シリ テル デー タ の ロー 
ド , スト アテ 機能 は モニ タ K 含 まれ て いま す ) 
動作 モー ド シン グル ステ ッ プ 自動, を スイ ッ チ で 切り 換え 
RAM ベ ペック テッ プ 電電 他 2 本 (8V) で 可能 
電源 外部 電源 が 必要 
D +5V 土 5% 0.9A(MAXX) 
+12V 土 5% 0.15A(MAX) 
動作 温度 0?0~ 5 0"O 
寸法 810x180mm( ブ リン ト 基 板 の 寸 法 ) 


/ : 


1.3 オー ディ オ ・ カ セッ ト の 利用 1 表札 な の モリ 
- HROM を レク ト 1 


0000 # 
(8 5 6 ベイト ) 
0100 

(2 5 6 バイ ト ) 


0200 ROM 傾 城 


(2 56 バ イト ) CAB15 ニ 0) 
0800 


(2 5 6 バイ ト ) 


図れ 1ー2 オー ディ オ ・ カ セッ ト の 接続 法 


- TK 一 80 


RAM 


+1&2V 
+5V 
GND 


7fREF 
8000 1 


(2 5 6 ベイト) 
8100 
アド レス ・ デ コー 女 RAM2, 6 2 5 6 ベイ ト ) 


と と 
ピロ 
-】 

| 

t 


フリ ー・ エ リア カセ モッ ト ・ テ ー ブ 用 4 。 81 素  。 laz00 RAM 傾 城 
の イン タフ ェ ー ス 回 路 を つく る 。 J RAM8, 7 (2 5 6 ベイト) 


2 。 $| ネネ ]8800 
RAM%, 8 | (256 バ イト ) 


FFPT 1 


| 1 TK 一 80 の モニ タ ・ ブ ログ ラム 巡 は , す で に ヒ オ ー デ ィ オ ・ カ キッ ト を 外部 記憶 装置 と し て 利用 す ** 最初 C メ モリ を 実装 する 場合 は ,RAM% ,RAM8 の 位置 取り 付け ます (と の エリ アテ KC 
る だ ため の ,。 ロード, ストア 機能 が 含ま れ て いま す . 実際 iC は 図れ 1ー8 の よう な 構成 で 利用 で きま す . スタ ッ ク が 際 保 され ます ) . 


」 * 次 C[LRAM8, RAM7],[RAM2,RAM6 ],[RAM1, RAM5 〕 の 順 光 取り 付け 
| 1.4 シス テム の 拡張 性 ます . 
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シス テム 作 拡 張 性 を も ね た せる た め 紙 プリ ント ・ ボ ポ ボード の コネ クタ 端子 ヒア ドレ ス ・ バ ベス と デー タ 

・ バ ス が 引き 出さ れ て いま す . た だ し , デ ー タ ・ バ ベス は FT 中 で ドラ イブ 能力 が 強化 きれ て いま す が 

アド レス ・ ベ バス は OPU (MOS) が ら 直 接 引 き 出 され て いる の で , 大きな 負荷 が 接続 され る 場合 
は 途中 人 C ペ ッ フ ァ を 追加 する 必要 が あり ます . 

また メモ リ を ボー ド の 外 K 増 設 し た い 場 合 に は , ボ ポー ド 上 の メモ リ と 追加 し た メモ リ を 正しく アク 


セス させ る た め の デ ュ コーダ が 必要 で す . この よう 適当 な ベッ ファ や デコ ー ズ ダ を 追加 すれ ば , シス テ 
^ は 拡張 する こと が で きま す ・. 


1.5 電源 に 関す る 注意 事項 


TK 一 80 用 の 電源 に は ,AC ス イッ チ と DC スタ ン バ イ ・ ス イッ チ の 両方 が 付い て いる も る の を 使 


する よう 巡 し て 下さ い . 


AC ス イッ チ だ けが 付い て いる 電源 を 利 


で 電 湖 の オォ ンプ オ フ を 行っ て 下さ い 、 


する 場合 は , DC スイ ッ チ を 外 付 けし て , と の スイ ッ チ 


備考 一 般 の 安定 化 電 源 で は ,AC ス イッ チ の オォ ンプ ノ ォ フ 時 KK 電源 トラ ンス 発生 し た サー ジ 


が 直流 出力 CC の っ て , スペ イク 状 の 異常 電圧 を 誘起 する と と が あり ます . 


と の 暴 常 電圧 は , その 程度 に より よ ょ す が 最 悪 の 場合 CC は IT C な どの 素子 悪影響 を 与 を 
ます . 
(1) 好ま し い 電 源 
] DC 出力 を OPEC で きる スイ ッ 
DC スタ ン バ イ 付い 電源 が ・ 
ez 05 | チ が 付い て いる 電源 好ましい 
ジン イム ! 
3 | 2V 投入 順序 
100v コ ニ ャ ー ヤ イ + sy 4C SW oN 
り 
由 DC SW oN 
「 


(2) DC スイ ッ チ の 外 付け 


+5V,+12V の スイ ッ 
ッ チ が 独立 し て いる 場合 
は + 5Y を 先 多 投入 し て 下 
さい 


1 DC ュ ィ イッ テ を 切断 原 序 
2 | 付加 する DC SW OFF 
2 
gc 1 9 * 
回 トー eo 一 o+12V 
1 AC SW OFF 
AC 5 内 に だ 22。 。 
1oovy サ - | | 4 > 
+5V,+12V の スイ ッ 
22 { ?GND に 時 
] チ が 独立 し て いる 場合 仁 
+12 V を 先 多 切断 し て 下 
さい 


2 .1 


第 2 っ 章 組み 立て 


組み 立て 作業 の 進め 方 


TK 一 80 キ ッ ト の 組み 立て は , 図 る 一 1 の 類 序 で 行っ て くだ さい . 


組み 立て 説明 書 の 指示 通り の 順序 "し ーーーー 
で 組み 立て る (2.5 ) 


図 % 一 1 組み 立て 作業 の 進め 方 


開始 


組み 立て 説明 書 上 日 を 通す 虹 


| 

| 部 品 の 確認 (2.2 ) 本 も ss 
ンー 
ョ mo っ て いる が っ Po 
Yes 


小物 部 品 は な くさ な いよ ょ よう 
整理 し て お く 
道具 と ハン ダ を 准 備 する ( 2.8.2.4 ) 


ハン 女 付 け 不 良 , バ ンダ ・ ク ズ で の 
ショ ー ト が な いか を 検 栓 する ( 2.6 ) ] 


Yes 


No 
人 0 ト さ し , 電源 を 入れ る 


(2.7.2.8 ) 


RBSET キ ー を 押す と 
8 桁 すべ て 0 が 表示 され る ( 2.9 ) 


け べ て の キー の 動作 を 調べ る ( 2.1 | 


電源 を 入れ て みる ーーーーーーーーー 一 


ー バッ ク さ れ た 部品 は 指示 が ある まで 
し 取り 外さ な いで くだ さい .… 


1 つ で も 不足 し て いた ら す で 購入 先 の 日 本 
電気 また 仁 特 約 店 の 販売 担当 連絡 し て くだ 
さい . 


TO ソケット は まだ 1 0 を 挿入 


L し な いで くだ さい . 


「 拡 大 鏡 よ る 目視 チェ ッ ク , テス タ MC よ る 導 
| 通 チ ェ ッ ク ( プ ザ ー を 鳴ら す 方 式 の 導通 チェ 
| > カー は 使用 し な いで くだ さい ) 


ーー「 あらかじめ 電圧 を 合わ せ て お きま す , 過電圧 


し は 絶対 て 避け て くだ さい . 


[+ 5 Vーー+ 1 2YV の 順 CON 
L+12V--+5V の 順 (COFE 


2 っ キッ ト 部 品 の 確認 TO gPB201(9400) x+ 
2 zPB202(74 を 10) x1 
キッ ト K は , 次 の 部 品 が 含ま れ て いま す . 組立 て 前 KC 必ず 確認 ヒ し て くだ さい ・ 4PB214(7474) 1 


zPB215(7401) x1 


部 品 の 中 は MOS LBI の よう ic 静電気 対し て 敏感 な 素子 も 含ま れ て いま す の で 。 APB223(7498A)x1 


前 面 K な ベック され て いる 部 品 は 指示 が ある まで 取付 け 台 か ら は ず さ な いで くだ さい ・ 


gPB288(7488) x 


2 
PB2155(74155)x2 
2 


(1 前 面 に パッ ク さ れ て いる 部 品 74LSO$4 e 3 
NE 555 x 1 
TO gzPD8080A x 1 8 ビッ ト ・ バ ラ レ ル ・ セ ント ラル ・ ブ プロ セッ サ ・ ユ ニッ ト TC ソ ケッ ド 0 ピン と 
gPB8212 x1 8 ビッ ト 1 ノ O ボ ポート 2 8 ピン x 1 
4PHB8224 x 1 クロ ッ ク ・ ジ ェ ネ レー タ ・ ド ライ ベ 2 4 ピン 8 
gPB8228 x 1 シス テム コン トロ ー ラ ・ バ ベス ドラ イベ 2.9.。 ピン メ 
gzPD8255 x L プロ グラ マブ プル 属 辺 イン タフ ェ ー ス 1 6 ピン 1 
PDe5$ x8 フル デコ ュー ド 20%8 ビ ピッ トド EEPROM プリ ント 基板 (大 ) x 1 
zPD5101 xx 。 フル デコ ー ド 1L028 ビ ピッ ト スタ ティ ッ ク RAM デリ ント 基板 ( 小 ) x 1 
: LRBD SN718A x8 97 セグメント 固 体 発光 数 字 表 示 素 子 プリ ント 基板 用 コネ クタ So 
XTAL 18.482MHz x1 HO 18 ノ リタ イプ 水晶 振動 子 キー 取付 用 アル ミ 板 x 1 
KEY スイ ッ チ x25 メカ ニカ ル 接 点 キ ー・ ス イッ チ キー 用 文字 シー ル 1 組 
ビニ ミール 袋 ⑪) 
人 ⑰ 箱 の 内 側 に 格納 され て いる 部 品 ビス x 7 
図 % 一 2 箱 の 内 側 の 部 品 配 ん 22 び x7 
ワッ シャ x 7 
スベ ペー サザ ( 長 ) x 8 
ブリ ント 基板 コネ クタ ー スネ スペーサ ( 短 ) x 外 
ゴム 足 x 7 
スネ スズメッキ ギ 線 材 2 m 
ツケ グット エン ペイ プア ・ チ ュー ズブ 1 m 
8228 の 
レデ ッ ト | ビニ ー ル 袋 ⑫) 
ea [01] 抵抗 器 51 Q 攻 W x 8 
人 101 ビニ ー ル 袋 く 1 ビニ ー ル 袋 く @> PE 2 2 和 
ツケ ッ 2 1 0 0 [28 51KO 婦 W x 8 
に IE 10KO W x 8 
⑱ そ の 他 プ リン ト 板 (大 ・ 小 各 1 枚 ) , テ ルミ 板 (1 枚 ) , シール 開 韻 賠 15KO 久 W x 8 
(1 枚 ) が 入っ て お り ま す - 83KO 妨 W x8 
L_ 51KO 馬 W x 2 


2.3 道具 の 準備 


コン デン サ 1 15WV タン タル x メ 
10 み 4F 25WV タン タル メー 1 
22gE 15WV タン タル XX 2 


oO テ スタ Oo ハン ダダ 


0.01gF 50WV セラ ミッ ク x3 外 


ハンダ ど て は ,2 5 WW 程度 の 小型 で , こ て 先 の 細い も の が 必要 で す . 古く な っ た こ て 先 は 新しい 


トラ ンジ スク . 28471B x8 も の と 交換 し て くだ さい . ヒー タ と こ て 先 の 絶縁 不 良 の も の は 絶対 区 使用 し な いで くだ さい . 


が つ 9 SD18 X ハング は “ヤニ 入り ヘン ダァ を 使用 し て くだ さい . ヘン ダ の 線 径 は 0.7 mm 一 10mm の も の が 敵 


当 で す .. 大 すぎ ます と ヘン ダ が 多く , 盛 り 上 が り 過 ぎ て 隣り の バタ ー ン と の ショ ー ト の 原因 巡 な り 
や すい の で よく あり ませ ん . 


18S958 ン 954 x2 
トグル スネ スイッチ 双極 双 投 X 1 
単 極 双 投 x 1 


2. 3. 2 ある と 便利 な 道具 
o 拡大 鏡 o 十 字 ド ライ ベ o 先 き 細 ペ ンチ 
o ハ ンダ 吸い 取り 用 の フラ ックス 含有 編 線 
拡大 鏡 は ヘン タダ 付け 完了 後 , 配 線 パ ター ン が “ハン ダ く ず ッ や "細い ヘン ダテ の 系 で ショ ー ト し 
て いな いか を 調べ る の を 便利 で す . 虫 め が ね , ルー ベ な ど な ん で も 結構 で す が , ある と 重宝 な も の 
で す 。 


確認 の 結果 , 1 個 で も 不足 し て いた 場合 は , 購入 先 の 日 本 電気 また は 特約 店 


の 販売 担当 へ 運 絡 し て くだ さい . 


写真 2% こ 1 TK-80 キ ッ ト 


2.4 ハン ダ 付 け に 関す る 注意 


ハン ダ 付 け の 前 ハンダ ど て の 手入れ を 行う よう 5K 心 伴 け て くだ さい . こと て 先 の 太い も の や 古く な 
つて ボロ ボロ な っ て いる も の せ は 不適 当 で す . ヤス リ で 庁 く か 新しい も の と 交換 し て くだ さい : また 
こ て 先 と ヒー タ が 絶縁 不良 に な っ て いま す と , 半導体 部 品 を 破壊 する 麗 れ が あり ます の で , 一 度 テ ス 
タ で 絶縁 状態 を 調べ て くだ さい . 


図 8%ー8 ヘン ダ タ 付 け 手 順 


① め C ⑧ 
ュ テ 先 ic 少量 の へ 
ハバ ンダ を 盛っ て お く 
TrainingKt 
TK:80 
ゃ ar っ 
ィ 77| | グイ 777777772||(ZZ ア の Z77777 テ 


ーーーーーーーーーー デ ーーーーーーー 


/////////4 


下 民 クッ ショ ン と な る も の を 
置く と 都合 が 良い 
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ヘン 付け 作業 は 次 の 手順 で 行い ます 2 g 組み 立て 


(1) まず 部 品 を 取り 付け 穴 C 差 し 込み , 裏返し (C し ます . と の 時 クッ ショ ン と な る ふも の を 下 K 置 
く と 部 品 が し っ か り 押 え 付 けら れ ま す . 

%) ハン タダ ど ご て の こ て 先 少量 の ハンダ を 付け , ハ ング ダ 巡 な じ ま せ て 置き ます ・ 

(8) ハン ダ ど ご て を ハンダ タダ 付 け す る 場所 と リー ド 線 (密着 する よう MC あて が っ て 加 圭 し ます . ほぼ 
同時 か 少し 遅れ て ヘン ダ 線 を と の 場所 iC あて が うと ハン ダ が 座 け 始め ます . ハン ダ が スル ー ホ 


2. 5. 1 スペ ー サ と アル ミ ・ ボ ー ド の 取り 付け 
プリ ント ・ ボ ポー ド の 下面 C ス ペー サ と キー 取り 付け 用 アプ アルミ ・ ポ ボー ド を 取り 付け ます , 


キー は まだ 取り 付け な いで くだ さい 、. 


ー ル の 容 吸 い 込 まれ , 接合 部 C 行 きわ た っ た ら ハ ンダ と ハン ダ ど て を 離し ます ・ 
似 不要 の リー ド 線 を ニッ ズ で 切り 捨て れ ば ハン ダ 付 け は 完了 し ます . 半導体 部 品 は 長 時 間 週 熱 
する と と は で きま せん の で , と この 作業 は 2 て 8 秒 程度 で 終わ る よう に し て くだ さい . 


図 8* スペ ー サ と アル ミ ・ ボ ポー ド の 取り 付け 


注 ハン タ は 多く 盛り 過ぎ な いよ う を 注意 し て くだ さい . 余分 の ハン ダ は 隣り の ベタ ー ン ジン 
へ 流れ たり , 思わ ぬ 障 害 C な る と と が あり ます . 特 (CT1G ソ ケッ ト を 取り 付け る 際 
人 は , で きる だ け 少 量 の ハン ダ で 済ま せ て くだ さい . プリ ント の 容 は スル ー ホ ー ル で す る 
の で , ヘ ング は 片面 だ け で 良く 裏面 まで し みみ 込ま せる 必要 は あり ませ ん あま り ヘ ン 
を 流し 込み 過ぎ ます と , ツ ケッ ト 隠 れ て 見 えな い 部 分 で ビン 間 の ショ ー ト を 起 と 時 
す と と が あり ます の で 注意 し て くだ さい . 

また , プ リン ト ・ ポ ー ド の 上 で 不用 意 C バ ング ご ど て を 振る の は 避け て くだ さい . 落 CO キャー 部 の る 本 は 粗い ュ スペーサ を 使用 し て くだ さい . 

ちや ち た ハン ダ が 思わ ぬ 場 所 (と 入り 込ん で 気が付か な いこ と が あり ます の で 注意 し て くだ に く ラ 2 

さい 


2. 5. 2 抵抗 器 の 取り 付け 


抵抗 は プリ ント ・ ポ ー ド 上 で は ,(』 の よう 白い 線 で 表示 (⑱ 
され て いま す の で ,(⑮ の よう 白い 線 の 両端 の 穴 ic 取り 付け ET 
て くだ さい .. (b) むー つう 
また ,(cO の よう 記 線 の 途中 iC 穴 が ある 場合 は 無視 し て ,(d) R15 
ge 10 ペグ 4 の Se 
" 抵抗 は 全部 で 6 6 個 あ り ま す . R1 か ら 順 に R6 6 まで 表 R16 
注 (0 と の キッ ト で は プリ ント ・ ポ ー ド の ヘン 部 分 以外 は , レ ジュ ト で ヵ カバー さ れ て い 5 一 1 K ポ す 値 に 応じ て 取り 付け て くだ さい ・ (@ ーー つう 


ブリ ント ・ ボ ポー ド 上 の 取り 付け 位置 は , 付図 (人) を 参考 に し て くだ さい . R16 
取り 付け の 終わ っ た 部 分 は 色鉛筆 で , 右 


ます の で , プ リッ ジ は 起こ り に くく な っ て いま す が 念 CK は 念 を 入れ て くだ さい 
の よう MC 卒 り つぶ し て お く と 間違い が あり ませ ん . 
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表 2 一 1 抵 撤 器 部 品 表 


呈 | 抵抗 値 に 22 で ハード 昌 問 番号 抵抗 値 カラ ー コ ー ド 
1 | 51 KO 緑 ・ 茶 ・ 赤 R84 | 88 KO 栓 ・ 樽 ・ 衝 
2 | 10 KO 茶 ・ 黒 ・ 椅 385 88 KO 

8 51 KO 本 86 88 KO 

を 10 KO 87 88 KOQ 

5 51 KO 38 88 KO 

6 10 KO 39 883 KO 

7 51 KO * 0 88 KO 

8 10 KO *1 88 KO 

9 5.1 KO $2 15 KQ 茶 ・ 
10 10 KO *8 15 KO 

11 51 KO 【 ま 1 15 KO 

19 10 KOQ を 5 15 KO 

1 8 51 KO *6 15 KO 

14 10 KO 【/ 15 KO 

15 51 KO を 8 15 KO 

16 10 KO 9 15 KO 

17 1 KOQO 茶 ・ 黒 ・ 赤 5 0 1 KO 茶 ・ 
18 5 1 〈 ふ 2 緑 ・ 茶 ・ 黒 5 1 51 KG2 緑 
19 5 1 Q ヶ 52 1 KO 茶 ・ 
0 5 1 Q ヶ 5 8 1 KO 

2 1 5 1 Q / 5 $ 51 KO 緑 ・ 
2 2 5 1 Q ヶ 55 1 KOQ 茶 ・ 
28 5 1 Q ヶ 5 6 1 KO 

24 | 51 Q 2 5 7 1 KO 

2 5 5 1 0 ヶ 5 8 1 KO 

26 1 KO 茶 ・ 黒 ・ 赤 5 9 1 KO 

27 1 .KQ / 60 1 KO 

28 1 KO ヶ 6 1 1 KO 

9 1 KO / 6 1 KO 

80 1 。KQ ヶ 6 8. 1 KO 

8 1 1 KO し 6* 1 KO 

382 1 KG) ヶ 65 1 KO 

88 1  KQ ヶ 66 1 KO 


備考 抵抗 器 は すべ て 婦 W , 許 容 差 よ 1 0% で す 


* 。 R68 の 取り 付け 位 


OoC26 


1 多 


置 は 下 B 


C 


の より (C な り ま す . 問 違 わな いよ う 注 意 し て くだ さゆ . 


25 
⑤ 


Fw 
x10T 


1 位 の 値 
1 0 位 の 値 


oo の の = oo ピロ O 
世 測 湊 芝 疾 吾 語 湊 舞 


1 の CRE 


カラ ー コ ー ド は と の よう 憶え る と 忘れ ませ ん . 


so》 ) ) ) 請 三 


くろ い レ イェ く 
ちゃ を イッ ぱい 

あか いこ ん じん 

だ い サ シン し ゃ 

き シ けい こ 

みどり テ 

あお SC さい の ロク で な し 
むら さき シ チ ぶ 

は い ヤ ネー 

ほ わ いと みり すま す 


2. 5. る ダイ オー ド の 取り 付け 


表 2 一 2 


み 


婦 イ オー ド は すべ て ガラ ス 封 入 タ イプ 


で す の で , リー ド 線 を 曲げ る 時 , ガ ラス 


に 力 が 加わ ら な いよ うに 注意 し て くだ さ 


い 。 


ダイ オー ド K は 図る ー5 の よう 。 品 名 を 示す 2 桁 の カラ ー コ ー ド が 付い て いま す 。 


極性 は この カラ ー コ ー ド の 付い て いる 方 が カソード 側 で す の で , 間違わ な いよ う K 取 り 付 け て くだ 


さい - 


ダイ オー ドド 


シリ コン ・ ダ ダイオード 


シリ コン ・ ダ イオ ー ド 
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1S958/954 
グル マニ ウム ・ ダ イオ ー ビ SD 18 


み 


18958 グ 954 


リー ド の 根元 一 と 
を つか む 


図 2 を 5 ダイ オー ド の 品名 お よび 極性 表示 


ーー 
ー 肛 ビ 
緑 2 


1S958/954 の 表示 


この 部 分 
は 赤 茶 樽 緑 (NBO の マー ク ) 


ーー 
8 了 


SD18 の 表示 


2. 5. 4 コン デン サ の 取り 付け 


ュ コン デン サテ は 全部 で 8 9 個 あり ます . その 内 C1 ,02 ,08,.06 は 回 路 の 動作 上 , 絶 対 必 要 


た も の で あり , それ 以外 は 電源 の ベイ バス ・ コ シン デン サ と し て 使わ れ ま す ・ 
O1 ,02 ,08 ,06 を 最初 取り 付け れ ば 確実 で す ・ 


表 2 一 8 最初 KC 取り付け る コン デン サ 


CC T 
番 号 品 名 規 。 格 
ト Il | 
GO 1 タン タル ・ コ ン デ ン サ 1gF 15WYV 
し セラ ミッ ク ・ コ ン デ ン サ 0.01 ぁ FE 2 5WV 
8 タン タル ・ コ ン デ ン サ 14TF 15WV 
6 セラ ミッ ク ・ コ ン デ ン サ 0.014T 2 5WV 
L に 


注 O 1 ,08 は タン タル ・ コ ン デ ン サ で 有 極 任 で す の で , ブ リン ト 基 板 上 FC は 図 %ー6 の 極 
性 と な る よう 取り 付け て くだ さい ・ 


図 8%ー6 C1,C8 の 取り 付け 方 向 


8080A CPU 
D2 
一 牙 二 
om 
る 
K2】 
0) 


7 4LSO$ 
201 


C1,C s( タ ンタ ル ・ コ ン 
デン サ ) の 形状 と 極性 
EC] C6 
紀 
(05D1 クズ Q9) モラ ミッ ク 


コン デン サ 


極性 注意 両端 の が 正しい 位置 | 


2 
は 十分 注意 し て くだ さい ・ 


ST 


表 2 一 極性 ic 注意 する コン デン サ 


番 号 品 名 規 格 
O 1 タン タル ・ コ ン デ ン サ 1g『 15 WV 
3 ア み 1 zF 15 WV 
87 ヶ タ 2 2 15 WV 
88 タ が 10 み F 25 WV 
389 ア み 282 み F 15 WV 
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最後 CC ,O5 ,07 一 O8 6 を 取り 付け ます . これ ら は すべ て 電源 バイ パス 用 ロンデ ン サ で 
す . 極性 は あり ませ ん ・ 


表 & 一 5 バイ ベス 用 コン デン サ 


規 


ミッ ク ・ コ コンデンサ 001zF 50WV 
ヶ 001xF 50WV 
み 001zF 50WV 


コン デン サ の 取り 付け 位置 を 示す 記号 で , マー ク の 中 MK% 個 以上 の 穴 が ある 場合 は , 両 端 の 8 つ 
の 穴 が 正しい 取り 付け 穴 で す . 


os ーッ 


ネ セ ラミ ッ ク ・ コ ン デ ン サ の 形状 


108 は ,10x10′ PE 
すなわち 0.014T を 示し ます . 5 


2. 5. 5 トラ ンジ スタ の 取り 付け 
トラ ンジ スク は BDD の ドラ イデ 用 Mc 8 人 使用 し ます 。 プリ ント 基板 究 は 人 ] の よう マー ク き 
れ て いま す の で , 真 上 か ら 見 て マー ク と トラ ンジ スタ の 外形 が 一 致す る よう 取り 付け て くだ さい 


ーー 
ェ ーー デ 


表 一 6 トラ ンジ スタ 


番 号 品 名 


TR18 PNP ダー リン トン ・ ト ラン ジス タ 


取り 付け の 高 さ は 低い 方 が 安定 し て 
良い の で す が , リ ー ド を 無理 IC 変 形 さ 
せな い 程 度 (8mm 位 ) と し て くだ さ 


い 。 
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2. 5. 6 LED の 取り 付け 


DBD は 8 個 ち あり ます . それ ぞ れ 位置 が すれ な いよ う , 同じ 高 さ 多 取り付け て くだ さい -. 


表 練 7 上 ED. 


番 号 晶 名 規 格 
| 人 
1 本 LED1-8 7 モグ メン ト L BD SN?718A 
中 
図 8-?7 LEBD の 取り 付け 方 
ー 中 O 〇 正しい 取り 付け 方 向 x 誤 っ た 取り 付け 方 向 


| 5 :9 


2. 5. 7 1C の 取り 付け 


小数 点 が 下 側 (トラ ンジ スタ の 並 記 側 ) と な る よう 人 取り 付け ます 。 


ッ ツケ ッ ト を 使用 し な い T O は , ブ リン ト 基 板 ' 直 接 バ ンダ 付け し ます 


表 8 一 8 ハン ダダ 付け する 10 
1 


機 能 | 


番 号 品 名 


SN7*L80$ 

4PB 201 (7%00) 

PB 214 (77 る) 

gPB 208 (7*10) 

PB 215 (7%01) 

zPB 228 (7498A) 
PB 2155(74155) 
PB 8155(7%155) 
SN7%LS0$ 

zPB 288 (7488) 

zPB 288 (7%88) 

ZPB 8212 

NB 555 


mm ビ 
ーー らら らら o ココ の の = GS ピピ 


Ao GO 
の oo 


Hex Inyverter 
Quad 2-Input NAND 
Dual DElip-Flop 
Trip 8-Input NAND 
Quad 2-Tnput NAND ひで 
%ーBit Binary Counter 
Dual %ー4 Decoder 
ヶ 
Hex Tnverter 
Quad 2-Tnput NAND Buffer Q で て 
ヶ 1 


8-Bit レル O Port 


Timer 
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ブリ ント 基板 上 の 1T0 取 り 付け 位置 は , 右 図 の よう 
マー ク さ きれ て いま す の で , その 番号 と 同じ 品名 の TO を 201 
取り 付け て くだ さい . また 1T0 ペ ッ ク ケージ の / くぼみ ” @ 
の 方 向 も マー ク と 一 致す る よう 注意 し て くだ さい (・ 印 は 1 ピン の 位置 を 示し ます ) . 


T 0 お よび LED の 取り 付け 方 向 は , 絶対 間違わ な いよ ょ よう 
注意 し て くだ さい - 


注 各 1 0 な は 最初 対角線 上 の 2 ビン だ け を ヘン タダ 付け し て , も う 一 度 間 連 っ て 取り 付け て い 
な いか 念 を 入れ て 確認 し , その 後 で 全部 の ビン を ハン ダ 付 けし て くだ さい . 全 ビ ピン, ハン 
付け 終 了 後 で は きれい 取り 外す 事 は まず 期待 で き な い と 考え て くだ さい . 

も し 間違っ て 取り 付け て いる と と が わか っ た 場合 は , ハ ンダ 付け し た ビッ の ハン タ を 完 
全 低 吸い 取っ て か ら 軽 く と じ る よう MC し て 抜き 取っ つて くだ さい 

ハン ダ を 吸い 取る た め M は , 平 編 線 に フラ ックス を し み 込 ませ た も の が “8OLDRR 
TAUL” の 商品 名 で 市 販 さ れ て いま す の で 利用 する と 便利 で す . これ を 使っ て きれ い ^ 
ンタ を 吸い 取る コン は , いつ も 編み 線 の 新しい 部 分 を 使用 に , ヘ ンダ が KC じん で きた だ 部 分 
は どん どん 捨て て いく と と で す . と の 方 法 は 毛細 管 現象 を 利用 し て 府 け た ハン ダ を 編み 線 
既 吸 い 込 むせ も る ので, ハン タダ 除去 の 方 法 と し て は 非常 た すぐれ て いま す 


2. 5. 8 1C ソ ケッ ト の 取り 付け 
"TOC ッ ケッ ト は 1 1 個 使用 し ます . 


表 8 一 9 10 ツ ソケット 


ビン 数 使用 する 10 咽 
0 ピン gzPD8080A 
を 0 ピン zPD8255 
2 8 ビン 4PB82%28 N 
2 4 ビン PD%5& PROM1 
2 ピン ヶ PD を 54 PROMs 
2 4 ビン PD%54 PROM8 
269。 ピッ ン PD5101 RAM8 
2 2 ピン gPD5101 RAM4* 
2 2 ビン gzPD5101 RAM? 
2 2 ビン gPD5101 RAM8 
| 16 モン と PB8224 
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ッ ケ ッ ト の く ほ み の あ る 方 向 と , ブ プリ ント 基板 上 の TO マー ク の く ほ みみ と を 合わ せ て 取り 付け て 表 % 一 10 水晶 振動 子 


くだ きい 最初 対角線 上 の 2 ピン ( 伯 え ば 1 , 40 ビン ) を ヘン ダ 付 けし, 取り 付け が ゆがん で 


いな いこ と を 確か め て か ら , 残 り の ピン を 順番 と ハ ンダ 付け し て くだ さい . 規 


基本 発振 モー ド 18.482MHz 素 


注意 2% ビ ン ・ ツ ケッ ト 8 個 は ,PROM1 ,2 ,8 の 指定 位置 に , ま た 2 2 ピン ・ 


ッ ケ ッ ト $ 個 は RAM8 , ぁ , 7 ,8 の 指定 位置 取り 付け て くだ さい ・ 


玉 振動 子 の ウケ ー ス は 周波 半 が 刻印 され て いま せん が , 正確 多 1 8.% 8 2 MHz で 発振 す 
る も の を 出荷 し て お り ま す 


2. 5. 10 トグル ・ ス イッ チ の 取り 付け 
トグル ・ ス イッチ は 2 個 取り 付け ます . 
図 を 8 の 取付 け 図 の よう 取り 付け , 配 線 ( ビ ニル 線 ) は 裏面 で 配線 図 通 り 行 っ て くだ さい . 


表 2 一 1 1 トグル ・ ス イッ チ 


TO ソケット と プリ ント 基板 と の 間 に ハ ンダ が 誤っ て 入っ て し まう と , ビ ピン 間 の ショ ー ト の 原因 
と な りや すく , し か も る 目視 で 見 つけ CC く いも の で すか ら , くれ ぐれ も 注意 し て くだ さい ・ 


S W 1 士 ド グ ル シース イッ チ 単 極 双 投 
2 * 双極 波 投 


図 2 一 8 トグル ・ ネ イッ チ の 取り 付け 


TO ソケット の ピン 間隔 (ピッチ) は 2.5 4 mm(0.1 イ ンチ ) と 狭い の で , で きる だ け 細 い 
ハン ダ 線 を 使用 し , ハ ンダ を 盛り 過ぎ な いよ うに し て くだ さい . 


キッ ト K 含 まれ て いる TO ソケット は すべ て ハン ダ ・ デ ィ ッ プ 用 で 足 の 短い も ゃ の で す . と の た め 。 
動作 時 に TLS 1 の 各 端 子 で の 波形 を 観測 する 必要 の ある 場合 は , あ ら か じ め ラ ッ ピ ング ・ タ イブ の 
TOC ソ ケッ ト を 取り 付け て お く 方 が 便利 で す 、 ソ ケッ ト の 足 が 長 い の で クリ ッ プ な ど K よ る 信号 線 


の 引き 出し が 容易 と な り ま す 。 


2. 5. 9 水晶 振動 子 の 取り 付け 
水草 振動 子 は 右 図 の よう KC リード 線 を 曲げ て 
取り 付け ます 、 て の 


この 振動 子 の ケー ス は HO 18 プ リタ イブ と 呼 
ば れる 小型 の も の で す の で , 通常 の 利用 状態 で は リー ド 線 ' と よる 支持 だ け で 充分 で す が , 振動 の 多 
い 状 況 で の 利用 で は , プリ ント 基板 Ii 接着 し て し まう と と を お すす めし ます . 


す 1ーJ 4 の 表示 は 
表面 きれ て いま す へ 、 
J* (J4) 


O 
8 
[@#“ W2 (双極 投 ) 
cJ1 (J1)。 
| @ ト て Aa ( 単 李 世 錠 ) Pe nl 


MMODE 


ボ ポー ド 表 面 図 2 13 ボー ド 裏 面 図 
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2. 5. 11 キー・ ス イッ チ の 取り 付け お よび 配線 


図る 3 一 9 キー 配置 図 (裏面 ) 


| HHHH 還 ' 
表 2 一 12 キー・ ス イッ チ お よび 取り 付け 用 部 品 | | | 
F 申 日 
全 。 。 光 個 数 規 格 | 
| EET 同 還 賠 圏 還 
1 テア ルミ ・ ボ ポー ド 1 キー 取付 け 板 - 
文字 シー ル 1 キー 用 文字 三 こ I 闇 較 較 
スズ メッ キ 線 2 m 共通 ライ ン 二 線 用 園 國 
ビニ ル 線 1 m キー- ゥ プリ ント ・ ボ ポー ド 配 線 用 | | 1 
有 | ーー ル の 6 


1) キー・ ス イッ チ の 取り 付け 
キー・ ス イッ チ は 25 個 あり ます . キー は 1 個 ず つの 独立 型 で す の で , 取付 け 用 アル ミ ・ ボ 
ポー ド K 取 り 付 け て 使用 し ます . キー の 文字 は 付属 の 文字 シー ル を は が し , キー の 透明 キャ ッ 
プ を は ず し て 貼り 付け て くだ さい . 透明 キャ ッ プ 
キー・ ュ イッ チ の 取り 付け は 写真 2 一 2 , 図 2 一 9 , 図 2-10 を 参照 し て 行っ て くだ さい . グ 
ゴメ シー ィ 


保持 用 ツメ は ず す 時 は この ツメ を 押え 
な が ら 下 か ら 押 し 上 げ ば ます 


図 を 10 キー の 取り 付け 方 法 


各 キ ー の 端子 の 方 向 は , 図 3 一 9 の 裏面 配置 図 K 従 っ て 配置 する と 配線 が 楽 で す 
文字 シー ル は 配線 を 行う 前 貼り つけ て くだ さい (キー が 並ん で し まう と キャ ッ プ が 到 


り は ず せ な く な り ま す ) ・ 


キー の 並べ 方 は この 通り と し て くだ さい (上 より 見 た 図 ) . キー 取り 付け 穴 


/ ニ ブー ニル た リッ) 


写真 4ー2 キー 配置 


と と キー・ ス イッ チ を 25 個 
取り 付け , プリ ント 基板 の 下 か 
ら ス ベー サ を 構成 し て いる ネジ 
を 利用 し て 止め る . 


| * 1 較 3 | 中 ド " ( 短 ) 
lplllLFI 必 | (つう 
し こと ⑯ 


回 回 Al IE 


2 2 9 238 


人 の キー・ ス イッ チ の 配線 
キー の 配線 は キット MC 含 まれ る スズ メッ キ 線 と ビニ ル 線 を 使用 し , 図 2 一 11 6 よび 図 % 一 
1 2 従っ て 行い ます - 


@ 同 様 C 共 通 ラ イン を 4 本 の メッ キ 線 で 
つく る ・ 

その 先端 を それ ぞ れ PAO ,PA1, 
PA2 ,PA8 へ ビニ ッ ル 線 で 接続 する , 


アン ヤ 半 の 訪 す る 押 所 セキ ン ペイ アー チェー グ を か お だせ て くだ きい 。 | 


⑥RESET キ ー の 2 本 は それ ぞ れ メッ キ 
線 ( チ ュー ブ プ を か ぶせ る ) で RBST , 
GND へ 接続 する 


図 %-11 キー・ ュ イッ チ の 端子 配線 


PA5 の 更 IC% 本 の 共通 ライ ン を メッ キ 線 で つ 
FA6 くる . 


トコ 


o1 OOl 


ooeoooole 
o 


その 先端 を を れ ぞ れ PA%,PA5,PA6 
PA7 へ ビニ ル 線 で 接続 する . 


メッ キ 線 の 終端 は 必ず 端子 メッ キ 面 と 反対 側 で ビニ ル 線 と 
巻き 付け て お く メッ キ 線 を ハン ダ て で 接続 する 
( ハン ダ 付 け は メッ キ 面 で 行う ) 


メッ キ 面 の 引張 り 人 KC 対す る 強度 は それ 程 大 きく あり ませ ん の で , メ ッ キ 面 IC 直 接 引 き 出し 


線 を ヘン ダ 付 け す る と と は 避け て くだ さい . 


2.6 検査 
図 %ー12 キー・ ス イッ チ の 配線 (裏面 ) ヘン タ 付 け 作 業 が 完了 する と , TO ソケット CTO を 取り 付け る 前 配線 の 状態 を 目視 で 検査 し ま 
す . 
メッ キ 線 特 K 注 意 す べき 点 は ,“" ハンダ くず "や "ペンダ 系 ”/ 學 よる ター ン 間 の ショ ー ト です. ベター ン 
PA4o oPA5 YA の 回 8 1 
PA7o_oPA6 の 間隔 は 狭い の で 肉眼 で は 見 落と す 恐 れ が あり ます . と の よう な 場合 , 拡大 鏡 が ある と 便利 で す 


PA1o oPAS3 
oO 


また , 半導体 部 品 を 実装 し た 後 で の 検査 で は , 導 通 試験 器 (例え な 直接 アデ ザー を 鳴ら す タ イブ ) の 
使用 は 避け て くだ さい . テス タ を 使用 する と と を お すす めし ます 


① 杏 面 より 見 て キー の 端子 の 並び を 図 の 
よう する . 

メッキ 線 の 共通 ライ ン (それ ぞ れ 8 個 
の 端子 を 通る ) を 端子 の 穴 を 買い て つ 
くる 


Go 
p 
【) 
o 


2.7 1IC ソ ケッ ト へ の IC の 実装 


MOS IO は , 静 電気 よる 異常 な 高圧 が 入力 端子 (ゲー ) K 加 わり ます と , 破壊 する 恐れ が 
あり ます の で , 注意 し て 取り 扱っ て くだ さい ・ 

静 電 破 壊 lc 対す る 対策 の 基本 に は 次 の 8 つが 上 げ ら れ ま す ・ 

(1) 静電気 を 発生 さき せな いと と 


8 本 の 共通 ライ ン を それ ぞ れ PO 。 
PO5,PO6 へ ビニ ッ ル 線 で 接続 する . 


ビニ テル 線 


る 25 


(⑫) 発生 し た 静電気 は 逃がし て や る と と 
8 10 と 接触 する 物体 は あら か じ め 同 電位 巡 し て お く こ と と 


(1 の た め は 静電気 を 発生 し や すい も の を 身の回り 置か を いと と と , 机 の 上 を あら か じ め 活 れ 雑 店 
で 拭い て 置く と 効果 が あり ます . ⑱⑫)(⑧ の ルー ル を 守る 簡単 な 方 法 は 手 で 上 ー れ る と と で す . 例え ば LO 
を ソケット 挿入 する 前 CK, TO と ツケ ッ ト の 両方 を 手 で 触っ て 置け ば 同 電位 に な り ま す . 

た だ し , 人 体 自身 が 帯 二 し て いる と か えっ て 悪影響 を お よ ぼ し ます の で , ア テー ス K 対 し て 少し で も 


リー ク し や すい 物 触 れ て か ら 行 っ て くだ さい . ジュ ー タ ン の 上 を スリ ッ ズ で 歩い た 後 は , 特 区 この 
点 注 意 し て くだ さい . 


- バッ ク か ら MOS TO を 抜き 取る 時 は , 必ず アル ミ ・ シ ー ト を 手 で 触れ て か らし て くだ さい . 
まだ た ソケット K 挿 入 す る 場合 も , そ の 前 CK ツケ ッ ト の 足 C 手 で 触れ て くだ さい . 

ツケ ッ ト か ら MOS TO を 抜い て 他 の 場所 へ 置く 場合 は , 置 く 場 所 (例え ば 銀 紙 の 上 ) と まず 
手 を 触れ て くだ さい . 


静電気 に 対し て 万 全 を 期し た い 方 は , 台所 和 行っ て くだ さい . 多分 そ と CC は ステ ン レ ス の 流し 台 が か 
ある と 思い ます . 

MOS TO の 入力 ゲー ト は 過電圧 VC 対す る 保護 回 路 が 入っ て いま す の で , 一 般 的 な 注意 事項 を 
人 本 | 
上 記 の 点 を 考慮 し な が ら , 指 定 さ れ た ツケ ッ ト へ それ ぞ れ の TO を 挿入 し て くだ さい . 

10 の 方 向 は ブリ ント 基板 表示 され て いた 通り の 方 向 で す . 1 0 を 挿入 する 場合 に は , 少 し 差し 込 
ん だ 状態 で 全て の ビン が 無理 な く 挿入 きれ つつ ある こ と を 確認 し て か ら 押 し 込ん で くだ さい . 
PROM(*54) 8 個人 は 品名 と は 別人 , 0 , 1 ,2 の マー ク が 付け て あり ます の で , それ ぞ れ 


FROM1 , PROM2 , PROM8 の 位置 取り 付け て くだ さい . と の PROM MC は 基本 的 な 動作 を 制御 
する モニ タ ・ ブ ログ ラム が 分 割 し て 入っ て いる た め , 正常 な 位置 で な いと 動作 し ませ ん の で 注意 し 
て くだ さい . 


写真 4 一 8 PROM,RAM の 実装 


Pe2696 


=】 
品 
に 
8 品 
下 
に | 
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電源 の 取り 付け 


電源 は 外部 か ら 供 給 
GND , 十 5V, 二 182Y 
該当 する 端子 を 利 
弘 T を 参照 し て 下さ い . 


源 関 する 注意 事項 を 参照 し て 下さ い ). プリ ント 基板 の 
け エ リア か ら 直 接 リー ド 線 を 引き 出す か , ま た は 付属 の ブリ ント 基 
し て 供給 し ます . 


BON 


重要 電源 は +5Vー+12YV の 順 K 投 入 


電源 切断 は 送 に 上 +1 2 Vー+5V の 


し て くだ さい (同時 で あれ ば 可 )-, 
順に 行っ て くだ さい (同時 で あれ ば 可 ) . 
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2 っ 2.S 動作 の 確認 0 選 | コ し 上 コ コ 
に 1 ロゴ ココ コロ | ロロ 
トグル ・ ぇ ネイ ッ チ 2 個 は それ ぞ れ ENABLE,AUTO 側 、 (スイッチ の 状態 ) 
8 | ーー ーーーー ィ ーー 
区 倒し て お きま す ・. 電 原 投入 後 , RBSBT キ ー を 押し て 柳 8 了 Dr 0 四 『 5 | | | 
区 。 ロ 
せ ば , 8 桁 の bBD は 全 桁 で ご を 表示 し ます , LBD が 点 9 
ヽ か , で た ら め な 値 し か 表示 し な い 場 合 は , 部 品 取 G 名 READ 志 各 コー 1 ココ | | 中 |」 
人 FM: 信 全 0 信 上 上 回 DECR に ) |』 た 7 ! ココ]! 
バ 必 要 です. 
り 付け の 再 点検 が 必要 で す e 
0 ら READ に に 1 MR 
コ DCR 本 中 だ 1 | に ビリ 
回 
回 本 | コ | [と 
DpcR 時 骨 交 ) た 7 』/ ル た 71 7 7 
基本 的 な 動作 チェ ッ ク を 下 c 示 す 通 り の キー 操作 で 確認 し てく だ さい . L ED の 表示 の 変化 も 示し 
提 雪 ・ と と で MOD 切換 用 トグル - スイッチ テ を STEBP 側 KC 倒し , 続け て キー て い 5 
て お きま す (xx 印 は 無視 し て くだ さい ) . ッ 側 倒 続け を 押し きま す 
キー 入力 操作 LED の 表示 RUN 昌 IX|X| 
RESITI た 有川 諾 月 し し ! に 明月 ビリ S ※ 
RETP っ 有 
還 川 
っ 
Ll 時 
RET 0 
e コ | | ペ 
| xnms た コ XX | 
ST 5 月 ロゴ ロロ | 避 ] 連 顎 
ーー 」 3 中 に 
WRITE SI ! 志水 り 4 
3 E NG に に 1 ロ | ー』 | 了 5 二 ] コ 
還 問 回 間 賠 図 区 
ー つ 
WRITE が | コ 5 リ ーー 
回 固 回 時 回 回 EE ー 各局 x 
し ビ 1 王 和 | コ ど 用 コ 
K c | ww 中 | | 彰人 利く 上 記 キ ーー 操作 尋 徒 っ て , 表示 が 正しく 変化 すれ ば , あな を た の 組み 立て た キッ ト は 低 要 完全 区 動作 し 
| ーー て お りき ます 
IwRrTg に まい し | か | ヨ ] 
C 3 TNCR よび | に 9 L_ 1_) | ペ 2 .1O トラ ブル 対策 
] た 用 コ 二 1 - 
| 9 2 | |nee 5 | 定 川 三 肌 ( 選 朋 | ズ X] 確認 の 結果 , 正常 (て 動作 し て いたい 場合 に は , 次 の 点 人 注意 し て も う 一 鹿部 品 の 取り 付け 誤り が 
を いか を チェ ッ ク し て くだ さい . 
吉 | コ ! gs 隊 紀 5 も 8 、 
5 較 1 所 | 中 ] 旧 xx| (1) IC は 正しい 位置 人 正しい 方 向 で 取り 付け られ て いる が 
2) 抵抗, コン デン サ ゃ 正しく 取り 付け られ て いる か 
ーー 王 に ーー ゴー (3) ヘン ダ で ショ ー ト し て いる 箇所 が を い か 
1 と 月 づり 
pm | 隊 | 7 3 と 3 |, 


L ED 表示 か 全然 えさ れ な い 場 合 に は , すぐ 人 電源 を 切っ て 電源 系 統 区 異常 が か な いか を 調べ て くだ 


2 9 
28 


ST , 1C ビ ピン 配列 一 覧 表 
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きれ を い ゆい 場合 は , CPU が 正常 動 作 し て い 


示 


常 C 動 作 し て いれ ば 雑音 入り, キー を 押し た 状 表 
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YETS St OT 
GND oXT は 1 KT GAt HHS YTVO 
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| QND 2X sg 2V IA TH Y 6 ON  QN 33A ON @OHODOH OND 2 2Y 22 rd TV IA 
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第 3 章 モニ タプ ログ ラム と その 操作 方 法 


3.1 概 要 . 


どん な コン ビュ ー タ で も プロ グラ ム な し は . 何 も 仕事 を する と と が で きま せん . その プロ グラ ム 


は メモ リ K 書 か れ ま す の で ,. コ ンピュータ (CC は ブロ グラ ム を "メモ リ KK 書 く " と か ,. "メモ リ の 内 容 
を 調べ る "と いっ た 基本 的 を 機能 が 必要 と な り ま す ・ 
さら (CC . プ ログ ラム が メモ リ MC 書 き 込 きま も れ て も . そ の ブロ グラ ム が 正しく 思っ た 通り 動作 し て 


くれ る か どう か チェ ッ ク す る た め の 手 段 も 必要 で す . と の よう な 機能 は , 複雑 を ヘー ドウ ェ ア を 代え 
れ ば 実現 で きま す が ,. TK 一 8 0 で は . と の 基本 的 を 処理 の 大 部 分 を プロ グラ ム で ソフ トウ ェ ブ 的 
実現 し て いま す ・ 

と の プロ グラ ム は モニ タプ ブロ グラ ム と 呼ば れ . REPROM(ZPD454 ) 書き 込ま れ 形 で . キ 
ッ ト 部 品 の 中 KC 含 まれ て お り ま す . (ソフ トウ ェ ブ が "部 品 " と 同じ ょ よう 2CLS1 の 形 で 届け られ る 
わけ で , と うら いう 所 が マイ クロ コン ピュ ー タ の 便利 な 所 で す ) ・ 


W 
3.2 基本 的 な 操作 方 法 


モー ニタ の 詳し い 説 明 は 後回し にし て 早く と の コン ピュ ー タ (ブログ ラム を 入力 で きる よう 多 し た 
い 方 は , と の 項 を 読ん で くだ さい ・. 
(1) 電源 の 投入 


電源 は + 5V を 先 C ,+ 12V を 後 で 投入 し ます . 順序 を つけ C く の と きせ は, 5V+12V 
を 同時 投入 し て くだ さい 


(2) 電源 を 同時 に 投入 し た 場合 
電源 を 同時 投入 し た 場合 は 自助 リセ ッ ト 回 路 ( ベリ ーー オシ ・ リ キッ ト ) が 働い て , 
コン ピュ ー タ 低 り セッ ト が か か り ま す が ., 電源 投入 後 は , 一 応 |REeEr キー 人 と より, コン ピュ ー 
タ (C リ セッ ト を か け て か ら 操 作 に 移る くせ を つけ まし ょ う ・ 

(3) 順序 を つけ て 投入 し た 場合 


し 1 を YS 理 ちせ て 拉 人 し を 得る は 自動 り ャ ッ ト は 答 き き す ん の で ・ 必 | aa キー 」 


を 押し て くだ さい - 
(4 モニ タ ・ プ ログ ラム ・ ス ター ト 
リャ セット が か けら れる と . と の コン ピュ ー タ の モニ クタ ブ ログ ラム が 動作 を は じ め , LED 表 
示 部 の すべ て の 桁 * 0 "が 表示 され ます ・ 
それ で 人 は 抵 簡単 な ブロ グラ ミン グ の 例 を 示し ます の で , 指示 通り CC キ ー 操 作 を 行っ て くだ さゆ い ・ 
一 通り 操作 方 法 が マス ター で きま す ・ 
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っ 3 基本 的 な プロ グラ ミ ング 操作 例 
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⑪ 


8200 番 


さい ) ・ 


ェ ー 


bp か ら ブ ログ ラム を 書い て いき ます ( と の 通り の 値 を プロ グラ ムレ 


て いっ て くだ 


間違っ を た デー タ は 無視 し て , 続け て 入力 し て く 
だ さい 。 最後 の 2 桁 だ けが 有効 で す ・ 


、 8200 MVI 
MVI 
MV 
JMP 


A,0AA 
A,0BBH 
A, 0CCH 


8200 芽 


OK 


OK 


3 問 g 間 逢 っ て いた の で 
( *BB" CE 直し た いら 


二 ! ーー と の と き は アド レス 仁 す で 区 キッ 
B | 本 | 同 回 問 間 ト され て いま す の で 正しい デー タ 
ーー MISSESME 学 2 桁 と 書き 込み キー を 押す だ け で , 
デー タ は 変更 され ます 
OK 


! 


2 0 0 番地 か ら と の 谷 令 た 1 ステ ッ プ (1 命令 ずつ ) 実行 し ます . 


回 回 四 回 


モー ドス イッ チ を STE 側 に ヒ し て きま す - 


KO 
oo 


ADRS 
SET 


に 


キー 入力 アド シス 部 デー タ 部 の 上 位 桁 
「 ゴ 「 
RON 有朋 開 dt3oO 実は プ キ ュ ム レー タ の 値 で す . 
エー ニコ 
天 ) ) 
』 
己 | 品 | 
レーーーー ) し ニー 
| | 
L 
jー| 
RET | | 
RET |! 中 】 
四 ! 
aar ! |! 
た 7 し 』 
8200 一 820 6 番地 を 繰返し 実行 し , デー タ 部 の 表示 は AA,BB,CC の ょ よう 


変化 し て いき ます . 、 
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(6) ステ ッ プ 動作 で CPU 内 部 の レジ スタ の 動き を チェ ッ ク し きす . 
4 と の ブログ ラム を AUTO で 実行 きせ て み ま す ・ 8200 MV1I B, 0 0600 
トド 6 MVI C,0 0E00 
目 回 目 回 胃 回 目 加 
INER B 0 4 
モー ドス イッ チ を AUTO 側 に し て お きま す . - DCR C 0 D 
JME 8204H C8048% 
RUN 
まず , と の ブロ グラ ム を 8200 番 地 か ら 書 いて くだ さい 
と れ で ブロ グラ ム は ルー プ を 繰返し 実行 し て いま す が , 外 か ら 見 て いる だ け で は , 本当に 、 今度 は 1 0 回 繰返し 実行 し て か ら , ス テッ プ 動 作 ヒ 人 る も の と し ょ ます. 
実行 し て いる か どう か わか り ま せん 。 
(5) ルー プ を RN 回 実行 する まで は AUTO で , それ 以後 は ステ ッ プ 動作 を させ て みみ ます (8202 8 8 1 lg | 還 
番地 を 100 回 通過 し た ら , ス テッ プ 動 作 に 入る と と C し ます ). 
0 6 erme 
8 8 『 0 | な ee _ 
ェ プレ ー ク アド レス を 820 6 番地 区 設定 
! yRITE| 
0 9 hm 8 2 TNCR 」 
いく プレ ー ク アド レス と プ ブレーク 回 数 が セッ ト さ れ ま し た . 
1 NRTTgl ョ 
1TE 3 
8 2 枯 8 8F0 : テ ドレ ス 下 位 2 橋 9 1^ TNoh 回 散 を 1.0 設定 “ 
8 8F1: ア ドレ ス 上 位 2 桁 
8 8F2: 回 数 (最大 256) 也 天 
6 タ 50 8 2 0 0 
L_] ーー L_- | LIL _J SE 


と と で モー ドス イッ チ を STEPC し ます . 3 モー ドス イッ チ を STEP 側 人 C し て お おき ます 。 “ 
1 0 回 実行 され て 止ま り ま す .、 と の 時 の B レ ジス タ ,C レ ジス タ の 値 を 調べ て み ま 
ADRS RUN 
8 M 0 0 0 


B レジ スタ ,C レジ スタ の 内 容 は , それぞれ 889,88B8 番 地 格 納 され て 
いま す の で , と の 番地 を 読み 出し ます . 


RUN 


8 8 BE 9 pas 
プロ グラ . ム 人 は あっ と いう 間 に 1 0 0 回 実行 され て SBT DECR 
テ プ ド レス は 8204 


デー タ 表 示 部 は ,OAT 6 が 表示 され ます . OA が B レ ジス タ の 値 ,F6 が C レ ジス タ の 


デー タ は BBX※X 値 で す . B.C レ ジス タ だ け で なく,CPU チ ッ プ の 中 の すべ て の レジ スタ は と の よう らし て 


が 表示 され て スト ッ プ し ます ・ 調べ る と と が で きま す (詳し く は 8 . 4$. 9 レジ スタ の 表示 の 項 を 参照 し て くだ さい ) . 


と の 先 ス テッ ズ プ 動作 が 可能 で す . 


きら 矯 け て 1 ステ ケッ プ ザ 笑 行 きせ る 区 は [mer] +ー を 才 し ょ ナ 。 ュ ステッ プ 守 行き 
る た びに , 新 し い レ ジス タ の 内 容 が 前 区 調べ た 番地 MC 更新 され て 書か れ ま す の で , も りら 一 度 同 
じょう に アド レス を キット し て , その 番地 を 読み 出せ ば ,1 ス テッ プ ず つの レジ スタ の 動き を 
調べ る と と が で きま す . 


RET 


(7) 完成 し た ブロ グラ ム を カセ モッ ト テ ー ブ プ に ファ イル し ます . 


カセ モッ ト テ ー ブ と TK 一 80 の イン タフ ェ ー ス は 第 6 章 を 
参照 し て くだ さい . 


8.20 0 番地 か ら 8285 番 地 ま で を ひと まとめ CC し て ファ イル する も の と し ます 、. 
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に 】 


|* 2 | 0 間 四 スタ ー ト ナド レス の 設定 


| 2 | 5 エン ド テ アド レス の 設定 


と と で テー プレ コー の 録音 を 開始 し ます と , ビー と いら 連続 し た 音 が 書き 込 さ れ ま す . 
VU メー ター が 適当 な 録音 レベ ん を 指示 し て いる と と を 確 め て くだ さい 
ee キー を 押す と , 書き 込み を 開始 し ます . 
書き 込み 中 は LED 表 示 が 消え る よう (て と を っ て お り , 終了 し ます と 再び 表示 され ます . 
書き 込み が 不安 な 場合 は , もう 一 諾 キー を 押せ ば , 同 じ デ ー タ の 午 き 込み が 行わ れ 
ます ナ . 2 
( 有 BI テー プ よ り メ モリ ヘ へ デー タ を ロー ド し ます 。 


テー プ に ファ イル し た ブロ グラ ム 低 付 , 格 納 さ れる べき 番地 も 書か れ て いま す の で ., 番地 を 
指定 する 必要 は あり ませ ん . テー プ を 再生 状態 だ する と , ビー と いう 2 連続 音 の 入っ て いる 部 分 
が デー タ よ り 前 多 現 われ ます の で , キー を 押し ます 、 

デー タ を 読み 取っ て いる 間 は , LEBD の 表示 は 消え ます が 最後 の デー タ で ある サム チェ ッ ク 
・ デ ー タ を 読み 取り , エ ラー が な けれ ば . データ の スタ ー ト アド レス と エン ドア テア ドレス が それ 
ぞ れ アド レス 表示 部 と デー タ 表 示 部 (て 現われ ます . 

エラ ー が あっ た 場合 に は , 


が 表示 され ます の で もう一度 読み 込ま を せ て くだ さい . 
プロ グラ ム の スタ ー ト 番地 と 読み 込み デー タ の スタ ー ト 番地 が 一 致し て いる 場合 に は 
キー を 押せ ば すぐ と の ブロ グラ ム は 走り 出し ます . 
読み 込み ェ ラ ー が 続 玩 す る よう な 場合 に は , テー プ へ の 録音 レベ ル か テー ブ の 再生 レベ ル が 
不適 当 を 状態 上 ある と 思わ れ ま す の で , 各 レベ ル を 調整 し た 上 で スト テア. ロー ド を 行っ て くだ 
さい . 

と れ ま で の 操作 が で きれ ば . あな た 付 佐 公 自由 人 プロ グラ ム を 組ん だ り . デベ グ を 行う と と 
か で まき ます. 
さら (深く モニ タブ ログ ラム の 機能 を 習得 し た い 方 は , 第 4 章 を 学ん で くだ さい . それ 上 エ り 

も 早く と の コン ピュ ー タ 人 何 か を や ら せ て みた い 方 は , 別 僅 と し て 用 意 さ れ て いる . 
* TK 一 8 0 応用 プロ グラ ム "を 参考 に し て , 実際 に プロ グラ ム を 入力 し て くだ さい . 


- 人 4 プロ グラ ミン グ に 関す る 基本 的 な 注意 事項 


基本 構成 で は RAM は 512 ベ イト が 実装 され て お おり, その ロケ ーション は , 
82800-88FF (16 進 表示 ) 


で す . その うち モニ タブ ログ ラム が ワー キン グ エ リ ア と し て . 


0 


88C7-ー83FF (16 進 表示 ) 


番地 を 使用 し て いま す の で . ユーザ が ブロ グラ ム を 書け る ロケ ーション は , る 
8200 一 88C6 (186 進 表示 ) 

番地 で す . さら ユー ザ プ ブロ グラ ム の 中 で スタ ッ ク を 使 ら 命令 (PUSH,.CALL 等 ) が 実行 され 

る と . ネ タッ ク が 838C 6 番地 か ら 若 い 番地 向っ て の び て き ます の で . ス タッ ク の 使い 方 潮 り を っ 

スタ ー す る まで は , で きる だ け 若 い 番地 か ら ブ ログラム を 書く (つま り 高い 方 の 番地 で スタ メック 令 城 

が 多少 ふえ て も ブロ グラ ム 区 影響 し た な いよ うに し て お きま す ) よう C し て くだ さい . 


注 ⑪) 4.2 サ デ プル ー チ ン の 考え 方 の 項 を 参照 し て くだ さい 


き 3. らち バッ テリ に よる メモ リ デ ー タ の 保存 


1 


一 般 の 半導体 RA M は 電源 が 切れ る と , デー タ も 消え て し まい ます . し か し , TK 一 8 0 で 使用 し 
て いる CMOS RAM は , ス タン ペイ 時 (リー ド ノ ラ イト 動作 を 行っ て いな い 状 態 ) の 消費 電力 が 非 
常に C 少 を い の で . バッテリー で 長 時 間 デ ー タ を 保存 させ る と と が で きま す . TK 一 8 0 の 場合 に は , 
乾電池 2 本 (1.5Vx2 ) を 直列 接続 し て EE 双 T Vcec の 端子 ヒ つ を な いで お いて くだ さい . 

そし て シス テム の 電源 を 切る と き C は まず キー を 押し . RAM PROTECT ン ENABTE 
スイ ッ チ を PROTECT 側 (倒し て か ら . 電源 を 切っ て くだ さい . その まま 乾電池 が 消耗 し て し まわ 
ない かぎり. データ は 保存 され ます . 

電源 を 再び 投入 する 場合 に は , 先 に 電源 を 投入 し キー を 押し な が ら ス イッ チ を ENABLE 
側 C 切 り 変 えれ ば , 再び RAM は 元 の デー タ を も っ た まま . 使用 可能 な 状態 C な り ま す . 


乾電池 の 十 側 を と の 端子 ( 杏 側 ) |> 
KK 接続 し ます . 
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ーー 


( マ そ 一 (用 アー その KWYS ) 
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し 4 ペン ーー タコ だ スコ 


還 三 三 


本 世 4 一 (7 池 デ 


( 上 と と ラーズ 大和 艇 WV ) 


ーー 記 


面 細 1 と 件 キ を 


ee を ーー ーー 
ーーー ザ ーー 


証 閣 Z-+ そ の ン ア と と ョ コン. を ーー 」 


ズル る 


マ て と グロ ン ・ ズ ミタ ー イ (6 と 


吾 飛 を エス コッ と グロ ンー テキ 【 一 8 図 


8 


し す 


ト 構 成 で キー より 入力 され た 1 6 進数 デー タ を 4$ 桁 まで . 記憶 し て お く と と が で きま す . 


ー ララ 詳細 な 説 有 8 
3.@ モニ タプ ロ グラ ム の 詳細 な 説明 デー タキ ー( 加悦 回 5 が . 押さ れる と デー タレ ジュ タク 栖 , 1 桁 上 位 シ フト され , 入力 され た 


デー タ は デー タレ ジス ネタ の 最 下 位 C モ ッ ト さ れ ま す ・ 呈 
と れ ま で 説明 し た 操作 は , モニ タブ ログ ラム の 内 部 的 を 身 理 に は 一 切 触れ ませ ん で し た - 


と と で は , さら 高度 を 使い 方 を を な さり た い 方 , も し く は モニ タブ ログ ラム の 中 身 を 勉強 され た い 
。 ー DATA 
方 の た め モニ タブ ログ ラム を 少し 詳し く 説明 し て ふき ます - 2 DDRKS 


き -6G.1 モニ タプ ログ ラム の スタ ー ト RESET 同 同 同 賠 岡 同 同 癌 


モー ニタ は , RESET キ ー が 押さ れ た 時 ., あるいは CPU プロ グラ ムカ ウン タ が " 0 "CC な を る よう 


を 命令 (JMP 0,RST 0.CALL 0 等 ) な, 実行 され を 時 人 区 スタ ー ト し ます . 


3・@6.2 モニ タプ ログ ラム ・ ス ター ト 時 の 初期 値 設定 に 


や E / コ 
モニク の エン トリ ー は 次 の 二 つ が あります. 回 男 ョ al に | に に | に 


(1) . 0 番地 スタ ー ト 


モー ニタ を 0 番地 より , < タート させ る と モニ タ は その ワー キン グ ェ リア の ま ⑪ テ ー タ レッ 


> : : ] ・6. キー コマ ンド 
ォ ク , 注 め テト ドレ ュ レ ッ ぇ タ , 人 テ レー クア ドレ <・ レ ジィ タ 。 入 ⑨ テ レー クラ カッ ンタ . 5 9 4 
キー ラック, 入 ⑳ テ ィ メ テレ ィ レッ ネタ を 零 ク サテ アレ ます 。 


炊 c , 注 の < タッ クボ ポイ ンタ の セー プ ェ リア KC , 最初 の ユーザ メタ クック と た る 番地 * 88C7・ 


8 ll プ ド レス セッ ト ' 
を 書き 込み その 後 , ス タッ クボ イン タ を . モニ タ 専 用 エリ ア "88D1 "(CC セ ッ ト し ょ ます. 
以上 の イー ニシ ャ ライ ズ が 終了 する と , 零 クリ プ さ れ て いる ディ スプ レイ レジ スタ の 内 容 を , 5 
"レス ・ > 1 ント モリ リー ド 
LED ディ スプ ブレ ィ K 表 示し. キー 入力 待ち の 状 超 低 な りき す . EC 
注 ) デー タキ ー よ り 入 力 さ れ た デー タ お よび メモ リ よ り リ ー ド され た デー タ が . セ ッ ト 
され る ツ ソフト ウェ ア 上 の レジ スタ pocs| アド レス ・ デ ィ ク リ メ ン ト を メモ リリ ー ド - 
⑰ モー ニタ が メ そ リ 人 対し て 処理 を 行う 時 人 参照 す サタ レジ ネタ で Ape | 陸 - を 押す と と 
(CC よっ て . デー タレ ジス タ の デー タ を セッ ト す る と と が で きま ます. 本 
| 1 映 メモ リラ イト & ア プア ド レス ・ イ ンク リ メ ン ト 
⑱ プレ ー ク 番地 を セッ ト す る レジ ネス タ 5 
0 プレー ク 動作 時 , ルー プ 回 数 を セッ ト す る レジ スタ 
モニ タ が キー ボー ド を セン ス す る 時 参照 され る フラ グ RON RUN 


(@⑥) LED デ ィ ス プレ イ 作 表示 する た め の デ ー タ を セッ ト す る レジ スタ 


⑰ ネス テッ プ お よび プレ ー ク 時 スタック ポイ ンタ を 授 避 させ る た め (C と られ て いる エ RET RETURN 


リア テ 
(2) 8 番地 スタ ー ト 


- Iroap デ 
上 5 ー IDATA ロー アープ 
モニ タク を 8 番地 より スタ ー ト させ る と 上記 の イー ニシ ャ ライ ズ は 行わ ず . スタ ッ ク ボ ポイ ンタ 
を , モニ タ 専 用 テリア" 88D1" に セッ ト し ます . 上 
1 Eo ら 
次 C , その 時 ディ スプ レイ レジ ネタ 多 セ モッ ト さ れ で て いる デー タ を . LED デ ィ ス プレイ K 表 P クー 


示し . キ ー 入 力 待ち の 状態 となり ます . 


字 1) アド レス セッ ト 
3.@G . さ 3 デー タ の セッ ト り ) ッ 
デー タレ ジス タ に セッ ト さ れ た デー タ を アド レス レジ スタ 婚 セ モッ ト し 。 そ の 番地 の メモ リ の 


モニ タ は . 入 力 デ ー タ 用 人 C2 ワ ー ド の デー タレ ジュ ス タ を も っ て いま す . と の レジ ュ ク は ピッ 


45 
44 


内 容 を リー ド し ます ・ 


キー 入力 ADDRESS DATA 


ロト コ | 月 コ 
8 2 右 | ] 2 各戸 | 品 |! ) 


テア ドレ ス ・ レ ジス タ 婚 セット する デー タ 
IApRs | 」 ) | 理 ) | 
LSET 」 岡 回 ( に 品 | ロ 


8212 番 地 の メ モリ の 内 容 


ー ADRS 
デー タレ ジュ タ 《 , と れ か ら 処 理 を 行なう と する アド レ ぇ を , 1 6 進数 格 で セッ トレ し 』| sr 


キー を 押す と デー タレ ジュ タ C ャ ッ ト さ れ を た アプ ド レス データ が , ア ドレ スレ ジス タ ( 代 キッ ト さ れ 。 


その 番地 の メモ リ の 内 容 が リー ド さ れ ま す . 
と の 時 デー タレ ジュ タク は , 2 桁 上 位 に シッ ト さ れ リ ー ド され た デー タ は デー タレ ジス メタ ク の 下位 
2 桁 に セッ ト さ れき ます ・ 
以上 の 処理 が 終了 する と , デ ー タ レジ スタ と アド レス レジ スタ の 内 容 は . し LED ディ スプ レイ 
表示 され ます ・. 
(29 アド レス ・ イ ンク リ メ ン ト 馬 メモ リリ ー ド 
テ ド レネ レジ スタ の 内 容 を イン クリ メン トレ し , その 番地 の メモ リ の 内 容 を リー ド し ます ・. 


sg ドー タ Wsaa アドレス レジ スタ の 内 容 を イン クリ メン ト し , さ ら K 更 新 さ れ た 


番地 の メモ リ の 内 容 が リー ド さ れ ま す ・. 


と の 時 デー タレ ジス タ は , 2 桁 上 位 C シ ント され リー ド さ れ た データ 人 は, デー タレ ジス タ の 
下位 2 桁 に セッ ト さ れ ま す . 


以上 の 処理 が 終了 する と , デー タレ ジ ネ ク と アド レス レジ スタ の 内 容 人 は. LED ディ スプ ブレ 


ィ と 表示 され ます ・. の 


キー 入力 ADDRESS DATA 
| ゴ 負 用 コー | 
ロ 1 | 賠 に 間 同 
READ 寺 こ 5 ーー 王 

「 環 ! ! 1 1 | 
國 2 | | 間 四 し ) 


8218 番 地 の メ モリ の 内 容 


較 


(3) アド レス ・ デ ィ ク リ メ ン ト 全 メモリ リー ド 


プア ド レス レジ スタ の 内 容 を ディ クリ メン トレ し, その 番地 の メモ リ の 内 容 を リー ド し ます . 


pgcm | 陸 が 押さ れる と . ア ドレ スレ ジス タ の 内 容 を ディ クリ メン ト し . さ ら K 更 新 され た 


番地 の メモ リ の 内 容 が リー ド さ れ ま す - 


る 6 


と の 時 デー タレ ジス クタ は , 2 祐 上 位 シ フト され リー ド さ れ た デー タ は , デ ー タ レジ ュ タ の 
下位 2 桁 に セット され ます < 


以上 の 処理 が 終了 する と , デ ー タ レジ スタ と アド レス レジ スタ の 内 容 は , ED ディス プレ 
イィ 作 表 示さ れ ま す - 


キー 入力 ADDRESS DATA 


8812 番 地 の メ モリ の 内 容 


(4 メモ リラ イト & ア ドレ ス ・ イ ンク リ メ ン ト 

アド レネ スレ ジス ュ タ の 内 容 (C ょ っ て 指定 され た 番地 の メモ リ C. デ ー タ レジ スタ の 下位 2 桁 を 
セッ ト さ れ た デー タ を ライ ト し ます . 」 

デー タレ ジス タ の 下位 2 桁 に , ラ イ 「 す る デー ク を キッ ト し <| We ー タ 旬 sa る と 。 
テア ドレ スレ ジュ タク タ よっ て , 指定 され た 番地 の メモ リ (C デ ー タ レジ ュ タ の 下位 2 桁 人 セッ ト 
され て いる デー タ が 書き 込ま れ ま す . 

- 次 に アド レス レジ スタ の 内 容 は . インクリメント され 更新 され た 番地 の メモ リ の 内 容 が , リ 
ー ド され ます - 


と の 時 デー タレ ジス タ は , 2 桁 上 位 C シ フット され , リード され た デー タ は . デー タレ ジス タ 
の 下位 2 桁 て セッ ト さ れ ま す ・ 

以上 の 処理 が 終了 イナ する と /. デ ー タ レジ スタ と ナド レス レジ スタ の 内 容 は , し D デ ィ ス ネス ブレ 
イィ と 表 示さ れ ま す . 


ADDRESS DATA 
に は | 還 ) | コ I! 

1 ) | ! ( 還 国 E 国 呈 謙 ! 

82 1 2 番地 書き 込む デー タ 

PRTTE 画 1 ) 1 |! 1 
NE 層 瑞 川 コ EE 所 


8218 番 地 の メ モリ の 内 容 


7 


(5) RUKN 


テア ドレ スレ ジス メタ の 内 容 C よ っ て 指定 され た 番地 へ ジャ ンプ し ます . 
デー タレ ジス タ 過 ジャ ンプ 先 の 番地 を 16 進 4% 桁 で セッ ト し て キー より アテ アドレ 


ネ ュ レ ジュ タ 区 ジャ ンプ 先 の 番地 を セッ ト し ます - 


レジ スタ を 復帰 し て . ア ドレ スレ ジス タ ( て セッ ト さ れ て いる 番地 CC ジャ ンプ し ます ・ 
を あお ジ ャ ンプ する 直前 (C , Ei 命令 を 実行 する を め 割 り 込 み イ ネー ブル の 状態 で ジ セ ャ ンプ し 


て いき ます ・- 
キー 入力 ADDRESS DATA 
d 邊 目 加 還 回 回 回 本 回 障 回 回 癌 同 
71! ! I 呈 すし 1 し 7 
ジャ ング プ 先 番地 
夢 問 呈 
本 岡 回 癌 同 韻 間 同 還 
ROm (8.8 00 番 地 ヘ ジャ ンプ し ょ す ) 5800 従 取 の メモ リ の 内 容 
L_I 
6) RETURN 


| み 衝 < か る と .。 レ ジス タ ・ セ ー ブ ・ エ リア 作 退 避 さ れ て いる レジ スタ の 内 容 を CPU 
レジ ュ タ 作 復帰 し て . 退 層 さ れん て いた プロ グラ ムカ ウン タ よ っ て 指定 され る 番地 に ジャ ンプ 
し ます ・ 

を お ジャ ンプ する 直前 (C , PE 1 命令 を 実行 する た め , 割り 込み イネ ー プ ブル の 状態 で ジャ ンプ 
し て いき ます ・ 


(⑰ スト ア ・ デ ー タ 


る 8 


ー テ ドレ ネ レ ジュ タ で 指定 され た 番地 か ら デ ー タ レジ メタ で 指定 され た 番地 まで の メモ リ の 内 


容 を , シリ テル 信号 変換 し て PPT( ょ PD8255) の ボー ト C(PC0 ) 出力 し ます ・ 


と の 信号 を カセ ッ ト ・ イ ンタ フェ ー ス より (第 6 章 を 参照 し て 下さ いら ), オー ディ オ 章 域 
の 信号 変換 し て カセ ッ ト テ ー プ KM 録音 し ます . 

デー タレ ジス ュ タ 人 とれ か ら 転 送 し * ょ うと する デー タ の 格納 され て いる 先頭 番地 を セッ ト し , 
キー を 押し , 転 送 ス メー ト ア ドレ ス を アド レス レジ スタ に ヒ セ ッ ト し ます -. と の 後 デ ー タ 
ン フ スラ 転送 し よう と する デー タ の 格納 され て いる 最 区 番地 を キッ トレ ます ナ - 


は EEE . し LED ディ スネ ュ ブ レイ の 表示 が 消え デー タ 転 送 が は じ ま り ます ・ 


DATA 
デー タ 転 送 が 終了 する と .LED デ ィ ス プレ イ の 表示 な 再び 点灯 し . キー 入力 待ち の 状 


を り ま す . 


キー 入力 ADDRESS 

8 賠 | 贈 | | 

| ) リ | 』 
ーー + すす 
[ 画 則 際 | 

] | 四 ] 回 向 』 
転送 スタ ー ト ア 

RToR 避 

TDATA 
』!| ココ た 三 ( 直 に に = 
I 画 | に | に j 呈 1 ) ] 転送 終了 

] 


(6) ロー ド ・ デ ー タ 
カセ ッ ト テ ー ブ プ か ら の デー タ を , デ ー タ 中 で 指定 され た 番地 の メモ リ ヘ ロー ド し ます ・ 
カキ セット テー ブ を スタ ー ト させ , 発振 音 を 確認 し た 後 キー を 押す と ,LED 表 示 が 
消 を ん を, カセット テー ブ エ より ロー ド 先 の アド レス デー タ を 受信 し . 以降 の デー タ を メ そ モリ 低 ロー 
ド し ます ・. 
ロー ド が 終了 する と , 受 信 に エラ ー が あっ た か どう か を チェ ッ ク し , エ ラー が な い ゆい 場合 は , 


ロー ド さ れ た デー タ の 先頭 アド レス を アド レス レジ スタ , 最高 番地 を デー タレ ジス タ 低 セッ 


トレ し , ア ドレ スレ ジス ュ タ . デ ー タ レジ スタ の 内 容 を し LED ディ スプ レイ 表示 し ます , 


こと の 状態 で |RUN| キ ー を 押す と と より . 今 ロー ド し た ブロ グラ ム を 実行 させ る と と が で き 
ます .( を だし, ロー ド 開 始 番地 が プロ グラ ム の スタ ー ト 番地 人 C 一 致し て いる 場合 ) 
受信 に ェ エラー が あっ た 場合 は LED ディ スプ レイ に エラー・ メ ッ セ キー ジ を 表示 し ます ・- 


キー 入力 ADDRESS - DATA 
上司 馬 図 還 回国: 
デー タ 受 信 開 始 
受信 中 消灯 
一 イーー ィ ーー 受 令 了 
回 

固 に に | 同 回 = ェ ラ ー な し 

に 本 | 受信 終了 

に 」 和 」 sl に AS 5 。 エラー あり 


エリ 


3.6G. ら 5 ステ ッ プ 動作 中 キー 入力 ADDRESS DATA 


TKー80 モ ニタ 住 。 割 り 込 により ブロ グラ ム を ステ ッ プ させ る と と が で きま す ・ 6 還 | | | 国 還 四 『 語 
テッ プ 動 作 を 行わ せる 場合 に は , モー ク の ワーキング ェ リア ある プレ ー ク カウ ンク ( 88T2 還 問 同 病 | 財 ロ | 
軍 W ) を 零 ク リア する か 。 双 mmoprly を 押し (モニ ク ブ ログ ラム が 0 番地 エリ メ タート する と | 
必ず 鶴 ク リア され ます . ) さ ら に モー ドス イッ チ を “STEP” し ます ・。 0 
人 賠 中 に 
し 1 1 _! 7 CT 1 1 91! 
と の 状態 で アド レス レジ ネタ MC . ブ ログ ラム の スタ ー ト 番地 を セッ ト し て キー を 押す と ブ に = テー 
ュ ア ラム を ステ チップ し て ( ユイ ン ュ トラ クシ ョ ン 実 行 し て ) , モ ニク KC 戻っ て きま す ・ と の 時 CHU ミ 」 避 自 = 


の すべ て の レジ スタ は , レ ジュ クタ ・ セ ー プ ・ エ リア 退避 さ れ ま す ・ 
ロ 
さら 区 アド レネ レジ ネタ 人 は その 時 の プロ グラ ムカ ウン ク の 内 容 が . データ レジ スク の 上 位 % 訓 人 NG 岡 = 二 由 2 | 
8 加 呈 選 i 肖 開 り | コロ | ロ 
桁 住 アキュ ムレ ー タ の 内 容 が データ レジ ネタ の 下位 2 桁 て C は フラ グレ ジス み の 内 容 が モッ ト さ 


れ , LED ディ メ ブ レイ 作 表 示さ れ ま す ・ も 8 | 1 悦 三 に] 2 属 層 所 
ココ ココ ビエ コ 呈 | ロ 」 コ 
と の 時 モニ メタ の キー コマ ンド C エ り ., 各 部 の 動作 ( メモリ. レジ スタ の 内 容 等 ) を 確認 する と と 


キャー を 押す と , 退 避 さ れ て いた レジ ネタ の 内 容 を すべ て CPU 復帰 し て , 災 の イ 


ン ュ トラ クシ ョ ン を 実行 し て . 再び モニタ K 戻 っ て きま す ・ 
この 場合 , リ ター シ 先 の 番地 を セッ ト す る 必要 住 あり ませ ん 
と の よう し て ブログ ラム を 次 々 と ステ ッ プ させ て いく と と が で きま す ・ - 8 | 


lyRITE 
INCR 
き .・6G.@G ブレ ー ク 動作 ーー 
TK 一 80 モ ニタ は . プ レー クボ ポイ ンタ を 1 つも っ て お り . と と (キット され 番地 低 お いて ・ 
② 動 作 


プレ ー ク させ る と と が で きま す . ま た プレ ー ク ポイ ンタ と と も C,. プ レー ク カ ウン クタ を も っ て ゆる 
前 述 )C 従 っ て , プ レー クボ イン タ お よび プレ ー ク カウ ンタ を キッ ト し た 後 , プ ドレ スレ ジ 


た め プ レー ク の ルー プ 回 数 を 設定 する と と が で きま す ・ 

プレ ー ク ポイ ンタ は . モ ニタ の ワー キン シグ エリ ブ 内 の 88F0 鼻 地 と 88F1 番 地 民 か れ て お 
り , と と に プレ ー ク させ る 番地 を 書き 込み ます ・ 

ょ た プレ ー ク カウ ンタ は 838P 2 番地 人 置か れ て おり, と と ルー プ 回 数 を セッ ト し ます ・ 


廊 スタブ ログ ラム の スタ ー ト 番地 を モッ ト し , モ ー ド スイ ッ チ を “STEP"K し て RON 


キー を 押す と ,」 プ レー クア テ ド レス 対応 よる イン スト ラク ショ ン を , ル ー プ 回 数 だ け 実 行 し た 
直後 ヒ プ グレ ー ク し て , モ ニク K 戻 っ て きま す - 


(1) プレ ー ク ポイ ンタ お よび ブ プレー ク カ ウン タ の セッ ト 5 
注 プレ ー ク アド レ ュ は , 必ず 各 イ ンス トラ クシ ョ ン の オォ ベレ ーション コー ド の 格納 され 


デー タレ ジュ タ (C8 8F 0 を キット し て キー を 押し , ア ドレ スレ ジス タプ レ エ ク 


ポイ ンタ の 番地 を モッ ト し ます ・ て いる 番地 で を けれ ば な り ま せん ・ 


デー タレ ジス タ の 下位 2 格 に プレ ー ク アド レス の 下位 2 桁 を セッ ト し て 


し . 続い て デー タレ ジュ タ の 下位 2 桁 . プ レー クア ドレ ス の 上 位 2 桁 を セッ トレ し 
キー を 押し て ., プ レー クボ イン タプ レー クア ドレ ス を 書き 込み ます 
キー を 押し て , 


デー タレ ジュ タ の 下位 2 桁 C . ループ 回 数 を 1 6 進 填 で セッ ト し て 
プレ ー ク カウ ゥ ンタ MK ル ー プ 回 数 を 書き 込み ます ・ 
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る.6 .7 レジ スタ の 表示 | 
ネス テ ッ プ 動 作 ぉ よび プレ ー ク 動作 を 行っ て モー ニタ KK 戻っ た 時 , すべ て の CPU レジ スタ は モニ タク 


- ワ ー キ ング ・ エ リア 内 の レジ スタ ・ セ キー プ ・ エ リア を 退避 され ます ・ 
と の 時 各 レ ジス ネタ は , 次 の 番地 退避 さ れ ま す -・ 


88EB 


oo oo oo oo oo oo oo.o oo 


8 


8 到 A 
3E9 番地 
8EB8 番 
8E7 番 

8B6 番 

8E5 番地 
8R4 番 

8EB8 
8B2 
8 E 1 
8E0 
退避 され て いる レジ スタ の 内 容 は , 各 レジ スタ MC 相当 する メモ リ の 内 容 を モニ タ の キー コマ ンド 


番地 


に 3 


番地 
番地 


アキ ュ ム レー タ 
フラ グレ ジス タ 末 
B レジ スタ 

C レジ スタ 

D レジ スタ 

世 レジ スタ 

胡 レジ スタ 

レジ スタ 

スタ ッ ク ボ ポイ ンタ 【〔 上位) 
スタ ッ ク ボ イン タ 【〔 下 位 〕 
プロ グラ ムカ ウン タ 〔 上 位 〕 
プロ グラ ムカ ウン タタ (下位) 


婚 ょ より, LEBD デ ィ ス ブレ イ K 表 示さ せる と と が で きま す ・ 


キー 入力 ADDRESS DATA 


回 


回 聞 回 隊 較 回 則 問 回 


beem 


( こる 
本 | 


アキ ュ ム レー タ の 内 容 


「 ーー | し 「 
し コ ーー 4 し) |) し 0710 51」 


ララ クレ ジュ タ の 内 鶴 


中 同 回 回 症 問 回 賠 則 
し し! 7 / 
1 


B レジ スタ の 内 容 


米 各 フ ラグ は フラ グレ ジス タ の ビッ ト と 区 の よう 対応 し ます - 


FEz| Fe | Fs [F4| Fs| Fs | Fi | Fo 
S Z | SUBICM1 "17| PT17| C 


RET 


3 .6.8 
TK 一 80 モ ニタ 互い て , 8 種類 ある リス ター ト 命 令 の うち も 5 種類 を 開放 し て いま す . 
と れ ら の リス ター ト 命 令 を 実行 する と , ぉ の お の 次 示す 番地 区 無 条 件 ウ ャ ンズ し て きま す . 従 


っ て と の エリ ア K 各 処理 シー チン へ の ジャ ンプ 命令 を 書き 込ん で おぉ お く と と より , 各 処理 を 実行 す 
る と と が で きま す . 


RSF 
RST 
RST 
RST 
RSF 


88Di 


割り 込み 発生 一 ~ 
RST 


mi 中 で ko 


の 


P2 


ま を た, レジ スタ ・ セ キー プ ブ ・ エ リア 内 史 デ ー タ を 書き 込む (書き 換え る ) と , 


リス ター ト ・ ジ ャ ンプ ・ テ ー プ ブル 


4 し 


+ 


RET 


RST 2 
割り 込み 


処理 
ンド 
メメ メメ で 
ュ ン AN 


ププ リケーション 


プログラム 


キー ある い 
キー が 押さ れ た 時 , CPU レジ スタ (CC は レジ スタ セー プ エ リ アプ 内 区 新しく 書き 込ま れ た 
デー タ を 復帰 させ て , ジャ ンプ し て いき ます . 


つま り ブ ログ ヌ ム ジャ ンプ する 前 に , モ ー タ に よっ て CPU レジ スタ を イニ シャ ライ ズ す る と 
と が で きる と と KC な り ま す . 
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E : (点灯 ) 


る .6.9 LED デ ィ ス プレ イ へ の デー タ の 表示 | 人 -F : ( 靖 灯 ) 
TK 一 80 は , モ ニタ ・ ワ ー キ ング ・ エ リア 内 の セグ メン ト ・ デ ー タ ・ ベ ッ フ ァ (88F8 番 地 ト 0 5 
ー8 8FTF 番 地 ) の 内 容 を , DMA 転 送 に よっ て 常時 表示 し て いま す - : 

示 > ト 素 を > ダイ ナミ ッ 息 条 させ て い P = 
表示 は 7 セグ メン ト の 監 到 DD 表示 素 子 を 使用 し , ダ イ ッ ク 点 灯 ます 5 の ウド デー / 7 ャ クメン ト デ テー タ 
実際 に デー タ を ED ディス ブレ イ K 表 示さ せる た め K は , 表示 させ る デー タ を 後述 の 表示 用 デ 3 /7 5C // 7F 

ー タ (モグ メン ト デ ー タ ) 変換 し て , 上 記 の ェ リ プア KK 転送 する だ け で よく , 表示 の た め の 循 別 な 3 Si ワ 
プロ グラ スム を 書く 必要 人 は あり ませ ん ・ / 0 6 / 6F 
セグ メン ト デ ー タ バッ ファ 仕 , 次 の よう 低 し ED ディ スプ レイ の 各 和 桁 区 対応 し ます - ー 所 
だ 5 B / / 7 7 
8 8FP DISP DIG 8 T 
88FE |DISP DIG ? / し 
8 8FD DISP DIG 6 ェ ッ / 4F / 7 C 
8 3FC DISP DiG 5 8 
88FB |Disp DIG+ が 0 
8 8FA DISP DIG 8 7/ 6 6 た: 8 9 
88F9 DISP DIG 2 = 
88F8 [DISE DIG 1 / 4 
半 / 6 D / 5 
* 2 に 3 
た だ が ご ー7 7|// 7 た 
回 問 同 司 | / (EE | だ / 7 D 昌 7.9 
ADDRESS DATA 7 と 
ディ スプ ブ プレイ ディ スプ ブレ イ / 2 7 7 1 
注 (1) も セグ メン ト デ ー タ 
1 つの 文字 は , 1] ワード (8 ビ ピット) の デー タ で 表示 され ます が , と の デー タ は 各 ビ ピッ 
ト が 次 の よう KK 各 モグ メ ント 対応 し て 構成 され ます ・ 
A : BITO 』 
B : BIT1 ドー 
C : 。 BIT る 2 8 
_E. D : BIirs 
E : BIT4 
FT : BIT5 
G : BIT6 
DP.: BIT? 


セグ メン ト デ ー タ は , 点灯 させ る セグ メン ト K 対 応 す る ビッ ト を * 1 " とし, 点灯 させ な い セ グ 
メン ト を 対応 する ビッ ト を “" 0 "と し て 構成 し ます . 
例え ば , "0 "と いう 壇 字 MC 対応 する セグ メン ト デ ー タ 人 は 次 の よう 人 構成 され ます . 


A : ( 靖 灯 ) BITO 0 上 
B (消灯 ) BIT1 0 
C (点灯 ) BIT2 1 C 送 
D (点灯 ) BITB8 1 紅 


細 - 55 
5 る 


3.7 TK 一 80 メ モリ マッ プ 


5 6 


(1) RAM メモ リマ ッ プ 


突 号 - 


答 量 RAM 
テイ ビス | の 人 ト ) | Row 備 考 
FRFF 
8 1 人 K ns プラ ンク 
8 00 
8 8FF 
8 2 RAM モニ タ ・ ワ ー キ ング ・ エ リア 
88RO 
SO 
1 5 RAM RST ジャ ンプ テー ブル 
88D1 
88D0 」 
10 RAM 
88C7 
88C6 
1 
967 RAM 
8000 
7FFF 
81K ー 
0400 
08FF 
256 ERPROM 
0800 
02FF 
』 
768 EPROM 
0000 


エリ ア ・ メモ リ ・ マ ッ プ 


アァ アド レス シー ン ル 備 考 
88FF DISP DIG 8 
FE DISP DIG 7? 
FD DISP DIG 6 
FC DIiSP DIiG 5 セキ グ メ ント ・ デ ー タ 
FB DISP DiG 4 - バ ペッ ファ 
F A DISP DIG 8 
( P9 DISP DIG 2 
838F8 DISP DIG 1 
88F7 DIiSP WORD 4 
F6 DISP WORD 8 ディ スプ ブレイ レジ メタ 
F5 DISP WORD 2 1 
[| 88F4 DISPE WORD 1 ディ スプ レイ レジ スタ ] 
88F3 KEY FLAG キー イン ブッ ト ・ フ ラグ 
88F2 BRKCY プレ ー ク ・ カ ウン タ 
88F1 BRKAD [HIJ〕 プレ ー ク ・ テ アド レス 上 位 
88F0O BRKAD LO) ・ レ ジュ タ 下 人 
88EFE ADRES (Hi) アドレス レジ スタ 上 位 
88EE ADRES ttLo〕 下位 
8 8ED DATA 【HTI)〕) デー タレ ジス タ 上 位 
8 8EC DATA tLOo) 下位 
88EB A 
EA F 
E9 B 
E 8 C 
は = CPU レジ スタ 
E6 E 0 
E5 H 
BE 4 L 
E3 S P CHI〕 
E2 SP (LO〕 
中 1 PC CHI〕 
88EO PC (Lo〕) 
Dr 
DE RST 6 学 2 
88DD 
RST 
DB RST 5 和夫 
88DA 


57 


き 3.8 モニ タ ・ ア セン プ ブル ・ リ スト 
ー - ] ・ 
アド レス シ ン ボ ル 備 考 
D 9 
RST 4 
D8 RST 争 ジャ ンプ テー テル すす そそ 1 UCDM - 8 ASSEMBL LIST る すす を] P 0001 
88D? 0001 入信 人 且 合 演 党 全 滞 全 人 全 】 [ 放 人 有朋 人 肖 全 二 1 
D 6 | 0002 Si M 
.RSFT 8 0003 8 
38 | 上 92 8 ジャ ンプ テー プル 0004 
883D4 : 0005 [受信 合 滞 合 信 且 二 滞 全 1 [年 信 拓 記 信二 電 人 1 
。 0006 
D8 SR 0007 0oo00 3E92 92H ! CHNTROL MORD FDR 8255 
D 2 RST 2 9 の 0008 0002  D3FB - OUT OFBH ij PRUGRAM TO 8255 
の ャ プン ンー ン 0009 0004  C3  - . JMP MONST 
88D1 3B00 
88sDo 0010 ORG 8H 
0011 0008. 3E92 MV1  A?92H ! CDNTROL NORD FR 8255 
CT 0012 000A  D3FB DUT OFBH iPRUGRAM TO 8255 
Cg ・. 0013 000C  C ぅ JHP START 
5100 
Cp 0014 DRG 10H 
0015 0010  C3 JHP RST2 
CC D183 
中 0016 ORG 18H 
OR st 0017 00I8  C3 JHP RST3 
CA スタ ッ ク エ リア D483 
0018 DRG 20H 
C 9 0019 0020  C3 ぅ 3 JHP RST4 
D783 
C8 0020 DRG 28H 
| 88C7 0021 0o028  C3 JHP RST5 
ー] DAR3 
88C6 USESPE | ュー ザー ズ 0022 DRG 30H 
0023 0030  C3 JAP RSTe 
スタ ッ ク DD83 
0024 ORG 38H 
0025 .0038  C3 JMP BRENT 
0026 
0027 INITIALIZE RDUTIN 
0028 
0029 003B 3EFF MONST: MVI ArOFFH 
0030 003D  D3FA DUT OFAH ij PURT C。BIT 0 INITIALIZE 
0031 003F 21 LX1  HDATA 
EC83 
0032 0042 oeoC MVI Br12 
0033 0044 AF XRA  A 
0034 0045 9 AOV MA 
0035 0046 23 INX H 
0036 0047 05 DCR B 
0037 0048  C2 JNZ  $-3 
4500 
0036 0048 21 LXI Hr,USESP 
・ C783 
0039 004E て 22 SHLD SSAVE ji SET UP FUR USEs STACK . 
E283 


8000 


トキ えす と 】 UCOM 


0040 
0041 
0042 
0043 0051 
0044 0053 
0045 0055 
0046 0058 
0047 0058 
0048 005E 
0049 005F 
0050 oO061 
0o051 0064 
0052 0065 
0053 0067 
0054 0069 
0055 006A 
0056 006B 
0057 006E 
0058 006F 
0059 0070 
0060 0071 
0061l 0072 
0062 0073 
0063 0074 
0064 0076 
0065 0078 
0066 007A 
0067 007C 
0068 007E 
0069 0080 
0070 0082 
0071 0084 
0072 0087 
0073 008A 
0074 008B 
0075 008E 
0076 0091 
0077 
0078 
0079 
0080 0094 
6 0 


2A 


ASSEPEL LIST そる する] 
ii PHNITOR START 
STARTg MVI AsOFFH 
DUT  QFAH 
LX1I  SP。MONSP 
CALL SEGCG 
CALL KEYIN 
HOV BA 
ANI 10H 
JZ DIGiT 
MKDV AsB 
AN1 OFH 
MVI Bs0 
AD  A 
MOV Cs4 
LXI HsTABL 
DAD B 
MV AsM 
INX H 
MOV HsM 
MOV LA 
PCHL 

TaBL3 Dw GTOD 
Dw RESRG 
Dw ADSET 
Dw ADDCX 
Dw ADINX 
DWw MEMW 
DM STAPE 
Dw LTAPE 

DIGIT: CALL SHIFT 
LDA DATA 
ORA B 
STA DATA 
CALL RGDSP 
JMP START 

ADDRESS SET 


H 
ん 


DSET: LHLD DATA 


P 0002 


PCGRT CsEIT 0 INITIALTIZF 
SFP INITIALIZE 


SEGHENT CONVERT 


KEY INPUT 


IF ZERO 1NPUT DATA=0--->F 


UATA REG SH1IFT (4 BITS) 


INPUT DATA SET 


ADDRFSS & DATA REG _ DISPLAY 


HL=DATA REG 


UCOM - 8 
ECB3 
0097 22 
EE83 
009A C3 
A100 
009D 2A 
EE83 
00A0 23 
00A1 CD 
AD00 
00A4 22 
EE83 
00A7 CD 
Al101 
00AA C3 
5100 
00AD 3A 
EC83 
00B0 32 
ED53 
00B3 7E 
00B4 32 
ECB3 
00B7 C9 
00B8 2A 
EE83 
00BB 2B 
00BC CD 
AD00 
00BF ee 記 
A400 
00C2 2A 
EE83 
00C5 3A 
EC83 
00C8 77 
00C9 C3 
9D00 
00CC 2A 


ASSEMBL 


SHLD 


JHP 


人 
ADINXi LHLD 


ADSTRi SHLD 


MEMRI  LDA 


RET 


まこ 
1 ン た こま 


LIST 


ADRES 


し を た まる] 


ADINX+4 H 


ADRFS 


H 
MEMR 


ADRES 
RG6DSP 
START 
DATA 
DATA+1 


AsM 
DATA 


DCXi LHLD ADRES 

DCX 1H 
CALL MERR 
JP ADSTR 

由 MENORY WRITE 

MENw 3 LHLD ADRES 
LDA DATA 
MOV ・ MsA 
JHP ADINX 


sOTHi  LHLD 


PONITUR TO USER 


ADRES 


s 
* 


P 0003 


STUDRE HL TD ADDRESS REG 


REHHRY READ & ADDRESS DISPLAY 


HL=ADDRESS REG 


ADDRESS INCREMENT 
MEMURY READ 


STORE HL TU ADDRESS REG 


ADDRESS & DATA DISPLAY 


DATA REGC SHIFT 


MEMHRY READ 
DATA--=>DATA REG 


REMORY READ & ADDRESS DECREMENT 


HL=ADDRESS REG 


ADDRESS DECREMENT 
MEMORY READ 


HL=ADDRESS REG 
A=DATA REG 


DATA MRITE 


CONTRDL RUUTIN 


HL=ADDRESS REG 


6 1 


二 


0115 


0116 


0117 
0118 
0119 
0120 
0121 
0122 


0123 
0124 


0125 
0126 


0127 
0128 


0129 
0130 


0131 
0132 


0133 
0134 
0135 
0136 


0137 
0138 
0139 


0140 
0141 
0142 


0143 
0144 
0145 
0146 


0147 


0148 
0149 
0150 
0151 


6 2 


UECDM - 8 
EE83 
00CF 22 
E083 
00D2 C3 
F 93901 
00D5 0E00 
00D7 2A 
EC83 
00DA EB 
00DB 2A 
EE83 
00DE 7C 
00DF CD 
4101 
00E2 7D 
00E3 CD 
4101 
00E6 7A 
00E7 CD 
4101 
00EA 7B 
00EB CD 
4101 
00EE 28 
00EF 23 
00F0 7E 
00F 1 CD 
4101 
00F4 7D 
00F5 EB 
00F6 C2 
EF00 
00F9 7C 
00FA BA 
00FB C2 
EF00 
00FE 79 
00FF 2F 
0100 3 
0101 CD 
4101 
0104 C3 
5100 
0107 3E01 


ASSEPMBHL 


LIST 
SHLD PSAVE H 
JHP RESRG : 
H MGH 
STDRE DATA TO TAPE 
STAPE』 MVI CO 1 
LHLD DATA 
XCHG H 
LHLD ADRES H 
MOV AuH 
CALL CKSRO : 
MOV AsEL 
CALL CKSA ロ : 
NOV ArD 
CALL CKSPO 1 
MDV ArE 
CALL CKSMn 1 
1 DCX H` 
ーAPE1E INX HH 
HOV AsM 
CALL CKSMO ! 
N 
MOV AL 
CHP E ! 
JNZ TAPE1 
MOV AH 
CMP D : 
JNZ TAPEI 
MOV AnC 
CMA 
INR A 
EALL CKSM, : 
JMP START : 


P 0004 


(HL )--->(PC) SAVE AREA 
REGISTER RESTDRE 


TU USER RUUTINE 


C=CHECKSUM REGISTER 
HL=END ADDRESS 


DE=END ADDRESS 


HL=START ADDRESS 


START ADDRESS 〔HI] QUT 


START ADDRESS 〔LO) QUT 


END ADDRESS CHI] ロ UT 


END ADDRESS CLH〕】 OUT 


CHECKSUM & DATA HUT 


STARTCLD〕。ENDCLD] CUMPARE 


STARTEHI}。END( HI ] CIMPARE 


CHECKSUH OUT 


END STORE TAPE 


に する ええ 1 


0152 
0153 
0154 


0155 
0156 


0157 
0158 


0159 
0160 


0le1 
-0162 


0163 
0164 


0165 
0166 
0167 
0168 


0169 
0170 
0171 
0172 


0173 
0174 
0175 
0176 
0177 
0178 
0179 
0180 
0181 
0182 
0183 
0184 


0185 
0186 


0187 


UCUM - 8 
0109 D3FA 
010B GE00 
010D CD 
4901 
0110 67 
0Q111 CD. 
4901 
0114 6F 
0115 CD 
4901 
0118 57 
0119 CD 
4901 
011C 5F 
011D 22 
EE83 
0120 EB 
0121 22 
EC83 
0】24 EB 
0125 2B 
0126 23 
0127 CD 
・ 4901 
012A 77 
012B 7D 
012C BB 
012D C2 
9 2601 
0130 7C 
0131 BA 
0132 C2 
2601 
0135 CD 
4901 
0138 C2 
CB02 
013B CD 
A101 
013E C3 
5100 
0141 F5 
0142 81 
0143 4F 
0144 F1 
0145 CD 
7C02 
0148 C9 
0149 CD 
A002 
014C 47 


ASSEMBL LIST 
GUT OFAH 
MVI Cs0 
CALL CKSNMI 
MV HsA 
CALL CKSRI 
HOV  LsA 
CALL CKSN1 
MOV DA 
CALL CKSNI 
MOUV ErA 


SHLD_DATA 

XCHG 

DCX H 
TAPE23 INX H 

CALL CKSMI 

MOV MsA 

MOV ArL 

CMP E 

JNZ TAPE2 

MUV AsH 

CMP D 

JNZ TAPE2 

CALL CKSMI 

JNZ ERRHR 

CALL RGDSP 

JMP START 
CKSM: PUSH PSu 

ADD C 

MOV CA 

POP PSw 

CALL SRIQT 

_-RET [ 
CKSMI: CALL SRIIN 

MV BsA 
UDMA 由 電 Ei 
c ぐ Ac 較 RC 
] で he 」 - 


"PD=END ADDRESS 【HI】 


P 0005 


DRA INHIB1T 
C=CHECKSUM REGISTER 
iDATA READ & CHECKSUM 


H=START ADDRESS HI] 
DATA READ & CHECKSUK ド 


L=START ADDRESS 【LD} 
DATA READ & CHECKSUM 


DATA READ & CHECKSUM 


E=END ADDRESS 〔LD} 
START ADDRESS STORE TO ADDRESS RE 人 


END ADDRESS STDRE TH DATA REG 


DATA READ & CHECKSUM 


DATA STORE TO MEMORY 


STARTCLO)。ENDLLD] CUMPARE 


STARTCHI]。ENDHI] CDMPARE 


DATA READ & CHECKSUNM 


IF ZERO FLAG=ZERU--->CHECKSUM ERRH 忌 


END LOAD DATA 


_PSW SAVE 
CHECKSUM 


PSM RESTORE ' 
DATA OUT 
DATA READ 


ACC SAVE - ン 


6.8 


が 


2 
| 
Kr」 
間 
記 ) 
6 
ME 
作 
: 
\ 
# 
計 
3 


る まもる]】 


0188 
0189 
0190 
0191 
0192 
0193 
0194 
0195 
0196 
0197 


0198 
0199 


0200 
0201 
0202 


0203 
0204 


0205 
0206 
0207 
0208 
0209 


0210 


0211 
0212 


0213 


0214 
0215 


0216 
0217 
0218 


0219. 


0220 
0221 


0222 


0223 
0224 


0225 


6 


UCOM - 8 
014D 81 
014E 4F 
014F 78 
0150 C9 
0151 E3 
0152 22 
E083 
0155 F5 
0156 21 
0400 
0159 39 
015A F1 
015B 22 
E283 
015E E1 
015F 31 
EC83 
0162 f5 
0163 C5 
0164 D5 
0165 E5 
0166 31 
D183 
0169 3A 
F283 
016C A7 
0160 CA 
8B01 
0170 2A 
F083 
0 73 EB 
0174 2A 
E083 
0177 7D 
0178 BB 
0179 C2 
8501 
017C 7C 
017D BA 
017E C2 
8501 
0181 21 
F283 
0184 35 
0185 CD 
9101 
0188 C3 


ASSEMBL LIST トス チエ すす] P 0006 
ADD C- 』 CHECKSUM 
MDV CrA 
MOV AzB ? ACC RESTORE 
RET 
[ 衣 ] 
ii BREAK ENTRY 
BREAK & DNE STEP OPERATIDN 
1 人 計 の 3 
BRENTI XTHL i HL く -->PC(SAVED ) 
SHLD PSAVE : PC(LO) $83E0。PC(HI) $83E1 SAVED 
PUSH PS 1 PSM SAVE 
LX1 Hz4H 
DAD SP j HL く --SP . 
POP PS : PSM RECDVER 
SHLD SSAVE ! SP(LO) $83E2。SP(HT) 583E3 SAVED 
POP H ij HL RECDVER 
LXI  SP,DATA 
PUSH PSu 』 A 583EB,F 583EA SAVED 
PUSH B : B 583E9。C $83E8 SAVED 
PUSH D 』 D $83E7,E $83E6 SAVED 
PUSH H * H $83E5。L $83E4 SAVED 
LX1  SP。MDNSP : SP INITIALIZE 
LDA BRKCT 
ANA  A 3 BREAK CDUNTER=0 ? 
7 BSTOP : IF ZEROU ONE STEP 
ey ド に る そう ト 【 
LHLD BRKAD LMS TN 
XCHG i DE = BREAK PDINTER 
LHLD PSAVE 1 HL = (PC) 
MV ArL 
CHP E 』 PCCLn)<RPCL) 
JNZ NOBRK 1 IF NON ZEROD NOT BREAK 
MOV ArH 
CMP D j PCtHI)-BPKHI) 
JNZ NOBRK 』 1F NON ZEROU NOT BREAK 
LX1 Hr,BRKCT 
DCR M : BREAK CDUNTER DEERENENT 
NHBRK: CALL ADDSP : (PSw) A (PC) DISPLAY 
JMP RESRG 3 REGISTER RESTOR & RETURN 


ト え そよ る 』】 


0226 
0227 
0228 
0229 
0230 
0231 
0232 


0233 
0234 
0235 
0236 
0237 
0238 
0239 
0240 


0241 


0242 
0243 
0244 
0245 
0246 
0247 
0248 


0249 


0250 
0251 
0252 
0253 
0254 


0255 
0256 
0257 
0258 
0259 


0260 
0261 
0262 


UCUM - 8 
F 901 
018B CD 
9101 
018E C3 
5100 
0191 2A 
EAA3 
0194 22 
・ EC83 
0197 2A 
E083 
019A 22 
EE83 
019D CD 
A101 
01A0 C9 
01A1 21 
EFB83 
01A4 11 
F4B3 
01A7 0604 
01A9 7E 
01AA 12 
01AB 2B 
01AC 13 
01AD 05 
01AE C2 
A901 
01B1 CD 
CoO01 
01B4 C9 
01B5 2A 
EC83 
01B8 29 
01B9 29 
01BA 29 
01BB 29 
01BC 22 
EC83 
OiBF C9 


ASSEMBL LIST 


BSTOUPi CALL ADDSP 


JMP START 


・ ADDSPs LHLD FSAVE 


SHLD DATA 
LHLD PSAVE 
SHLD ADRES 


CALL RGDSP 


DSP: LXI HADRE 

LXI DDISP 
MVI Bs4 
MUV AsM 
STAX D 
DCX H 
INX D 
DCR B 
JNZ  $-5 
CALL SEGCG 
RET 

ii DATA-REG SHIFT 

SHIFTi LHLD DATA 
DAD H 
DAD H 
DAD H 
DAD H 
SHLD DATA 
RET 


SEGMENT COUNVER 


すす すう 


S+1 i 


日 
H 


P 0007 


(PSw) & (PC) DISPLAY 


HL=(PSW) 
(PSW)-->DATA REG 
HL=(PC) 
(PC)-->ADDRESS REG 


ADDRESS & DATA REG DTISPLAY 


HL=ADDRESS BUFFER AnDRESS 
DE=DISPLAY DATA BUFFER ADDRESS 
COUNTER SET 


DISPLAY DATA STDRE 


SEGMENT CUNVERT 


(4 BITS) 


T SUB 
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そよ ネコ UCOM - 8 ASSEMEL LIST し も] P 0908 本 UCHM - 8 ASSEMBL LIST ユナ ナナ 


0263 - 0303 OO1FC  F9 SPHL 3 SP RESTORE 
0264 01CO 21 SEGCG: Lx1I HsDISP ij HL=DISPLAY DATA ADDRESS 0304  O1FD 2A LHLD PSAVE 
F483 E083 
0265 01C3 11 LxI DDIG i DE=SEGMENT BUFFER ADDRESS 0305 0200  E5 PUSH H ・ ji PC STORED IN USER STACK 1 
F883 0306 0201 2A LHLD LSAVE | 
0266  O1C6 01 LXI. BSEGD : BC=SEGMENT DATA ADDRESS E483 7 1 
E901 0307 0204  E5 6 PUSH H i HL STORED BELOw USER STACK 
0267 01C9 7E MOV 。 AsM 0308 0205 2A LHLD FSAVE 、 5 
0268  OICA 23 INX H EA83 「 
0269 01CB  E5 PUSH H 0309 .0208  E5 PUSH H i PSW STORED BELJM USER STACK 
0270 0O1CC  Ff5 PUSH PSM 0310 0209 2A LHLD CSAVE 
0271】 Q1CD  E6FO ーー ANI OFOH ij NASK "FOOY E883 
0272- OICF OF RRC 0311 020C 4D MOV CrL 
0273 OiIDO OF RRC - 0312 020D 44 MOV BrH ji EC RESTIRED 
0274 01D1 0F RRC 0313 020E 2A LHLD ESAVE 
0275 OO1D2 OF RRC ji SHIFT RIGHT 4 BITS E683 
0276 0O1D3 2600 MvI Hs0 0314 0211 EB XCHG ij DE RESTURED 
0277 0O1D5  eF AOV LA 0315 0212 Fl PDP PSw i PSw RESTDRED 
0278 0OID6 09 DAD B 0316 0213  E1 POP _H ji HL RESTnRED 
0279 01D7 7E MUV AsH 5 A=SEGMENT DATA 」 0317 0214 FB E』 ! INTERRUPT ENABLE 
0280 0108 12 STAX D ij STDRE SEGHENT DATA 0318 0215  C9 RET ji PC RESTURED & GU TO USER CDNTRQL 
0281 01D9 13 INX D 、 RUUTINE 
0282  OIDA  F1 POP PSw 1 0319 】 ・ 
0283 O1DB  E60F ANI OFH 3 MASK "OFY' 0320 ii KEY INPUT 1 
0284 01D0 2600 MVI Hs0 0321 衣 】 
0285 OOIOF 。 6F ] ROV LA ・ 0322 5 ACC=INPUT DATA 
0286 0O1EO 09 DAD B ) 0323 】 
0287 0O1E1 7E MOV AzM 1 A=SEGKENT DATA 0324 0216 CD KEYIN: CALL INPUT KEY INPUT 
0288 01E2 12 STAX D ji STHRE SEGMENT DATA 2302 
0289 OAIE3  E1 PP H - 9 0325 3 KEY 【N---> ACC=DATA & KFLAG SET 
0290 0OIE4 1C INR E 0326 i NON IN---> ACC=FF & KFLAG RESET 
0291 OIE5  C2 JNZ SEGCG+9 0327 0219 47 MV BtA 5 INPUT DATA SAVE 
C901 0328 021A 3A LDA KFLAG iACC=KEY FLAG 
0292 0O1E8  C9 RET F383 
0293 5 0329 02】D 4A7 ANA  A 
0294 は SEGMENT DATA ii 6 0330 02iE CA JZ KEYIN ij IF ZERO JMP KEYIN 
0295 生 1602 6 
0296 0O1E9 . 5Co6 SEGD: DB 5CH。06H。5EH。4FH。66Hr6DH と 2 0331 0221 78 MOV AsB i INPUT DATA RESTDRE 
5R4F ) 0332 0222  C9 RET 
666D 0333 記 】 
0297 0OIEF 7D27 D6 7DH427H。7FH。6FH777H。7CH? 39H 0334 KEY INPUT SUB 
ィ F6F 5 0335 】 
9 777C 0336 0223 CO INPUT: CALL KEY ji KEY SCAN 
0298 0O1F6 39 DB 5EH。79Hz71H | 4702 
SE 0337 0226 3C INR A [ 
7971 0338 0227 CA JZ  NDKEY ij JMP NON INPUT - 
0299 計 2 3 4202 。 
0300 5 REGISTER RESTRE 8 0339 022A CD CALL D2 if MAIT CHATTERING TIME 
0301 5 。 4 さ ュ = 草 : EA02 
0302 OF9 2A RESRGI LHLD SSAVE - SPP 0340 022D CD CALL KEY ij KEY SCAN 
F283 Me E 4702 
0341 0230 47 MOUV BusA 3 INPUT DATA SAVE 


6 8 6 7 


還 


0342 
0343 


0344 


0345 
0346 


0347 
0348 


0349 
0350 
0351 
0352 


0353 
0354 
0355 
0356 
0357 
0358 
0359 
0360 
0361 
0362 


0363 
0364 
0365 
0366 
0367 
_0368 


0369 
0370 
0371 
0372 
0373 
0374 


0375 
0376 
0377 
0378 


0379 
0380 


0381 
0382 


68 


NOKEYs 


KEYI* 


MOV 
RET 
MVI 
JMP 


MVI 
MOV 
MVI 
0UT 
IN 

XRI 


JNZ 


MVI 
MVI 
OUT 
IN 

XRI 
JNZ 


MVI 
MVI 
0UT 
IN 

XRI 
JNZ 


DCR 
RET 
RRC 
JC 


NR 
JMP 


MV 
DRA 


BsOFFH 
$-7 


Ds0 
BsD 
As0EFH 
0F AH 
OF 8H 
OFFH 
KEYI 


Bz8 


ArODFH 


OF AH 
OF 8H 
OFFH 
KEYi 


B10H 
AsO0BFH 
OF AH 
OF 8H 
OFFH 
KEYI 


ト そ する 1 


P_0010 


JNP_NIHN INPUT 


A=KEY INPUT FLAG 


JHP IF KEY FLAG IS SET 


A=FFH 
SET KEY INPUT FLAG 


INPUT DATA RESTORE 


KEY SCAN & CUNVERT HEXA DATA SUB 


PHRT C SCAN LIN DATA SET 
KEY SCAN 0--->7 
CUMPLEMENT 


PORT C SCAN LIN DATA SET 
KEY SCAN 8--->F 
COUMPLEMENT 


PORT C SCAN LINE DATA SET 
KEY SCAN FUNCTION 
COMPLEMENT 


A=FFH 


DATA=X--BIT? 


SCAN LINE--->DATA MODIFY 


UCOM - 8 


027B 


-027C- 


027D 
027E 
0280 
0281 
0282 
0284 


0287 
0288 
028A 
028C 
028D 
028E 
028F 


0292 
0293 


0296 
0298 
029A 


029D 
029E 
029F 


-02A0 


02A1 
02A2 


02A5 
02A7 
02AB 
02AB 
02AE 
02PO 
02B1 
02B4 


02B7 
02B9 


C9 


ASSEM じ BL LIST し も よ す よ 1 


RET 


SRIAL DUUT PUT RUUTINE 


P 0011 


ーーp デ ーーーSRIG ロ TI PUSH D H 
C5 PUSH B 5 
C608 MVI B,8 5 
4F MDV CyA 5 
AF XRA  A プ 8 
D3FA QUT . OFAH H 
CD CALL D2 5 
EA02 

ヽ 79 5 
Ee7F H 
D3FA H 
79 
IF H 
4F 
CD 5 
EA02 
05 DCR B H 
C2 JNZ SRIO1 
8702 
3E01 MVI Asl 1 
D 3FA ロ UT OFAH 5 
CD CALL D3 5 
EF02 
C1 PoP B H 
D1 PDP D H 
C9 RET 

すす 
ii SRIAL INPUT RUUTINE 

D5 SRIINi PUSH D 1 
C5 PUSH B 5 
01 LXI Bs800H H 
0Q008 

DBF9 SRII1 IN OF9H H 
1F RAR H 
DA JC SRII1 5 
A502 

CD CALL D1 H 
DD02 

DBF9 IN OF9H 5 
1F RAR 時 H 
DA JC SRIII 5 
A502 

CD CALL D2 H 
EA02 

bBF9 IN OF9H 1 
Ee01 ANI 1 H 


DE REGISTER SAVE 
BC REGISTER SAVE 
BT CHUNTER SET 

C く --ACC 

SET START BIT 

DUT PUT START BIT 
wAIT 1 BIT TIME 


ACC<-=DATA 
SK MsSsB』。」 
DUTPUT LsS。B。 


DATA SHIFT 


WAIT 1 BIT TIME 


RIT CHUNTER DECREMENT 
6G0 DO IT AGAIN 


SET STQP BIT 

DUTPUT STQP BIiT 

MAIT MORD INTFRVAL ド 
1 leto 

BC REGISTER RESTORE 一 

DE REGISTER RESTDRE 


DE REGISTER SAVE 
BC RFGISTER SAVE 
REGISTER INITIALIZE 


GET INPUT DATA 
CHECK し LsSs。R。 

JUMP _ BACK 1F ZERD 
MA1T 1i/2 BIT TIME 
GET INPUT DATA 
CHECK L。S<B< 

IF NE START HVER 
wAIT 1BIT TIME 


GET INPUT DATA 
KASK HUT LsSsB。 
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ト も すす る] 


0425 
0426 
0427 
0428 
0429 


0430 
0431 


0432 
0433 
0434 
0435 


0436 
0437 
0438 
0439 
0440 


0441 
0442 


0443 
0444 
0445 
0446 
0447 
0448 
0449 


0450 
0451 


0452 
0453 
0454 


0455 
0456 


0457 
0458 
0459 
0460 
0461 
0462 
0463 
0464 
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UCUM - Eg 
02BB 81 
02BC 0F 
02BD 4F 
02BE 05 
02BF C2 
B402 
02C2 CD 
EA02 
02C5 CD 
EA02 
02C8 C1 
02C9 D1 
02CA C9 
02CB 21 
F883 
02CE 3679 
02Dp0 23 
02D1 3680 
02D3 2C 
020D4 C2 
D102 
02D7 31 
D183 
02DA 3 
5B00 
02pD 1624 
02DF 1E0C 
02E1 1D 
02E2 C2 
E102 
02E5 15 
02E6 C2 
DF02 
02E9 C9 
02EA 1648 
02EC C3 
DF02 
02EF 16D8 
02F 1 C3 
DF02 


- ASSERBL LIST 
ADD ヒ 
RRC 
HUV CsA 
DCR 8 
JNZ  $-11 
CALL D2 
CALL D2 
POP B 
PP 0 
RET 
ERRGRs LX1I HsDIG 
MV1I Mr79H 
INX H 
MVI Ms80H 
INR し L 
JNZ  $=3 
LXI  SP。MHNSP 
JMP START+10 
ト ) 
ii BIT TIMER 
[ 
DI MVI Ds24H 
MVI  E?0CH 
DCR E 
JNZ  $-1 
OCR D 
JNZ  $-7 
RET 
D2s MVI Ds48H 
JMP  D1+2 
D3* NRVI DOD8H 
JMP  D1+2 
ADDRESS TABEL 
LSAVE: EQU 83E4H 
HSAVEI EQU 83E5H 
ESAVE: EQU 83E6H 
DSAVE: EQU 83E7H 
- CSAVEI EQU 83E8H 


に る る る ミコ] 


P 0012 


ADD C TOQ ACC 

DATA SHIFT 

ACC SAVE TO C REG 

BIT CUUNTER DECREMENT 
csH BACK IF NHT END 
wAIT 1 BIT TIME 

MAIT 】 RIT TIME 


BC REGISTER RESTURE 
DE REGISTER RESTORE 


HL =SEGMENT DATA BUFFER ADDRES 


MRITE ERROUR MESSAGE 


SP INITIALIZE 


A CHATTERING TIMER 


^wAIT 1/2 BIT TIME 4.5112 MSEC 


MAIT 1 BIT TIME 9.0176 MSEC 


MAIT 3 BIT TIME 27.0176 MSEC 


本 本 


0465 
0466 
0467 
0468 
0469 
0470 
047』 

0472 
0473 
0474 
0475 
0476 
0477 
0478 

0479 
0480 
0481 
0482 
0483 
0484 


UCUM > 8 


ASSEMBL 


BSAVEs 
FSAVEs 
ASAVEs 
PSAVEs 
SSAVEs 
_ADRESs 
DATAs 
BRKAD: 
BRKCTs 
KFLAG 
DISPs 
DIGi 
MUNSPs 
USESPs 
RST2s 
RST33 
RST4s 
RST5s 
RSTes 


EQU 
EGU 
EQU 
EQU 
EQ0U 
EQU 
EGU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 

EQU 

EQU 

EQU 
EQU 
EQU 
END 


LIST 


83E9H 
83EAH 
8B3EBH 
83E0H 
83E2H 
83EEH 
83ECH 
83F0H 
83F 2H 
83F 3H 
83F 4H 
83F8H 
83D1H 
83C7H 
83DiH 
83D4H 
83D7H 
83DAH 
83DDH 


P 0013 
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還 


RONST 
RST4 
DATA 
SEGCG 
enT9 
ADINX 
SHIFT 
ADSTR 
CKSM1 
SRIiN 
NOBRK 
DIG 
ESAVE 
NOKEY 
D3 
DSAVE 
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UCDM - g 


003B 
83D7 
83EC 
01C0 
00CC 
0090 
01B5 
00A4 
0149 
02A0 
0185 
83F8 
83E6 
0242 
02EF 
83E7 


ASSEMBL 
START 6051 
RST5 830A 
USESP 83C7 
KEYIN 0216 
RESRG 01F9 
MEMw 00C2 
RGDSP 0!A1 
PSAVE 83EO 
TAPE2 0126 
BRKCT 83F2 
ADDSP 0191 
SEGD 01E9 
INPUT 0223 
Dp2 02EA 
SRII1 02A5 
BSAVE 83E9 


LIST 


RST2 
RST6 
SSAVE 
DIGIT 
ADSET 
STAPE 
ADRES 
CKSMO 
ERROR 
BSTOP 
FSAVE 
LSAVE 
KFLAG 
KEYI 
D1 
ASAVE 


上 すす すそ 


83D1 
83DD 
83E2 
0084 
0094 
00D5 
83EE 
0141 
02CB 
OL8B 
83EA 
83E&4 
83F 3 
0271 
02DD 
83EF 


RST3 
BRENT 
HUNSP 
TABL 
ADDCX 
LTAPE 
MENR 
TAPE1 
SRIHT 
BRKAD 
DISP 
CSAVE 
KEY 
SRIQ1 
HSAVE 


53D4 
0151 
8301 
0074 
00B8 
0107 
00AD 
00EF 
027C 
83FO 
83F4 
83E8 
0247 
0287 
8 3E5 
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第 4 章 モニ タ ・ サ ブ プルー チン 


4.1 概 要 


いま す ・ 


サブ プルー チン ブロ グラ ム と は , 繰り 返し 行わ れる 処理 や , だ れ も が 行う ょ うな 処理 
の ブ プログ ラム と し て まとめ た も の で す ・. 


令 を 書く だ け で , 簡単 サブ プ ブルー チン ブロ グラ ム を 呼び 出し て 使 


する と と が で きま す ・ 


図 $% 一 ト サブ プル ー チ ン の コー ル 


メイ ンプ ブ プログラム 


ンー 

内 
と 6 
テ 
人 ム 


| (RE〒 命 令 ) 


メイ ンプ ログラム 


と の 説明 書 で は , TK 一 B80 モ ニタ ブロ グラ ム を 構成 し て いる サ プ ブルー チ ン の 5 うち, 一 


も ゃ の, 特に アプ リケーション ブログ ラム を 書く 上 で 有効 で ある と 思わ れる も の に つい て 
ょ び 入 出力 条件 ヒ つ いて 説明 し ます - 


4.2 サブ ルー チン の 考え 方 


ご こ メ イン ブロ グラ ム か ら サ プ ブルー チン を コー ル し た 場合 , サ プル ー テ チン で の 処理 
どり 番地 (リタ ー ン シア ドレ ス ュ ) を 記憶 し て むく と と が 必要 で す ・ 


・ ダ ウゥ ウン ・ ス タッ ク 放 自動 的 C 書 き 込 まれ て , サ プ ブルー テン の 終わ り で RET (リタ ー ン シ ) 


行 す る と , 引用 され て も と の プロ グラ ム KC 戻 る と と が で きま す . な ュー ザ プ ブロ グラ ム の d 


モニ タブ ログ ラム は , メ イン ブログ ラム の 特 か 底 い くつ か の サブ ルー チン プロ グラ ム で 』 


E 等 を 1 つの 一 連 


構成 され て 


プログ ラム を 組む 時 (C , 次 区 述べ る よう な 処理 が 必要 を な とき, プロ グラ ム サ プ ルー チン コー ル 命 


性 の ある 
その 機能 な 


Em が 終了 し た 場合 の ゃ 


と の も どり 番地 は , サ プル ー チ ン が コー ル さ れ た と き に と, スタック ボイン タ が 指し て いる ブッ シュ 


命令 を 実 


クボ ポイ ンタ を 操作 する 命令 を 使っ た 場合 に は 別 の 注意 が 必要 で す ・ 


PH で スタ ッ 
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プロ グラ ム を |muw | キー で 走ら せ た 直 後 の ス タッ クボ ポイ ンタ は 88C7IC セ ッ ト さ れ 
て いま す . ] 


また サ プ ル ー チ ン を コー ル す る 場合 , その 入出 力 条 件 と いう も の を 常に 考え て お か を けれ ば な り ま 
せん ・ 

つま り サ ブル ー チ ン を 実行 する 際 , サ プル ー チ ン 内 で 使う 2 データ の キッ ト 方 法 や サ プ ル ー チ ン 内 で 
処理 され た 結果 得 り られ た デー タ の セッ ト 状 態 , また サブルーチン 内 で 値 が 破壊 され て し まう レジ スタ 
は 何 か , と いう よう を と と を 調べ た 上 で 必要 な デー タ を 得る と と も る に, メイ ン ル ー チ ン で 必要 を デー 
タ が サブ プルー チン 内 で 破壊 され を な いよ うな 対策 を と うず る 必要 が あり ます ・ 


参 4 一 サブ ルーチン ・ コ ー ル の 手続 き 例 


LX1I SP,88C?H スタ ッ ク エ リブ 確保 ・ 
+ 
サテ PUSH PSW レジ スタ セー プ 
ラテ PUSH  B 
ル + 
] MV1I A4,0 バラ メー タク タ の セッ ト 
チ MVI B,8 
軸 ! 
本 CALL SUBROUTINE サ プ ブルー テン ・ コ ー ル 
ロ 
グ PoP B レジ ュ タ 復帰 
ラ POP PSW 
ム 
RET 
() 基本 的 な スタ ッ ク 操 作 の 例 
高 ア ドレ ス 
1 ェ プ 
SEl ウ | * 
ム A 信 4 3 
| FLAG FLAG| の | FLAG FLAG 
! PCgm PCg PCgm 
| ECr PCr PCr 
低 ア ドレ ス 
⑤ ⑧ (⑥) 1 の) ⑤ 8 


① SP は スタ ッ ク の 開始 アド レス を 示し て いま す -・ 
Acec と フラ グ が スタ ッ ク K 書 か れ ,SP は (一 2) され ます - 
⑧ 戻り 番地 な スタ ッ ク K 書 か れ ,SP は (一 2) され ます . 
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④ 戻り 番地 が 引用 され , SP は ( 十 2) され ます -・ 
⑨ Ace と フラ ク グ が 復帰 され , SP は ( 十 2) され ます - 


(SP を セッ ト し て ぉ く ) 


⑤ | ⑧③ レ SUBRTN 
⑨ PUsH PsW ( 

CALL SUBRTN (22 アア ルー テン で は Ace と 
⑤⑥ EOP PSW プチ 潜 人 ま ) 


Fe 16 


と の ブロ グラ ム で は , サ プルー チン 処理 し た 後 も Ac c と フラ グ の 内 容 を 破 載 さ せな た いため KK, サ 
プル ー チ ナン 人 入る 直前 人 スタック K 忌 避 さ せ , 戻っ て か ら す て で 復帰 させ て いま す ナ 。 と と で スネ メッ ク ポ 
イン ク 人 は 。 図 の の て の よう 動き ます . と の よう を 動き を する スタ ッ ク を プッ シュ テッ ンー ニラ 
ッ ク と 呼び ます * 

々 FD8080A で は , ス タッ ク K 書 き 込 む (PUSH 命 令 を 実行 する ) と スタ ッ ク ボ イン み タ (SP)・ 
の 値 は 自動 的 人 9 番地 デ ク リ メン ト さ れ , ス タッ ク か ら 読み 出す て POP 命令 を 実行 する ) と , 逆 
2 番地 イン クリ メン ト さ れ ま す ・ 従 っ て PUSH 命 令 や CALL 命 令 を 続け て 実行 させ る と 。 ス メッ 
ク の 先頭 番地 は どん どん 下がっ て きま す ( ス タッ ク が 深く なる と いい ます ) が,POP,RET 倒 
令 を 同じ 回 数 だ け 実 行 する と スタ ッ ク の 先頭 アド レス は 元 多 戻り ,。 ス タッ ク の 内 容 仕 空 克 なり ま す 
と の 様子 を 図示 する と 図 4ー 8 の ょ うなり ま す . 


図 4ー8 
メイ ンプ ブロ グラ ム サ プ ル ー テ ン 1 サ プ ル ー チ ン 9@ 
) 
PUSH B PUSH H 
CALL CALL 


POP B POP H 
+ 0 
RETF 


RET 
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ピッ ト を 各々 1 6 進 と みた し て LED の 7 セグメント デー タ K 変 換 し , セグ ク メント ・ デ ー 
SEl ロ 
ig EUSH B| B B ター ベッ ファ 転送 し ます . 
c | 一 一 一 | c 
売 cALL ト | 5 従っ て 1 6 進数 を Dc 表示 させ た い 場 合 人 社 , 表示 し た い 数 値 を ディ スプ レイ ・ レ ジス 
Pl Per Pcr ター エリ アテ 人 エット し て か ら , と の サブルーチン を コー ル す る だ け で すみ ます ・ 
本 PUS エ HH| を 各 レ ジス タク お よび LED デ ィ ス プレ イ お ける デー タ 転 送 の 関係 は , 克 の よう 刀 な っ て い ょ す ナ 。 
タ W 
K 
9 CALL PC PUSH | 
PL Pcr CALL (ディ スプ レイ ・ レ ジネス タ ) デー タ 変 換 "(セグ メン ト ・ デ ー タ ・ ベ バッファ ) 
が 
続 1 DISP WORD1( 上 位 る ピ セット)……………e DISE DIG1 
3 DISP WORD1( 下 位 * ピ セッ ト )……………ーー DISP DIG9 
ウ RY = トーーー 5 合 ーー オー DISP WORD2( 上 位 $4 セ ッ ト )……………= ー DISP DrG8 
PoP B | _ 8 | 
Cc DISP WORD2C 下 位 * セ ッ ト )……………ー DISP DIG4 
再 | 
還 PC DISP WORD3〔 上 位 4* ビ ピッ ト DIrSP DIGs 
ス 宮 ウ | PCr 下 
タ DISP WORD8〔 下 位 4 ピ ビッ ト … テ 。 DISP Die6 
ら 
ゥ の DISP WORD4( 上 位 # セ ッ ト )…………… テ 。 DISP DIG7 
DISP WORD4( 下 位 4 セ ッ ト )…………… * 。 DISP DIG8 
4.3 サブ ルー チン の 検 能 説明 
番地 
次 示す 7 つの サブ ルーチン に つい て と れ か ら 説 明 し ます . 29 ト 鍋 88F4 DISP WORD 
則 
| ・ セク メン ト デ ー タ 変換 サ プ ル ー チ ン PD 6 6 
和 ・ アドレ スネ レジスタ, データ レジ スタ 表示 サ プ ブルー テン 91 人 0 
『 と 
・ キー 入力 タプ ルー チン 0 9 
8 キー 入力 サ プ ル ー チ テン 0⑳ 9x 16 F8 DIsSP DiG 
0> で F9 ヶ 
・ シリ アル 出力 サ プ ル ー チ ン 
ox> Ao FA / 
・ 。 シリ テル 入力 サブルーチン 
上 bi tsmo 0+ DD 0 
間 っ の イマ デル ー デ ジン Dz ol o> EA 0 6 
) 避 Ds >9o9ewo 。 Cs>EF 
: 過 っ: ーー が ・ FD 
1 4 .3 .1 セグ メン ト デ ー タ 変換 サブルーチン 
) 財 FE 
! 胃 (①)) サブ ルー チン 名 
] FTF 2 
M SBGCG 
M (2 スタ ー ト 番地 
| 3 そ グ メン ト の 組み 合わ せ K 論 換 さ れ た デー タ は , 1 桁 ず つ 周期 的 に 表示 同 路 C 送 られ 
| 0 
l| LED を グイ ナミ ッ ク 点 灯 し て いま す ナ . 
・ 明 (⑳ 入出 力 条件 ッ ク 点 条 
H| 


TK スー8.0 で は DMA (ダイ レク ト ・ メ モリ ・ テ アクネ ス ) 転送 と いう 方式 を 用 いて い ょ 
す の で , と の 処理 は ブロ グラ ム を 書か たく て も 自動 的 に 行わ れ ま す - 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 入力 ベラ メー タ 。 を し 
出力 メラ メー ニタ を し 

| 使用 レジ ュ メ A,F,」B,C,D,E,H,L 
| 

1 

| 

| 

| 

| 

i 


使 スタ ッ ク gg レベル 


B ⑭ 機能 A 
1 ディ スプ ブレ イ ・ レ ジス タ ・ エ リア の 4* ぁ ワー ド 区 格納 され て いる デー タ の 上 位 # ピ ビット, 下位 
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7.8 


 、 フ ロー チャ ー ト 


⑯) 


HL ディ スプ レイ ・ デ ー タ 
ID 世 三 セグ メン ト ・ バ ッ フ テ 


レジ スタ イニ シャ ライ ズ 


IB Cー ニ セグ メン ト ・ デ ー タ ・ テ ドレ ス 


・ ア ドレ ス 
・ ア ドレ ス 


ーーー ニー ニー ューー = ョ 1 


] 
Ac e ニ 一 ディ スプ レイ デー タ 
HL 一 HL 十 1 
Acc セー デブ ] 


デー タク 下位 ピット 


マス ク ] 


エ 


上 位 4 ビ ピッ ト を セグ 
デー タ 《 変 換 


06 


| ゃ クメン ト デ ー タ を 
ェ リ ア K 転 送 


表示 | 


下位 4 ピッ ト を ャ グ 
デー タ K 変 換 


DE 一 一 DE 二 1 | 


メン ト 


セグ メン ト デ ー タ を 
エリ ア K 転 


表示 
送 


使 用 例 

8200 MYVI 全 」1 
8802% STA 88F 全 廿 
8205 MVI A, 238 廿 
8207 SFA 88F5H 
820A MYV1 A,45H 
820C STA 88F6H 
820P MV 4,67 是 
8g11 STA 88F7 昌 
8214 CALL SEGCG 
821.7 HLT 


8E01 
82F483 
8E28 
82F588 
8E45 
82F683 
8E67 
82F783 
CDCo01 
7 6 


ぐ 


① 表示 し た い デ ー タ を ディ スプ レイ ・ レ ジス タク 人 セッ ト し ます 。 
② 変換 シー チン を コー ル し ます . 


と の ブロ グラ ム で LED 表 示 部 は,[01284567? が 表示 され ます . 


備考 デー タク の 種類 が 何で あっ て も , 必ず 0 一 了 ず まで の 1 6 進数 と し て 表示 され ます ナ ・ 


4.3.2 アド レス レジ スタ , デー タレ ジス タ 表 示 サ プルー チン 
(1) サブ ルー チン 名 
RGDSPE 
(2 スタ ー ト 番地 
01A1 番 地 
⑧ 入出 力 条 件 
入力 ベラ メー タ を し 
出力 バラ メー タ を し 


使用 レジ スタ A,F,B,C,D,E,H,L 
使用 ネス タック 8 レベル 
(⑳ 機能 


アド レス レジ スク お よび デー タレ ジス タ に セッ ト さ れ て いる デー タ を ディ スプ レイ ・ レ ジュ 
ク K 転 送 し , さら 名 デー クタ の 上 位 % ピッ ト , 下位 る ピッ ト を 各々 1 6 進数 と し て 各々 セグ メ 
ント デー タ 作 変換 し て , モグ メント ・ デ ー タ ・ バ パッ ファ MK 転送 し ます . 

と れ に より , テ ドレ ネスレ ジス ネスタ お よび デー タレ ジス タ に モット され て いる デー タ を , LSD 
ディ スプ レイ K 表 示さ せる と と か が で きま す . 


各 レ ジス タク お よび LED デ ィ ス プレ イ お ける デー タ 転 送 の 関係 は , 次 の エ 2 な っ て いま 
す . 


デー タ 変 換 
ADRESLHT) こ ーーDISP WORD 1( 上 位 4 ビ ッ ト )… テ DISP DIG 1 
YS ァ 【 下 位 $ セ ピッ トコ)… っ > DISP DIG % 
ADRES(LO) こ 一 - DISP WORD 2( 上 位 3 ピ ビット )…-> DISP DIG 8 
IN ヶ (下位 $ セット )…-> DISP DIG 4 
DATA ER WORD 8( 上 位 4 ビ ピッ ト 〕)…+ DISP DIG 5 
し (下位 $ ピット 〕… っ > DISP DIG 6 
DATA SR WORD 人 4 に 上 位 ま を ビット)… っ DISE DIG 7?7 
ァ (下位 セット)… っ > DISE DIG gs 
7 9 


88EC 
ED 
E 世 
ETF 


83P^4 


DATA 〔LO〕) C D 
DATA (HI〕) A B トーー」 
ADRES(LO〕 8 a 
ADRES(H1 ) 1 3 
| つ と た みた と 4 | 
DISP WORD1 1 2 / に と = | た | 
し 2 8 久 」 」 
し 8 A B [=ー プ 
の る C D L_ | 
DISP DIG 1 | セグ メン ト デ ー タ (1) 
ア ら 2 
ル 8 
ア 負 
4 5 ア (Q 
2 6 が (@) 
トーーーーーーーーー 
ァ 7 4 ⑩ | 
/ 8 『4 ⑪⑩ 9 
4 .3 
) 
(5 フロ ー チ ャ ー ト 
② 
レジ スタ イニ シャ ライ ズ 
HL デア ドレ ス ・ レ ジス タ ・ ア ドレ ス 
DE 一 ディ スプ レイ ・ レ シス タ ・ ア トレ ス 
\ 
プ ド レス ・ デ ー タ ・ レ ジス タ 内 の デー 
クタ を ディ スプ レイ レジ スタ 転送 
| mL ー mt+1l | 
| DB て DE+1_ ] 
@④ 
サ プ ル ー チ テン CALL 
SEGCG 
RET 
(@ 使用 例 
HL レジ スタ の 内 容 を アド レス ・ デ ィ ス ネス プレイ ,D 也 レジ スタ の 内 容 を デー タ ・ デ ィ ス ブ 
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レイ KK 表示 し ます ・ 


8800 上 文代 


HH,1284H 2 1 
L 文 1 D,0ABCDH 1 1 
SHLD ADRES 2 2 
え CHG EB 
SHLD DATA 2 2 
CALL RGDSP CD 
HLT 7 6 
ADRRS 8 8EE 番 地 
DATA 88EC 番 地 
RGDSP 01A1 番 地 


LED デ ィ ス プレ イ の 表示 は 次 の よう (CC な り ま す . 


LE ビラ 層 | 了 gE 六 


・3 キー 入力 サル ブー チン (1) 


8 
CD 
EE 


EC 
人 1 


12 
AB 


8 8 


8 8 
01 


サブ ルー チン 名 
INPUT 
スタ ー ト 番地 
0228 番 地 
入出 力 条件 
入力 ベラ メー タ を し 
出力 ベラ メー タ キー 入力 な し AーTFEF 
キー クラ フ ニ 00 (88FB8 番 地 ) 
キー 入力 あり A 三 入力 デー タ 〔HEXAJ〕 
キー クラ プ ニ FF (8 8FB8 番 地 ) 
使用 レジ スタ AF,B,D,E 
使用 ネタ ッ ク 1 レベ ル 
機能 


キー 入力 が ある か どう か を , す べ て の キー ポー ドス イッ チ K に つい て 1 


は 次 の 図 の よう C8 つ の ブロ ッ ク ど と に 8 キー 同時 調べ ます ) - 


加 ず つ 調 べ ま す ・( 実 際 
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DATA8 ーー 


PPI aPD8255 


1 回 の スキ ャ ン ニ ング おぶ いて, どの キー ボー ド ・ ス イッ チ も る 押さ れ て いな い 場 合 は , キ ー 


フラ グ を リセ ッ ト し た 後 , ア キュ ムレ ー タ に データ "FE" を セッ ト し , リ ター ン し ます ・ 
1] 回 の スキ ャ ン ニ ング CC お いて , キー ポー ド ・ ス イッ チ が 押さ れ て いる と と が 検出 され た 場 


合 , キ ー フ ラグ を セン スレ し て , 新しく 押さ れ た キー か どう か を 調べ ます ・ 


も し と れ が 前 か ら 押 し 続け られ て いる も の で あっ た 場合 , 離さ れる まで 待ち , 離さ れる と キ 
ー フ ラグ を リセ ッ ト し た 後 プ キュ ムレ ー タ に デー タタ "FE" を セッ ト し て リタ ー ン し ます ・ 


は じ ぬ め て 押さ れ た も の で ある 場合 は , チ ャ タリ ング - タ イマ の 設定 時 間 だ け 


回 


また と れ が 今 
待 も 合わ せ た 後 , ア キュ ムレ ー タ に は キー 入力 の 位置 に 対応 し た 16 進 デ ー タ を キッ トレ し 


キー フラ グ を セッ ト し た 後 リ ター ン し ます ・ 

と の サ プ ル ー チ ン を 使用 すれ ば , プ ログ ラム 何ら か の 処理 を 実行 させ を た がら, キー の 状態 
を モー ニタ する と と が で きま す ・ 

キー ポー ド を セン ス し た 場合 , CPUC は キー が 押さ れ て いな い 場 合 は , "FE " (すべ て 
の ピット“ 1 "が 立っ て いる ), キ ー が 押さ れ て いる 場合 は , 押さ れ た キー に 対応 する ビッ ト 
だ けが , "0 "と を っ て いる デー タ が 読込 まれ ます - 
本 サ プ ル ー チ ン で は , キー が 押さ れ て いる と と が 検出 され る と , そ の キー を 対応 する 1 6 進 


デー タ KK 変 換 し ます ・. 
キー ボー ドス イッ チ と 変換 され る デー タ と の 関係 は 次 の よう に な り ま す ・ 


6| 困 | g| @ し [pg 
同 同 阿 隔 居 


“ Aa 
回 由 由 白 販 内 


ーL 
FC4 PC5 PC6 PAO PA1l PA2 PA8 PA4 PA5 PA6 PA7 


PPI zPD 8255 
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DIGIT & FUNCTION 


S 1 0 
2 1 
3 2 
を 8 
5 る 
6 5 
7 6 
8 7 
9 8 

10 9 

1 1 A 

12% B 

1 8 C 

1 4 D 

1 5 E 
6 F 

17 RU 

1 8. RE 

19 ADRS 

2 0 READ 

2 1 READ 

る 2 WRITE 

28 STORE 

る 4 LOAD 


N 

T 
SET 
DBECR 
INCR 
INCR 
DATA 
DATA 


00 
0 
0% 
08 
0 る $ 
05 
0 6 
07 
0 8 
0 9 
0A 
0B 
0 で C 
0D 
0E 
0F 
1 0 
1 1 
1 2 
18 
1 4 
15 
16 
1 7 


HEXA DATA 


備考 キー スネ イッチ K 付 けら れ て いる 数 字 と ファ ンク ショ ン 名 人 は , モ ニタ ブロ グラ ム で て 解 
秋 さ れる 意味 に 合わ せ て あり ます が , キ ー の 位置 と その 意味 付け は , プ ログ ラム の 


処理 の み で 決ま る も る の で すか ら , 同じ キー 違っ た 意味 を も たせ て 使 


で きま ナ ・ 


する と と も る 
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(5 フロ ー チ ヤー ト 


ャ ーー チャ クサ ング を の よう 和 理 し て い ぇ か | 


メカ ニカ ル タ イ ブ の スイ ッ チ で は , その 操作 時 に 必ず チャ タリ ング が 生じ し ます. 


| 
1 1 サ プ ル ー テ ン CALL 
| l・ KEY SCAN 
5 こっ 
チャ タリ ング : チャ タリ ング NO 
キー 入力 か あっ た か 『 
YE 
本 キッ ト で 使用 に し て いる キー ボー ドス イッ チ の チャ タリ ング 時 間 は , 最 大 5msec と S | 


な っ て いま す ・ サ プ ブルー チン CALL 
D2 
チャ タリ ング 時 間 待 合わ せ 


と の サ プ ブルー チン で は , と の チャ タリ ング を 考慮 し て キー 入力 を 検出 する と , チ ャ タリ 
ング の 時 間 を 待ち も 合わせ, もう一度 キー セン ス を 行う 9 と と 上 よって, チャ タリ ング 時 間 中 


に プログ ラム が 走り 出さ な いよ ょ よう な っ て いま す 


サブ ルーチン CALL 
と れ を 行わ を い 場 合 , 次 の 図 の よう 2K 一 度 し か キー を 押さ を い の MKC , 2 度 以 上 動作 を 行 


KEY SCAN 
っ て し まう 可能 性 が あり ます ・ スカ テー ラ 当 
有 遇 | 
チャ タリ ング NO 
^ ー 入 力 が か あ っ た か 
YES 


5 人 | 間 
考慮 し た 場合 YEs ーー 
0 キー フラ グ を リセット 


RUN | 
キー セン ス 
チャ タリ ング を | 
考 春 し た 場合 
メイ ンプ ブロ グラ ム 
チャ タリ ング 時 間 待 合せ ッ RUN 
HI 


メイ ンプ ログ ラム 
ュー スニ スム ーー ンー」 
RUN 


† 
| 
| 

L し _! 
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キー スキャン サブ ルーチン KEY _ SCAN 


YES 


て KEY? 
が 押さ れ た か 


NO 
B ロ 08 


ポー ト C ス キャ ン 用 
デー タ を 出力 


回 ~ー 国 KEY? 


が 押さ れ た か 


B 10 


ポート CKC ス キャ ン 用 
デー タ を 出力 
| 


FUNCTION Kmy YES 


? 
が 押さ れ た か 


NO 


RET 


実際 の プロ グラ ム の 流れ 


5 が 


EE INFN 
り // 川 環 還 | ///||W 


キー・ ス キャ ン ・ タ イミ ング 


/// 


領域 で キー スキ ャ ン が 行わ れ た 場合 の ブロ グラ ム の 
流れ 


キー フラ グ を リセ ッ ト 


Acc 一 一 FFP 


民 世 F 


8 8 


実際 の プロ グラ ム の 流れ 


ブレ イク 


メイ ク 


ジジ [| 用 劣 2 


キー・ ス キャ ン ・ タ イミ ング 


* 人 ト "” の ある タイ ミン グ で キー スキ ャ ン が 行わ れ た 場合 の ブロ グラ ム の 流れ (は しめ て キー 


が 押さ れ た 場合 ) 


S 


実際 の プロ グラ ム の 流れ 


プレ イク 


メイ ク 


用 田 | | 多用 | 


キー・ ス キャ ンタ イミ ング 


| 


START 


サブ ルー チン CALL 
KEY SCAN 
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(4) 使用 例 


ofSSkdSibnr 


実際 の ブロ グラ ム の 流れ 
YE プレ イク 8200 po 。 XRA AA AP 
メイ ク - テ 9  LXr SP, 88C6H 81 C6 88 
B - 4 BTA 88ECH 82 EC 8a8 
多 用 少 多久 腹 [ "Pos pow rs [ 
キー・ ス キャ ン ・ タ イミ ング CALL RGDSP CD A1 01 
= 。 CALL WaArT CD 1C 8% 
+ と の タイ ミン グ で キー スキ ャ ン が 行わ れ た 場合 の プログ ラム の 流れ (キー が 離さ れ た POP PSW 6 F1 
時 ) -。 INR AA 8C 
(o 。 PUSH psw F5 
CALL INpPUT CD 28 08 
] 1 
、 サブ プル ー チ ン CALL * 1NR A 38C 
納 | ーー JNZ 822 8HH 、C2 28 82 
サブルーチン CALL 1 POP PSW F1 
SE 0 1 JMP 8201H C8 01 88 
入力 デー タ セ ー ブ ッ 82 1C WAIT ji LXr D , 0FEFEFH 11 FFP FE 
- アド DCR E 1p 
4 に が C2 1F 89 
昌 - DCR  p 15 
時 2 99 Se 「 
YES レー ププ ーー ト RT C9 「 
PO PH Ace 一 FF 2 8228  - う CALL INPUT CD 28 092 
099 こす MP 8200HH C3 00 82 
に の 例 は デー タレ ジス タク の 下位 2 格 C カ ウン タ を 構成 し て いま す . と の 時 , キー ボー ド の 


いずれ か の キー(RESET は 除く ) が 押さ れ た 場合 カウ ント を 停止 し , 再び は な され た 時 人 カ 
ウン タ を リセ キッ ト し た 後 , カウ ント アップ を 始め る と いう プロ グラ ム です. 

カク ント 動作 時 この キー 入力 サ プ ル ー テ チン) を コー ル し て . キー が 押さ れ た か どう か を モ 
ニク し て いま す ・ また 。 キー が 押さ れる と 822 8 日 番 了 低 ジャ ンプ し , と と の キー 入力 サナ プル 
ー チ シン (内 で その キー が は を され る まで 待ち 合わ せ て 最初 も どり ょ す 


4 .3 る 3.4 . キ ー 入 力 サブ ルー チン の ⑦) 
(1) サブ ルーチン 名 
KEY1IN 
(2) スタ ー ト 番地 
0216 番 地 
(3) 入出 力 条件 6 
入力 ベラ メー タ を し 


90 | 


(4) 


出力 パラ メー タ 


使用 レジ スタ 
使用 スタ ッ ク 
機能 


Acc 王 入力 デー タ 

{HEXA〕 
キー フラ グ セッ ト 
A, F, B, D, 


5 レベル 


と の キー 入力 サ プ ル ー チ ン C お いて は , キー ボー ドス イッ チ が は じ め て 押さ れ た と と か 検出 


が La お 8 


シリ アル ん 転送 フォ ー マ ッ ト 


ト 1 ウード 


] 


され る まで , と の ルー チン の 明 


で キー スキ ャ ン を 繰り 返し ます ・ 


5) 


4 .3 


992 


MU 


(2) 


6) 


4 


キー ボー ド ・ ス イッ チ が 押さ れ た と と が 検出 され た ら 抜 け 出 ます ・ 
4.3.3 キー 入力 サ プ ル ー チ ン (1 と 全く 同じ で す 
フロ ー チ ャ ー ト | 


Sr eer | 
CALL INPUT 


・5 シリ アル 出力 サブ ルー チン 
サブ ルー チン 名 
SRIOT 

スタ ー ト 番地 

0 2 7C 番 地 

入出 力 条件 

入力 ベ パラメータ Acc 三 出力 デー タ 
出力 パラメータ な し 


使用 レジ スタ 3 


使用 ネタ ッ ク 38 レベル 


機 能 


と この と き の 処 理 は , 


Acc MC 格納 され て いる 8 ビ 


ッ ト の デー タ を 次 の フォ ー マ ッ ト 多 従っ て シリ アル デー タ 変 


換 し て , PPI(aPD8255) の ボート C の , PC 0 端子 (14 番 ビン ) 出力 し ます . スピ ビ 


ー ド は テレ タイ プ の 転送 ス ビ 


ー ド の 110 ポ ー ド 婚 合 わせ て あり ます - 


909 909 909 909 909'909 
ImS ms ms ms 3 ms Tms ms 


| デー タダ 
| スタート | ビッ ト ビッ ト 1 ビット | ビッ ト | ビッ ト | ビッ ト | ピット スト ッ プ ピット 
e ッ ト | 0 2 3 を 5 @ 
に ーー27.2 
Po05 909 909 ーーー 


7 
ms 


上 記 の 例 は *55" と いう デー タ を シリ テル 変換 し た も ゃ の で す ( 最 下位 の ビッ ト か ら 順 区 


送ら れ ま す )。 


) フロ ー チ ャ ー ト 1 


DE , BC レジ スタ セー ブ ズ ] 


ビッ ト カウ ンタ セッ ト 


スタ ー ト ピット 出力 
本 


1 ビッ ト 転送 時 間 
待ち 合わ せ 


“ 」 
| デー タ シフ ト _」 
| 


ワード 転送 終了 か ャ 


YES 


スト ッ プ ビッ ト 出 力 ] 
| 


+ ビ ピット 転送 時 間 
待ち 合わ せ 


| DE , BC | 


| 
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(O) 


使用 例 
MVI B. 0 8200 
LXT H, 8000H 8202 
MOV | A,M 8205 
CALL SRIOT 8206 
INX H・ 8209 
DCR B 820A 
J す NZ 8205H 820B 
HLT 820E 


0600 


210080 


7 


CD7CO2 


2.8 
05 


C20582 


7.6 


8000-80FF 番 地 ま で の 256 バ イト の 内 容 を シリ テル 転送 し ます ・ 


4 . る .6 シリ アル 入力 サブ ルー チン 


9 争 


⑪ 


⑦ 


6) 


(4 


サブ ルー チン 名 
SRTIIN 

スタ ー ト 番地 
02A0 番 地 
入出 力 条 件 

入力 パラメータ 。 を し 


田 力 ベラ メー タ Acc 三 入力 デー タ (8 ビ ピット ) 


使用 レジ スタ ん 
使用 オス タッ ク 83 レベル 
機 人 能 


PPI(zPD8255) ボ ー ト B PBo(18 番 ビン ) 入力 され る シリ アル デー クタ を 受信 


8 ビッ ト の デー タ 放 編集 し て アキ ュ ム レー タク 低 ロ ー ド し ます ・ 


PPIC 入 力 さ れる シリ アル デー タ は , スペ ー ス が “LOW" , マー ク が “ 廿 1GH" と いう レ 
ベル で 入力 し ます . サブ ルー チン で は , スタ ー ト ピット (LOW) が 来る まで 待ち 続け , ス タ 


ー ト ビッ ト を 受信 する と , サブ プルー チン 内 の タイ マブ プロ グラ ム に より イン ター バル タイ ム を カ 


ゥ ント し て , 以降 の 8 ビッ ト の デー タ を 受信 し ます ・ 


し 」 


| 
L 


| 」 


入力 シリ テル デー タ 


デー タリ ー ド タイ ミン グ 


6 フロ ー チ ャ ー ト 


⑯) 


START 
BC ,DE . レジ スタ 
セー プ 


ビッ トカ ウン タ 。 データ ベッ ファ 
セッ ト 


スタ ー ト 
ピッ ト は 来 た か ? 


NO 


スタ ー ト 
“て Zac か 


1 ウード 
受信 は 終了 し た か 


YES 


2 ビッ ト 転送 時 間 
待ち 合わ せ 


イ 


BC ,DE レジ スク 復帰 


使用 例 


連続 し て 入っ て くる デー タ を メモ リ の 8100 番 地 か ら 次 々 と 格納 し て いき ます が , “FE" 


と いう デー タ が 入る と ストップ し ます ・ 
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LT 多 8100H 8000 210081 (4 機能 
MV B, OFFH 8008 06FE ある 処理 と ある 処理 と の 間 M, と に れ ら の サ プ ル ー テ チン を コー ル す る と と 区 上 り それ ら の 処 
CALL SRIIN 8005 CDA002 スマ 5 タス ま の か もの 
MOV MA 8008 77 リプル ー チ ン は イニ シャ ライ ズ さ れる レジ スタ の 値 校 より 回 数 が 決定 され る ルー プ で | 
LN な っ 見 009。 、28 うし その ループ を 通 財 す る * で MC CPU が 費やす 処理 時 間 が が 。 その タイ ー 設 定時 間 と な り ょ “ 
CMP  B 800A BB8 す - 
LN 3 S00B 、C20580 の の た カ は > ホル 大 届 カル ニテ ン で みみ か ニカ シン う E を ビッ ト 間 
内 ッ ト 章 
HLT Pe る リンク ター バル タイ マ と し て 使用 し て いる た め 。 その 設定 時 間 を D1 は ユン 9 セット, D2 季 
(2) 遍 用 例 


1 ビ ピット. D8 は 8 ビッ ト の 転送 間隔 な る う 
(人) フローチャート 


レジ スタ を イニ シャ ライ ズ し て いま す . 


D1 


START ( ら ょ 


レジ スタ イニ > ャ ライズ 


@ 

ら 

る | 
回 
3 
の) 
四 
トコ 
婦 
1 


レジ スタ イー ニシ 
D < 24、 の の 6) 
5 ご 


一 


- ツィ スト ペア 線 


シリ アル 入力 と シリ テル 出力 の サ プ ブルー チン を 用 いて , 2 台 の TK-80 の 間 で デー タ の 交換 
が か で きま す ・ 
ライ ンド ライ バブ プレ シー ズ を 追加 すれ ば , 2 台 の 距 離 は 大 きく で きま す 


4 . る 3.7 タイ マ ・ サ ブル ー チ ン 
1) サブ ルー チン 名 


D1 < と 外 5112 msec タイ マ 
D2 < 9.0176 msec タイ マ 


Ds * 27.0176 msec タイ マ 
人 の スタ ー ト 番地 

D1 : 02 DD 番地 

D2 : 02EA 番 地 

D8 ふ 、 02RETF 番 地 


⑬ 入出 力 条件 
入力 条件 を し 
出力 条件 を し 


使用 レジ スタ D, 


- 使用 スタ ッ ク 0 レベ ル 
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第 5S 章 TK 一 80 ハ ー ド ウェ ア 


本 章 で は , TK-80 が か どの よう 設計 され , ハー ドゥ ェ ア と ソフ トウ ェ ア が どの エ うら 構成 さん て ぃ い 
る か を 説明 し ます ・ 


基本 的 は TKー80 の 設計 人 C 関 し て 述べ て いま すま , 大 部 分 が 今後 の シュ テム 設計 多 も 応 で きる よ 


う 説 明 さ れ て いま す の で , 本 章 を 理解 され 友 た 方 は , あな た の シス テム を 自分 で 設計 する と と が で き 
る よう 包 を っ て いる と と で し ょ うら う . 


ら .1 マイ クロ コン ピュ ー タ の 基本 的 な シス テム 構成 


図 5-1 マイ クロ コン ビ ピュータ の 基本 的 を シネ テム 構成 


[| | エ 天 > アド レス ネバ ベネ ュ 


デー タバ ベス 


語 
還 
し / 
ゾ 


シス テム コン トロ ー ル 信号 


マイ クロ ヨコ ンピュータ の 基本 的 を 構成 は , 図 5- 1 の よう な り ま す . 基本 的 多 は CPU の 部 分 と 
ROM, RAM. エ プ O ボ ー ト で 最小 の シュ テム が 構成 され きす ・ 構成 要素 の 具体 的 を 説明 は , 5.2 で 可 


、 べ で ます が , こと で は 各 要 素 の 役割 だ つ いて 大 ま か 多 と ら え てく ださい. 


中 5-1 で メモ リ を ROM と RAM 区 別して 書い た の は , 一 般 的 マイ クロ コン ピュ ー タ が な ん 
ら か の 義 置 組み 込ま れる 場合 制御 プロ グラ ム 仕 ROM 固定 化し て 書き 込ま きれ る と と が 多い か ら 
で す ・ - 


ROM 制御 アロ グラ ム を 書き 込ん で 到 け ば , 電源 を 入れ る と すぐ プロ グラ ム を 実行 で き る 次 態 
ある わけ で すか ら , わざ わざ ブロ グラ ム を 外部 か ら 読 み 込 ませ る 必要 も なくなり , 高価 た 入力 装置 を 
備え る 必要 も る を く を な り ま す . と の あたり が ミニ コン ピュータ と の 考え 方 の 大 き な を 違 いと 言え ます . と 


の よう マイ クロ コン ビ ピュータ で は ブロ グラ ム を ROM 固定 化す る こと よっ て , 専 / 化 さ れ た 使 
われ 方 を され る と と が 多い わけ で す が , ROM を 差し 換え れ ば 異な っ た 機能 の シス テム 生れ 実 わる 


こと も る で きま す - RAM(C は ブロ グラ ム で 処理 する を ため の デー タ を 格納 し た り , ブ ログ ラム その も の 
を 書い た り し ます ・ さら CZPD8080A で は , ス タッ ク を RAM で 構成 され る メモ リ 領域 の 中 確保 
し て いま す - 
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プロ グラ ム は , ROM( 者 か を けれ ば いけ を いと いう と と は な く , あく まで も ROM 化 し た 方 が 経済 
的 で あり , か つ 信 頼 性 も あげ られ る と いう 場合 使わ れる わけ で す ・ 

1 ノ プ O ボ ポー ト は . コン ピュ ー タ の 内 部 と 外 の 世界 と の デー タ 交 信 を 行う 部 分 で あっ て NE 
バラ レル エン 0O ボ ポー ト と シリ アル エン 0 ボー ト が あり ます . ベラ レル エ プ O ポ ー ト と いう の は , コン ピ 
ュー タ 内 部 の デー タバ ベス 上 の 信号 を 学 列 C 外 部 出力 し た り , また は 内 部 バス K 取 り 込 むための ユニ 
ッ ト で あり , その 主たる 機能 人 必要 を 時 刻 民 タイ ミン グ を 合わ せ て デー ク を ラッ チ ( つ か まえ て 保持 


する ) し た り , 必要 を テニ ッ ト の デー タ だ け を バス K 読 み 込 む セ と いう よう を も の で す - 
と れ 対 し て シリ テル 1 ン 0 ボ ポー ト は , 外部 と の デー タ 交 信 を 直列 デー タ で 処理 する も ので,CPU 
普通 で す . 
- 側 の 並列 デー タ と 調整 する た め M 並 列 一 直列 , 直列 一 並列 変換 回 路 を 内 蔵 し て いる の が 普通 で す 
條 えば , PD8255 は ベラ レル T エ ノ 0 ボ ポー ト , 2PD8251 は シリ テル エン O ボ ポート と し て の 機能 


を 備え て いま す ・ ご _ 
CPU 部 分 は , ROM ま た は RAMMKC 書 か れん た ブロ グラ ム を 遂 次 実行 し て , デー タ の 処理 を 行っ た り , 


エン O ポ ー ト と デー タ の や り と り 等 の 制御 を 行っ た り し ます ・ _- 

ROM, RAM, 【 プ 0 ボー ト 等 人 は, それ 自身 で は デー タ を 加工 する 能力 は あり ませ ん ・ デー タ を 加工 
し た り , プログ ラム を 命令 と 理解 し て 処理 実行 する の は CPU の 任務 で す ・ 0 0 
する た め K 番 地 を 指定 する アド レス バス と デー タ を や り と りす る デー タバ ベス ,。 お よび デー タ の 送受 信 
され る べき タイ ミン グ を 外部 指示 する コン トロ ー ル 信号 , 外部 か ら 直 接 CPU AE 
め の 制 御 端子 (割り 込み , ホー ルド , リャ ッ ト 端 子 等 ) を も ゃ っ て いま す ・ 以上 が 大 体 マ イク ロコ ン ビ 
ュー タ を 構成 する 基本 的 を 要素 で す ・ ・ 
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ちら .2 TK 一 80 の シス テム 構成 


それ では, 具体 的 TK-80 が と どの ェ r 2 構成 され て いる か 


を , 各部 つ いて 詳細 説明 しょ す - 
その 前 (CTK 一 80 の シュテ ム ブ ロッ ク 区 を 区 


5 一 2 示し て お ぉ お きま す の で , 全体 の 概要 を 頭 C 入 れ て 


お いて くだ さい . 


図 5 一 g TK-80 シ ュ テ ム ブ ロッ ク 攻 


ROM ン RAM 構 成 方 法 


1 


表示 回 路 を ] 


DMA 制 御 
務 


プロ グラ マブ ル 周 辺 
イン タフ ェ ー ス 


DMA 転 送 の 考え 方 
LED ダイ ナミ ッ ク 表 示 


制御 信号 


PD8080A と その 周辺 の プログ ラマ プル エン 0 と 
構成 


キー 入力 回 路 


CPU 部 は CPU チッ プ (4PD8080A) と その 他 若 干 の TC で 構成 され て いま す . PROM に は モ 


ニタ ブロ グラ ム が 書か れ て ちり , TK-80 の 基本 的 な 動作 は , と の ブロ グラ ム で 実現 され て ぃ る わ 


け で す . CPU 部 C リ セッ ト が か か る と ( | Rsmpr 


キー を 押す ), に の モニ タブ ログ ラム が 走り 
は じ め ま す - 


と の モニ タブ ログ ラム は ,。 ブロ グラ マ ャ ブル 周辺 イ ンタ フェ ー ス (以下 PP と 遇 し ます ) 
を 介し て , キー ポー ド ・ ュ イッ チッ 2 5 個 を 常時 スキ ャ ン し な たがら, ど 


の キー が 押さ れ を た か を 調べ て い ぃ 
ます 、 
RAM は 256 ワ ー ド x4 と ビット の 1C が 


2 個 で , 最小 の 856 バ イィ ト が 構成 され ます . ポー ド 上 を 
は 8 個 まで 実装 で きま す . 


表示 回 路 は , 9 個 の 7 モク メン ト LEBD (発光 メイ オー ド ) で 樹 成 され て あり, 差 本 的 は メモ ェ リ 
テア ドレ ス と デー タ を 1 6 進数 で 4 桁 ず つ 表 示し ます . 表示 の た め の デ ー タ は , DMA 転 送 C ょ り 行 っ 
て いま す の で , 表示 デー スタ 転送 の た め の プ ログ ラム を 書く 必要 は あり ませ ん . 
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5.2.1 CPU 部 の シス テム 構成 


5 一 多 。 CPU 部 の 基本 構成 


上 
品 | 
As トーーーー ーー パパ 
本 lgV 症 に ーー ニニ ーー ニー 三 三 = 
十 5V 20 に ーー 
中 GND 0 im 
詞 1 
民 - 妥 
8 ビーーーーーーーー= 
ロ Ar 「 
14 49 
ロ 害 込 要求 INT 
16 
剖 込 可能 ニーー | INTE HOLD ト ホー ルド 要 ポ ポ 
了 HLDA ホー ルド アク ノレ ッ ジ 
WER 
DBrN 
Ds080A ! 
1 D 
p 
ト Da デー タ ・ バ ュ 」 
1 NN の D。* ・ 
当 る の ぁ D。 8 
1 」 
に D。 | 
に 】 WA1iT MI 
「 コ READY 填 12V 。 
ょ INTA ョ 和 
RESET MEMR 応 
SYNC MEMW 宙 中 
5 120R | 及 し | 
と 1 ン OW [| 号 
STSTB 0 ] 
に や oh 
0 | 
雪 | 図 5 一 5 1 命令 メチ テッ プ 割 り 込み 信号 先生 
1NTE(8080A エ りう) 
INT(8080A へ ) 
外部 割り 込み 


108. 


on Pe] 1 人 


款 中 


細 <e) _ rm Te (2 の 5 se am st = 
ー て Aa 5 っ - eg 1 
gu ウ v 9 の) に 3 し し ャ ュー 2 
日 ws マ 6 ? Yi 2 2 ッ 
! に 9 ゃ 2】 r 日 
、 1 に T 1 ま I 
ェ 1 9 し S 「 3 ・ 軸 「 ( 
> 。 
CPU 部 の 基本 構成 を 図 5 多 多 示 し ます . CPU(ZPD8080A)C ク ロッ ク ・ ジ ェ ネ レー タ た 信号 を 用 いま す 。 5 76 記 5  s 2 
(2PB8224), シス テム ・ コ ント ロー ラ (aPB8228 ) を 接続 する だ け の 簡単 を 回 路 で すみ ま 3 : 
志 6 5.2.2 ROM, RAM の 構成 \ 
す . CPU は 電源 と し て 十 12V,. 上 5V, 一 5Y が 必要 で す が , TK-80 で は 便宜 上 , 一 5V 電 源 を - 7 


ZPB8224 の OSC 出 力 端子 の 発振 信号 を 検波 する と と と より, 約 ー5V の 電圧 を 得 て お り , が 
ー ド の 外部 か ら 柱 12V, 上 5V の 2 種類 を 供給 する だ け で すみ ます ・ 2PB8224 の リモ ッ ト 敵 
子 に は , 電源 を 投入 し た と き 自 動 的 C リ モット を 行う 回 路 と , 手動 の リモ ッ ト ス イッ チ が つけ ら 
れ ま す . クロ ッ ク の 発振 は , CPU の クロ ッ ク の 9 倍 の 基本 発振 周波 数 を ゃ つ 水 晶 振 動 を egPB8%2 
24 の XX」 , XX。 端子 直接 接続 すれ ば 得 ち られ ます ・ 

2ZPD8080A の WAIT 出力 端子 と READY 入 力 端 子 と を 直結 し て な け ば , 2MHz の クロ ッ ク 
で 動作 させ て も アク セス ど と C て 1 ウェイ ト と られ ます の で , アク セス タイ ム の 遅い メモ リ ( 例 を ば 


TK-80 の ボー ド 上 は , ROM, RAM と ゃ る 最大 1.02 殺 ベイ ト ずつ 実装 で きま す . ROM は , 


2ZPD454(256 ワ ー ド x 8 ビット ) を る 個 , RAM は PD5101(256 ワ ー ド x4 と ピッ ト ) を ] 
8 個 取 り 付 ける こと を りき す -. 図 5-6 メモ リ 量 小 構成 を 示し ょ す . 


図 5-6 ROM プ RAM 最 小 構成 


2155 


74LS0 8 人 
3 [ 交 休 肖 . “ 

] | * 。 RAM セレ クト 8 
] aa 


CMOS RAM 4PD51Q1C-E 等 ) で も 使用 で きま す . と の 方 法 で は , メモ リ が アク セス され て 
いな い サ イク ル で も る, 余分 を 待ち 時 間 が と られ て し まい ます が , 複雑 を 回 路 が 一 切 必要 を た いと いう 5 


理由 で 採用 し て あり ます . 
INT 入 力 端 子 C は 割り 込み 要求 信号 が 接続 され ます (通常 ロウ レベ ル で 。, 要求 時 ハ ヘイ レベ ル と な 
る 信号 で す . … ア クティ ブ ・ へ ハイ ィ イ 信 号 と いら 表現 を し ます ). INTE 出 力 端 子 に は , CPU 内 の イン 


+ ーー 7 ? ヶ 2 


タラ ブ ト ・ イ ネー プル (割り 込み 可能 )FF の 状態 が 出力 され ます - 
HOLD 入 力 端子 x は , DMA 転 送 を 行い た い 時 刻 (C ホ ー ル ド 要 求 信号 を 入力 し ます (アク ティ プ ブ ・ 
ハイ 信号 ). ホー ルド 要求 が 受け 付け られ る と HLDA 出 力 が ヘイ レベ ル な り ま す ・ 外 部 回 路 で 


と の 信号 同期 させ て メモ リ を アク セス すれ げ ば , CPU の 動作 と DMA が 競合 する と と を 避け られ 


MEM 硝 
8228 よ り 還 


ます ・ 
4PB8228 か ら 出 る コン トロ ー ル 信号 は 5 種類 あり ます . INTA 端 子 は 割り 込み レベ ル が 1 つ 

の 時 は 抵抗 を 介し て 十 12VIC と ブル アッ プ し て お きま す . MEMR. MEBMW は , 各々 メモ リ の リー 

ド , ライ ト 時 発生 され ます (アク ティ ブ ・ ョ ロウ 信 号 ) . エ ノ OR, 1 ユン OW は 入力 デバ イス か ら 


の リー ド , お よび ライ ト 時 発生 され ます (アク ティブ, ュ ョ ウゥ 信号 ). アド レス バス は zZPD80 
80A か ら 直 接 取り 出し て 使用 し て いま す の で , DC 的 な 負荷 は 標準 TTL 1 個 し か 取り 出せ ませ ん ・ 


TK-80 で は , アド レス ベス MC 接続 され る メモ リ は すべ て MOS タ イブ で あり , デコ ー ダ も ロー ズ ベ 十 12V 
ワー・ シ ョ ッ ト キ ーTTL( 低 レベ ル 入 力 電 流 が 360ZA 以 下 -) を 使用 し て いま す の で , DC 的 
は と れ で 問題 は あり ませ ん ・. 交 硫 的 に は 1 つの バス KK 接続 され る MOS ゲー ト (入力 容量 は 数 pF 


て 10pF ) の 個数 が 増え れ ば , 了 アド レス 信号 の 立ち 上 り , 立ち 下り 波形 が 鈍り , アク ャ ス 時 間 


影響 し て きま す . TK-80 で は , メモ リア クセ ス の 時 間 を 充分 と っ て あり ます の で , と の 点 は 余 


挫 の ある よう 設計 され て いま す . デー タバ ベス は , ZPB8228 の 内 部 で 双方 向 性 ドラ イベ を 通っ て 
ドラ ィ ブ 能力 が 強化 され て いま す の で , 標準 TTL を 6 個 ま で は 接続 で きま す . 2PB8228 の 
BUSEN 端 子 CHLDA 信 号 を 加え て いる の は , バス ドラ イベ を ハイ ・ イ ン ビ ー ダ ンス の 状態 KC し 


て , DMA 転 送 の デー タ と か もち 合わ を いよ うす る た めで す ・. 基本 的 ヒ 上 は と の 回 路 で CPU 部 は 完 


成 し ま す が , TK-80 で は ブ プログ ラム の デベ グ の 便宜 の た め , 1 命令 ご と の 割り 込み 要求 信号 発 


DBo B 
MEME ハー TV | 
RESET 中) と 1 ON 1 
HLDA | | PROTBcT レス し 

1 


生 回 路 を 追加 し て あり ます ( 図 5 一 5 ). 原理 的 に は ぉ PD8080A か ら T1INTE( 割 り 込み 可 ) 
アデ 


MEMW ュ 


信号 が 出 た ら . 次 の 命令 を 実行 し た 化す ぐ 割 り 込み 信号 が 発生 さき れる よう な 回 路 で す . な PD808 
0A へ の 割り 込み 信号 と し て は , と の ステ ッ プ 実行 割り込み 信号 と 外部 割り 込み 信号 の 論理 和 を と っ 
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454, 5101 と も 256 ワ ー ド の メモ リ で す の で . アド レス 入力 端子 は 8 本 あり , それ ぞ れ アド 


レス は AHBo 一 ABz へ 接続 され ます . さら C256 ワ ー ド 単位 で チッ プ の 選択 を 行う 必要 が あり ます . 0 ー ゴ ルーシ 「 
j | 

と れ は 2155(DUAL 2 TO 4 DECODER ) で 行っ て いま す . 2155 の 入力 端子 74LS04 AB15 READY 端 子 へ 
」 (8080A | 
が 入っ て いる の は , アド レス バス の 負 基 を 少 を くす る た め の も ゃ も の で す . TK-80 で は ROM か RAM ] ww ニー 2 ) 
R 8080A) を 


を ABis。 (アド レス の 最高 位 ビ ッ ト ) で 切り 変え て いま す の で , 8000 番 地 以上 が RAM エリ ア と 
み を され ます . 2155 の 出力 信号 は , チッ プ セ レク ト 信号 と し て ROM, RAMC つ た が れ て いま す . (0 一 7TPFTF 番 地 が アク セス され た 時 の ワン ・ ウ ェ イ ト と な る 回 路 う 


各 出 力 端 子 に すべ て プル テッ プ 抵 抗 が つい て いる の は , MOS ITC の ヘイ レベ ル 入 力 電 圧 の 最低 値 
で ある 8.0V を 確実 に た する た めで す . 5101 の OD( 出 力 デ ィ ス エイ ブ プル) 端子 は , MEBMR, | 
RESET, HLDA の 倫理 和信 号 を 加 を て いま す の で , と れ 以 外 の タイ ミン グ で は , 5101 の 出 


力 は ヘイ ・ イ ン ビ ー ダ ンス 状態 と を り ま す ・ RW 端子 C は . 8228 か ら の MEMW 信 号 が 直接 接 い ! 
続き れ て いま す が , と と も や は り ブ ル ア テッ プ 抵 抗 が つけ て あり ます . と の ブル テッ プ 抵抗 は 1 
8288 の BUSEN 入 力 信号 が ヘイ の と まき , 制御 信号 が 不 槍 定 ( ヘ イ ・ イ ン ビ ピー ダ ンス ) を る の を 
避け て . メ モリ を リー ドド 状態 と 保つ た めで す ・ 


CEz 端 子 は 通常 動作 時 は. Vcc ヘ プ ブル アッ プ し て あり * す が , トグル SW を ONIC す る と 
GND 電位 と な り , メモ リ の リー ドブ ライ ト の 両 動作 と も る ブロ テク ト さ れき ます . と の SW を ON し 1 
| た 後 十 5V の 電源 を OFFIC し て も , バッ テリ ー( 例 ・ 単 三 著 電池 2 本 ) の 電圧 印加 され て いる 昌 
| り , デー タ は 保存 され ます - 8 に 
| ダイ オー ド D 1 並列 入っ て いる SW は , メ モリ ブロ テク ト SW て 連動 し て お り , メモ リ が 動 ・ ト 
| 作 中 住 D 1 を 短絡 し , ダイ オー ド C よ る 電圧 星 下 を さけ る た め の も の で す . 1 
| TK-80 で は , RAM は 上 位 プ ドレ ス の チッ プ か ら 実 装 し て いま す .・ な ぜ を ら モ ニタ プロ グラ ム : 軒 
の ワー キン グ エ リ アテ として, 最上 位 の アド レス を 使用 し て いる か ら で す . ] - 1 


⑤ 8800 88FF セレ クト 8 4. 8 

| ⑧ 8200 ~ 82FF ヶ 2 8. 7 ' 1 
③ 8100 ~ 81FF ヶ 1 2, 6 し 1 

| ⑧ 8000 一 80FE ヶ 0 1, 5 \ 


TK-ー80 の 基本 キッ ト に は , RAM と し て CMOS タ イブ の 5101 を 使用 し て いま す が , と れ と 
全く ビン ョ ン ペ パチ プル な 2101 が NMOS タ イプ で 揃っ て いま す . ベッ テリ ・ ベ ペッ クア テッ プ の 必要 則 
の な い 方 また は 電 地 の 消耗 を 問題 と し な い 方 は , 210 1 が その まま 使用 で きま す 。・ 


| 
1 

1 

| (実装 順位 ) ( 番 地 ) ( ャ レク ト 信号) (RAM 番号 ) 層 
| * 」 
! 

| 

! 

| 

I 

1 

! 

| 5101 と 2101 を 組み 合わ せ て 実装 する と と も さしつかえ あり ませ ん ・ 54, 5101 ン 2101 


と も 多 完 全 を な スタティック 動作 を し ます の で , 動作 は 安定 し て お り Vcc ライ ン に の る ノイ ズ は そ 
! ん を 大 き を も の で は あり ませ ん の で , バイ ベス キャ バシ タ も それ 程 厳 し 特性 仕 要求 され ませ 
ん ・ TK- 8 0 で は 普通 の も ラミ ッ ク キ ャ バシ ク を 使っ て いま を す . RAMC 2101 だ け を 使用 する 場 | 


合 は , アク セス タイ ム が 十分 速い の で , RAM が セレ クト され る と き CPU を 待た せる (WAIT ) 
必要 は あり ませ ん . と の と きじ C は , PROM が アク セス され た と きだ け 下 ATT を か けれ ば , CPU 
の むだ ぁみ 待ち 時 間 が 節約 で きま す ・ 
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表示 回 路 は 図 5 一 6 示す ょ 5z, DMA 転 送 回 路 と 8 格 LED の タイ ナミ ッ ク 表 示 回 路 を 組み 
わき た ので まっ 清 作 Pn プ クロ あの で 館 5 た お の も 0 の エグ ジル E 色 本 っ 


5.2.3 表示 回 路 と DMA 転 送 


MO 深 生 の 3 莉 導 でき 理 思う 必 入 っ そい ます の で で れる 下 近 語 
さだ す の ゃ の カチ 。 コ た の 回 桂 で 0 ま が の も キメ イキ で で うい っ 


回 


% 図 5 一 7 表示 回 路 


仕 。 1ー2 ms 間隔 で 数 gs の バル ュ を HOLD 要求 信号 と し て CPU っ 送り ます . と の バルス は また 


8212 288 イリ カク ジ チ て 5 刻 あう の カケ シト バズ ス よ し て も 使 あれ て か り 。 和 ユ 同 だ と だ デア タモ スナ ュ ッ 
 ) の 符 夫 を 進め て いき ます . 本 OLD 要 求 が 受け 付け られ る と HLDA 信 号 送 り 返さ れ ュ ナ . 
ス 阿 2 析 z イ マ し DA 信博 か きた と きき 記 注 8080A の アド レス ペ ベス か よび デー タメ ス 計 スイー イン セー テン ュ | 
< に ネフ て いる と と を 示し て いま す の で , と の 信号 で ゲー ト を 開い て アド レス バス の 下位 ヒッ ュ っ 本 
a 2 で JR 人 DMA ア ドレ ス を 杉 続 し ます 。 残り の 上 位 ピ ッ ト 信 ビル テッ プ 交 抗 で て つっ て あり ます の で .DMA 
生 和 PR な イレ ス が 定まる と 。RAM の アク ャ メス 時 間 だ け 運 れ て デー タ が 読み 出さ れ て デー タバ スト 上 あら 
の われ ます と の デー ク は 。 HOLD 委 未 信 号 の 立ち 下 め の メイ ミン グ で 8 ビッ ト の ラッ テ を も っ ュ 


され ・ 炊 の デー タク が 再び 読み 出さ れる まで 1 つの 桁 の 表示 多 使 お れ ま す 、 と の 動作 が コー タ ma | 
* 株 り 返し 行わ れ 怖 次 アド レス が スキ ャ ン さ れ そ れ 旗 応 上 て 表示 桁 も 移動 し て いく わけ で ナ . 
リリ 4 が 出 て いる 聞 は CPU は プロ グラム の 実行 を 一 時 中 過 し て いる ぁ わ け で す 誠 。 全体 の 時 間 


半 で る と 数 ze と いう の は 佑 め て 短い 時 間 で す の で 。 実用 上 は まず さしつかえ な いで し ょ 9. し か 
「 重 精 放 カイ ミン ク を 年 算 し た いよ うな プロ グラ ム で は 。 と き と し て 問題 と なる 場合 が あう ミ ます 
に 55 の 発振 回 中 を 到 抽 的 止め て や れ 人 TOLD の 下 求 信息 と り ませ ん 」 上 
、 の 旬 才 は 8 8.5 5 の P Cr 星子 を ロウ レベ ル 底 地 る と と で 入 現 し て いま す . 発振 休止 する と 
"リリ の スキ ャ ン ニ ンク ゃ 止まり 。1 つ の 頂け を 京 灯す る と と な , 夫 的 設計 を 病 尽 し ょ せん 
と の と き K は 桁 ド ライ ン 回 路 を ディ ス ェ イィ ア メル 状態 す る よう 記し て い ょ ます 

舞 の 周 棚 を 長く ナ れ は それ だ け C PU が 止ま る 割合 を 小さ く で きま す が 。 デ イナ ミッ ク 点 灯 の 
AB。 AB AB。 へ - 期 は 少 を て と も 5 0 サイ クル 以上 反し な い ょ 人間 の 月 は チラ つい て 見 えま す 。 8 格 分 あり ます 
( テ ド レネ ベス 下 位 き ビット ) の て, 1 格 分 は 2.5ms(%5x8=20ma ) 程度 限度 と 考え て くだ さい 
TK 一 8 0 では, 1 一 2 ms の 間 C 入 る よう し て あり ます . 


回 5 一 8 DMA 転 送 の タイ ミン グ 5・2 4 プロ グラ マ ・ ペ リフ ェ ラ ル ・ イ ンタ フ ェ ー ス (PP 1) と キー ボー ド 回 路 
64a 」 ーー が 外部 か ら デ ー ク を 読ん だ り 。 逆 人 CPU か ら 外部 代 デ ー ク を 送り 出場 合 使 わ 


8212 は 入力 デー タ を HOLDCSTB) 信号 れる の が べり フェラ ルー イ ンタ フェ ー ス で すず す -. 
の 立 下 り で ラッ チ す ナ する. 


HOLD リ クエ スト 
及び デー タ ・ ラ ッ チ 


1 0 で は ・2FD8355(PPT) を 使用 し て ちゅ 。 キ ーー ド の スキ ャ シ ニ ン テ 箇 中 と 外 章 
イン タフ ェ ー ス を 1 個 の L S 1 で 構成 し て いま す . 


HLDA 3 
ダー ト 開 

WV._DMA 

アド レス ・ バ バス アド レス 
デー タ ・ バ ニュ デー タ 
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1 
図 5 一 9 zPD8255 と キー ボー ド 回 路 ] 1 
6 の キー が 押さ れ た か は モニ ク 自 身 で 判断 で きる わけ で す 。 メキ ャ ンプ ロア ラム の 評 細 二 | 
ンー で や ニン M ラ 邊 ー 5 ア 
ABo。 ABiABz DB Bo タブ ログ ラム の 説明 の 章 で 述べ て あります. 則 
。 い 1 ン 則 
| | | | | 炎 外 部 と の イン タフ ェ ー メ の 電気 的 性 能 C つ いて 説 朋 し ます . | 
AceACS ppphnpbDmn 3 各 端 子 が 出力 代 ブ プログラ - 4 利 
S 時 5 DD 。 時 し "きれ た と き 。 標 準 下 エエ 1 個 の ドラ イブ 能力 か あり ます .。 さら 人 出力 
ポー ト 放 直接 ケー リン トン - ト ラン に < ラ 聞 
TOW 下 、 zPD8255 .。 GND "リフ ンジ スク を 拓 続 し て ドラ イプ する と と も 可能 で ナ ( た だ し 最大 消 ( 
RESET - RESETT て は 9 ル 條 電力 の 問題 で 8 端子 以内 人 制限 され ます ). 
』 PB。 ヘン PB。 PC, ヘン PC。 PA ヘン PA 
| [ 1 
1 ] に ダー リン トン ・ ト ラン ジス タ 
に 1 
と の ょ うら を 使い 方 か 8 端子 まで 可能 
1 由 
! 5 .2.5 zPD8255 の プロ グラ ミン グ 法 間 
M TT 人 に た と アー ニン セト セガ と ヤッ ザン サ を の 
0 , 1 , 2 の 8 
| | "すれ か を 指定 し て 使う と と か でき ます 、 モード 1 , 2 は 外部 機器 と の デー 転送 を 
1 ペン 、 1 
] な みそ 局 5 た の ジ ビン ェ イキ ング と いう 方 法 で 実現 で きる 高 訂 な 使い 方 で す の で , この こと 
HLTHIT 代 関 し て は 個別 開発 速報 を 参考 C し て くだ さい . 1 
相 W "= n ] 
| ] | ・ こと で は 最 も 差 本 的 使わ も れる モー ド 0 で の 使い 方 を 説明 し て ぉ き ュ す . 
| 日 DISPLAY 門 5 一 10 モー ド 0 で の zPD8255 の 各 ボ ポート の 検 能 間 
上 テ Ni 2 
| 川 HH- ー 敵 | ape 1 
| 6 gg GOGOGOOG と と と と と と 1 S ポ ボー 6 相 
| や の ccoRoe つ の 。 = コ の cm 中 GSCoI つ OO らら な 55 ビ ら し A4( 8 ビット) 導 
| 内 ェ ー 
1 (ポート B ) (ボート C) (ボー ト A ) 入力 ポー トン 出力 ポ ボート の 指定 が で きま す 、 日 
肌 


9 ピッ トペ ベラ レ ル デ ー タ の 入出 力 で 了 . 
7 ポート C( 寺 位 ピ ビッ ト ) 。 (下位 4 る ピット) 6 

土 位 , 下位 * ビ セット ずっ つ 入 出力 の 指定 で M 

きま す . 

出力 ポー ト し た 場合 た は , ビッ ト の 位置 


各 ボ ポー ト は 入力 も 出力 に も を り ま す 。 


CPU- テー ター バス 


"回 路 を 示し ます . 


図 5 一 7C8255 を 使用 し た ペリ フェ ラル ・ イ ンタ フェ ー ス と キー ボー トド 
825 5 は 8B ビ ピッ ト の 入出 力 ボ ー ト を 8 つ 備 えて お り , そ れ ぞ れ ボ ポー ト A,B,C と 呼ば れ ま す . 各 ボ 


ー ト は ブロ グラ ム で 入力 ボー ト 低 も 出力 ボー ト じ に も する と と が で き , そ れ ぞ れ が 8 ピッ ト デ ー タ の IOR を 指定 し て の セッ トン リセット も で きま す 5 
TOW 5 6 
1 "ポー ト B(8 ピ ビット) | 


送受 信 を する と と が で きま す 。 1 
ボー ト C だ け は さら MK 特 殊 を 機能 を も る もち,8 ビ ピット の デー タ の う も 任意 の ビッ ト を 指定 し て , セ 信 ボ ポート と 同じ 機能 で す 。 
ッ ト し た り リ セッ ト し た りす る と と が で きま す ( ビ ピッ ト セ ッ ト ブ ノリ モッ ト 機 能 ). 8255 の 詳細 
な 機能 は 別紙 研 発 速報 を 参考 ヒレ て いた だく と し て , と と で は キー 回 路 の 動作 と 8 2 5 5 の 関係 を 。 5 信号 を 受け る よ 。 す ナベ べ て の ボート 記入 力 ネ ー ド 戻れ で 。 以 系 で | 
述べ て かち きま す 。 キー ボー ド を スキ ャ ン す る た め 刀 ポー ト C は 出力, ボート A は 入力 プロ グラ し い キ ー ド が セッ ト さ れ な じい 限 ちと の 入力 モー ド は 継続 され ま ナ . 
82 5 5 の ブロ グラ ム よ る 動作 人 次 の ょ よう C を な り ま す ナ . 9 


ム さ れ て いま す 、 モ ー ド は 0 で す . ポート A の 全 端 子 は 抵抗 で ブル ん アッ プレ し て いま す の で , キー が 
押さ れ を い 限 り ボ ー ト A か ら 読 み 込 まれ る デー タ は すべ て へ ヘイ レベ ル で す . PC4, PC。,PC。 は , 昌 
[ 中 


キー 共通 ライ ン を ロウ ベル で 順番 スキャ ン す る よう モニ タブ ログ ラム が 作ら れ て いま す の で , ど 
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b は じ め K 動 作 モ ー ド を 設定 し て * く - 
の 指定 命令 


後 は デー タ の 転送 命令 だ け で よい . 


デー タ の 
転送 命令 
1 
+ 


(1) 動作 モー ド の 指 室 


動作 モー ド は , コ ント ロー ル ・ ワ ー ド と 呼ば れる デー タ を 8255 へ OUT 命 令 で 送 9 込む 


と と (C て より セッ ト さ れ ま ほす. 


モー ド 0 で の コン トロ ー ル ・ ワ ー ド の 各 ビ ピット の 指定 は 次 の 通り で す . 


ポー ト C( 下 位 4 ビット) 
1 : 入力 , 0 : 出力 


ボー ト B 
1 : 入力 , 0 出力 
ポー ト C( 上位 ビット ) 
ーー CS 


ボー トム A 
1 : 入 力 , 0 : 出力 


骨 ーー と の 例 の 入出 力 組 合せ と する た め C に は, ュ ン 


PA。 4 トロ ー ル ワー ド は 


PCZ ッ 
PCes 


Dz D。D。 D。 D。』 D。 D」 D。 


回 回 回 回 回 回 回 回 


の よう に な り ま す 。 


De 


P Be 


と の コン トロ ー ル ・ ワ ー ド を デー タ と し て , 出力 命令 で 8 2 5 5 へ 送り 込み ます . 


8Ae ) 


と の と き の ブ ログ ラム な 次 の 通り で す 、 


ュー ディ ング 機械 一 

MVI A,08AH 8E[BAI …… コントロール ・ ワ ー ド の 値 を AC ロ ー ド 
OUT 0s D80s NN ョ ニル リー を SBAND 
(OUT 


08 の 08 と いら 2 う 1 ン 0 テ ァ ャ レス は TK 
以上 で 動作 モー ド の セッ ト が で きま きす. 


(2) デー タ の 出力 


ー8 0 で の 値 で す ) 


82.55 ヘ へ デー タク を 送り 込む は , OUT 命 令 を 使い ます が 


> と の と た き の T ン 0 テア ドレ スロ は 
ボー ト 婚 よっ て 異な り ま す . 


コー ディ ング Acc の 内 容 機械 語 

OoUT 00 … ボ ポー ト A Ds800 

OUT 01 D801 

OUT 02 D808 
⑳ デー タ の 入 カ 


82 5 5 の 各 ポ ボー ト か ら デ ー タ を 入力 する (CPUKAceicp 一 ド す る ) な , IN 命令 を 


使い ます 。 と の と き も ボー ト K ェ っ て ア ドレ ス が 異な り ・ 炊 の よう 対応 し て いま す . 


IN 00 ボー ト A か ら DBO00 
IN 01 ボ ポート B か ら DBO01 
IN 0 ボート C か ら DBO02 


例 7 | 信人 01010101 を 由 力 し , ポ ー ト C の 上 位 る ビット を 剖 取 る 


MVI A,08AH の トト で れ 人 は ブ ョ クラ ム の 昌一 変 行う たけ で 


OUT 08 
1 


MVI A,055 本 1 
OUT 0 


よい 。 


(Acc) っ ボー ト A 出 力 


IN 02 ) ポー ト C の デー タク を Ace 読み 込み ます . 


(4) ポー ト C の ビッ ト セ ッ ト ノ リセ ッ ト 


ポー ト C お 出力 と し て プロ グラ ム さ れ て いる と き は その ピッ 位置 を 指定 し て 


セッ ト ま を た は リャ ッ ト を 行う と と が で きす. と れ は コン トロ ー 
込む と と で 実現 され ます . 


> 1 命令 で 


ルー ワー ド を 82 5 5 へ 送り 
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000 ビッ ト 0 の 指定 


001 ヶ 。 1 み 
010 タ 2 み が 
011 ヶ 4 8 が 
100 が あみ 
101 ヶ 5 が 
110 ヶ 6 ァ ヶ 
111 4 7 ア 


例 ボー ト C の ビ ピット 2 だ け を 1 低 し て ', その 後 再び 0 C す る . 他 の ビッ ト の 状態 は その 
まま に し て ち おき たい. と の と き の ブ ログ ラム は は 次 の よう C な り ま す . 


MVI A,05 ] ビッ ト 2 の セッ ト 


ogr os 


MVI A,04 ) ビッ ト 2 の リャ ッ ト 


OUT 08 XIX|X|X|X| 0|X| X 


82 5 5 程 の プロ グラ ィ ャ ブル を 能力 が 必要 を い が , 人 簡単 CI プ 0 ポー ト を 実現 し た い 場 合せ 。 
zPB8212( 8 ビッ ト T ノ 0 ボー ト ) を 使っ て くだ さい . 基本 的 を 使用 法 は 個別 開発 速報 を 参 
考 に し て くだ さい . と の 場合 も 複数 の ボー ト の 選択 は , 前 述 の よう を アド レス の 割り 当て 方 法 


で 行い ます 。 


5.2.6 zPD8255 の 使用 上 の 注意 事項 
(1) 出力 指定 し た ビン は , 絶対 外部 か ら ド ライ ブレ し を いで くだ さい . 過大 電流 が 流れ ます . 


8255 外部 回 路 


11 負 


(⑳ 入力 指定 し た ビン を 誤っ て 出力 プロ グラ ム し な いで くだ さい 
ミ スプ ブ ログ ラム よる 事故 を 防ぐ を め K 入 力 ビン は 1 KO 程度 の 抵抗 を 直列 つ た いで ぉ く 
と と を 如 勧 めし ます . 


(8) 8255 は RESET 信 号 IC ょ り , 3 つの ポー ト が すべ て 入力 モー ド と な り ま す . 

⑲ 9 2.55 の ボー ト 半 子 を 外部 へ 引き 出す 場合 公 は 1 0 0 KO 程度 の ブル テッ ンプ 抵抗 を つけ て 
くだ さい . 

(5) 外部 回 路 の 電源 が TK 一 8 0 と 別 系 統 の 場合 は , 先 C TK 一 80 の 電源 を 入れ 9 0 ト し た 後 
で 外部 回 路 の 電源 を 投入 る よう 心掛け て くだ さい . 

⑥ 外部 回 路 か ら 8.2 5 5 の 端子 へ 過大 電圧 かからない ょ う K 注 意 し て くだ さい 。 


5 ・2・7 アド レス ノ デ ー タ 信号 端子 
TK 一 8 0 の アド レネ ベス と デー タバ ベス は , ブ プリ ント ボー ド の 映 子 配線 され て いま す 


テア ドレ スペ ニス ボー ド 端 子 基き あら の ポー ド 端 子 
9 5 19 DB 0 B 88 
ヶ 由 ヶ 。 16 の 1 の 
4 2 ア 15 の 2 8 
上 8 時 Prix 7 き が 80 
を を ヶ 18 2 4 58 
ヶ 5 ヶ 12 の 5 0 
4 8 ヶ 。 11 M 6 ム 59 
ヶ 7 4 10 7 / 26 
8 A 17 
を 9 ヶ 16 
を MO ヶ 15 
ヶ 。 11 ヶ 14 
ィ 。 12 2 18 
ヶ 18 ヶ 12 
ヶ 14 ヶ 11 


み 15 み 10 
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P 号 は : と と か 
ボー ド の 他 の 端子 は 空き 端子 と を っ て いま す の で , 必要 を 信号 は 適当 た 端子 へ も っ て くる と と 


で きま す . 
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第 6G 音 TK 一 80CM エ イン タフ ェ ー ス 


は C め に 

2 人 と コチ ア ロト かす の 
陸生 に ドイ イ マイ で よー も 
^ を 書き 込ん で あく 必要 が あり ょ ます. 

OAM は CGCーM0S の デベ イス を 使用 し て いる た め 寺 聞 を 導 続 する と と に エリ 。 衝 
の ブロ メラ る 抄 E ま で : を 泊まれ の 大 2 
の る プログラム の で いく つも の ブロ クラ ム を 長 時 間 作 挫 し て きく と と は 不可 人 マナ 

に スス) で コッ トキア サー 


と 低 ょ っ て , 普通 の カ ャ ッ ト 式 ポー タプ ァ ・ テー ブレ ュー ダダ を TK 一 8 0 接続 し , テ ー プ RAM 内 の 
で バフ W の み ロ プラム ま フ ァ イ ズ D で 本 人 を が 北 ご か ら ne 
ー プ 婚 フ ァイル され て いる プロ グラ ム を ロー ド し 実行 させ る と と が 可能 と を り ま * す . 

アー プレ ュー グ よ の デー の 送受 キュ ク テロ クラ ュ 放 谷 東レ ャ ーッ ン pic 入ら と っ 
と と が で きま す . 
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と の イン タフ ェ ー ス は , デ ジタル 信号 を 可能 域 の オー ディ ォ 信 号 if 変調 し て , テ ー プ レ ュ ー テ kg 図 6 一 2 デー クタ 送 信 イ ンタ フッ 。ー ぇ 


出力 する 変調 回 路 , テ ー プ レ ュ ー ダ から の オ ディ オ 信 号 を 再び デジ タル 信号 復調 し て シュ テム 


供給 する 復調 回 路 と で 構成 され て いま す 。 
本 説明 書 で は , 転送 データ の 形式 , 変 復調 原理 , さら (C ヒ イ ンタ フェ ー ス の 製作 方 法 と つい て 述べ て 


いき ます 。 


REC 
OF 


MIC 


6.2 デー タ の フォ ー マ ッ ト 


デー タク は , 1 ワー ド ( 8 ピッ ト ) を 1 つの 単位 と し て , 各 ピッ ト の デー タ を シリ プル 転送 し ます . 


1 ワー ド の 転送 フォ ー マ ッ ト は 次 の よう CC な っ て いま す 


図 6 一 1 デー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト テー ブイ ンタ フェ ー ス 


t 
送信 用 デ ク 人 は モニ タク ブロ グラ ム 低 より PPI(zPD8255) の PC0 端 子 (14 番 ピン) 人 


出力 され ます . 


モニ タブ ログ ラム 人 計 セッ 「 され 転送 スタ ー ト 番地 と エン ド 番 地 を ペラ メー タ と し て その 生 囲 の 


信号 を し JekOleyhytglytaleytMlyt 引 cy スト ッ プ ビッ ト | 信号 を し モリ の 内 容 を 1 つの ブロッ ク と し て 板 送 し ます. 
8 ピッ ト デ ー タ と の 時 の デー タブ ロッ ク な は 次 の ょ 5 構成 され ます . 
に - 1 ウード | スタ ー ト | スタ ー ト | エン ド | ェ エンド トク 
C12 y ト ) 番地 番地 | 番地 | 番地 | テー タテ ー タ テー メ デー タ | 3 
〔HTJI (LOJ HI]| To] きき ご | 


1 ワー ド の 転送 用 デー タ は , ス ター トピ ッ ト で は じ ま り スト ッ プ ピッ ト で 終了 し ます 、. 
ピット で , 1 ピット に と で 各 デ ー タ (8 ピッ ト は, 6.2 項 の フォ ー マ ッ ト 従っ て 構成 され て いま ナ . 


スタ ー ト ピッ ト は , と れ か ら 1 ワ ー ド 分 の デー タ を 転送 する と と を 示す 同期 


PT の ボー ト C よ り 出 力 され た 転送 デー タ は 。 カキ セット イン シタ フェ ー ス の 変調 回 路 C ょ より , 次 の 


よう な 信号 変調 され ます - 
人 


数 KHz 『i 


す と 同時 次 区 転送 さん て くる デー タ と の 区 切り と し て 使用 され ます 。 ・ 
土 記 の 例 は , 28(16 進 ) と い 9 デ ー タ を 転送 する 場合 の 波形 で す 。 開 蘭 黄 税 開 導 に 了 
転送 速度 は , テ レタ イプ と の 互換 性 を 考え テレ タイ プ ょ 同じ iC し て あり ます . 5 | 和 調 出力 遇 
スト ッ プ ピッ ト が お が ,8 ピ ッ ト あ る た め C1 ワ ー ド が 12 ビ ピット 構 成 と を り ま す の で . 1 ワー ド の 転 1 


長 の ロウ ゥ レベ ル 信 号 を 転送 し ます . 
スタ ー ト ピッ ト の 直後 か ら 1 ワ ー ド (12 ピ ビット) の デー タ を , 下位 ビッ ト よ ょ より シリ テル 転 送 し て 


いき ます . と の 時 の 論理 は , デ ー タ "1 "は ヘイ レベ ル データ "0 は , ロ ウレ ベル と を た り ま す 。 
8 ピット の デー タ の 後 ,8 ビ ピット 長 の スト ッ プ ビッ ト を 転送 し て 1 ワー ド の デー タ は 終了 し ょ す . | 


スト ッ プ ビ ピット は は, 8 ピッ ト 長 の ヘイ レベ ル の 信号 で , 1 ワー トド の デー タ 転 送 が 終了 し た と と を 示 


送 人 必要 時 間 住 約 110msec と いう と と 区 たち 。2.56 ワ ー ド の 転送 住 約 98 秒 。 1K ワ ー ド の 転 1 
送 は 約 2 分 と いら うと と MC を り ょ ます. - . - 
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と と で スタ ー ッ ト * 6 
ス トビ ッ ト (ロウ レル ) 検 出さ れ , その ビッ ト の 中 央 で スタ ー ト ピッ ト が 確認 され 
3 認 


6.4 変調 回 路 ' 
る と と, 1] ビッ ト 分 の 時 間 の ィ イタ ー ペ ベル を あき を ながら デー クタ を 読み 込み , シリ テル デー タ を 8 ビット 
PP の デー タク 編集 し て いき ます . 
モー ニタ は , 転 送 さ れ て くる デー "で 転 : 
ーー ' * る データ の 最初 の を ワー ド で 転送 スタ ー ト 番地 と ェ ンド 番地 を 受け 取り 」 
た 質 大 アド レス を 更新 し な が ら 所 定 の 番地 デー タ を ロー ド し て いき ま ナ 
デー タ の ロー ド が 終了 する と , 最後 転送 さえ て くる チュ ッ ク ・ サ ム ・ コ ー ド を 受け 取り , 今 まで 


低 受信 し を た データ エラ ー が な いか どう か を チュ ッ ク し ます : 


PCO 14 ・ 
6.G 復調 回 路 


タ 図 6 一 5 復調 回 路 


1MO 100KQ 


100K 02zF 
REC 


1K OUT 
レス 


路 は ,CーMO S の イン バー タ 多 よっ て 構成 され て いる 発振 器 ( 発振 周波 数 数 KHz) と ょ っ 


変調 回 

て 発振 させ た ペル ス を 出力 ボート か ら の 転送 デー タ 信 号 C よ っ て スイ ッ チ ング する . と いう 仙 単 た も の 

で す 。 

g 記 生生 リー クレ リー チ の 復調 出力 は ,CーMO 8 の イン ペー タ f 克 よっ て 格 成 され た 増 村 エ リョ ッ ク 
レベ 同 ド 旨 
で 全 きれ た 後 。 プ イオ ー ド と CR 構成 され 積分 回 路 多 よ り 夜 語 さ れ ペ ッ フ ァ を 介し 


EE 人 カポ ー ト デジ タル 信号 と し て 供給 され ます ナ 


増幅 回 


テー プ ・ イ ンタ フェ ー ス 


路 で 増幅 され 復調 回 路 


E 出 力 は , チ テー プ ・ イ ンタ フェ ー ス 内 の 増幅 


テー プレ ュー ダダ から の 再 
いて 再び デジ タル 信号 復調 され ます 、 
ャ ュ タ ブ ョ クラ ス 半 |+ー 電 され る と , ポ ー ト B の ピッ ト OCPBO) を モン ス し は し め ま 


す . 
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6 . 7 .2 テー プ へ の 録音 二 
変調 回 路 の 出力 を マイ タク 入力 端子 か ライ ン 入 力 端子 接続 し ます . と の 時 使用 する ケー ブル は 。 
外部 ノイ ズ を 考慮 し , シー ルド 線 を 使用 し て くだ さい 。 
と れ で デー タ 転 送 の 準備 が で きた わけ で す が 。, 実際 C デ ー タ を 録音 する 前 録音 入力 レベ ル を 適 


器 


正 を も の 調整 する 必要 が あり ます 。 

録音 レベ ル は , 半 固定 抵抗 VR1 お ぉ お ょ よび VRE2 で 行い ます . 
キー を 押す と , テ ー ブ 録 音 端子 か ら は , イ ンタ フェ ー ス 内 婚 あ る ロー カル オシ レー タネ 
の 発振 信号 (数 KHz ) が 出 て きま す ・ 
と の 信号 を 録音 し て , 録音 状態 を 調べ 最適 た 録音 レベ ん と を る よう と ,VER1 王 よび VER2EC よ と 


っ て 録音 出力 レベ ル を 調整 し ます ・ 

も し テー プレ ミー ダ ICVU メ ー タ (録音 レベ ル メ ー タ ) が 付い て いる を た ら ば ,VU メ ー タ を 見 な 
な が ら 録 音 レ ベル の 調整 を 行っ て くだ さい . - 
調整 は ,。 ま ず VR2 を 中 間 位置 に セッ ト し て ,VR1 を 調整 し ます . その 後 VR2 で 微 調整 を 行 


いま す 、。 


_- ま 中 Se ラー 原因 と を な たり ます . 
録音 ベル が 適当 で を い 場 合せ , チ テー ブ か ら ブ ログ ラム を ド す る 際 の エラ ー 原 因 と を り 


録 普 レベ ル の 調整 が 終了 しま ょ す と い ょ いよ ブロ グラ ム を 転送 録音 しま す 
まず デー タキ ー よ り , 転送 開始 番地 を デー タク レジ スタ キッ ト し 
いて , 転送 終了 番地 を デー タレ ジス ク KC モ ッ ト し ます . 
と と で テー ブレ ョ ー ダ を 録音 状態 と し て , 先ほど の 発信 を 数 十 秒 録音 し ます 
と の 後 キー を 押し て くだ さい . 
隊 誤 キー が 押さ れる と LED デ ィ ス プレ イ 上 の 表示 が 消灯 し, デー タ の 転送 が は じ ま り ま 


キー を 押し ます 、 続 
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第 7 章 TK-80 用 電源 回 路 例 
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注 ぷぷ テ 、 上 ご 
自動 車 の バッ テリ か ら 電 涯 を 供給 する 場合 エン ジン の 回 転 数 到 応 


ぃ じ て ベ バッテリ ー の 敵 子 


電圧 が 2 
ーー 会 動 し ます の で , 直 楼 TK 一 80 の 上 12 電源 ic は 接 先 し を いで くだ さい 
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